


















































俺の青春を生け贄に、彼女の前髪をオープン３
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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プロローグ






　８年前。私、八や重え樫がし桜さくらは、どちらかといえば恥はずかしがり屋な性格だった。

　今と異なるのは性格だけじゃない。ママゴトや人形遊びが大好き、おまけにフリル付きのスカートばかり穿はいていたりと、自分でも笑っちゃうくらい女の子、女の子していた。

　内気な私だったからこそ、知らない土地で友達を作れる自信など全くなく、引っ越こしたくないと愚ぐ図ずっていたのをよく覚えている。

　新しい家に向かうときがピーク。近づけば近づくほど、昔の思い出が全部無くなっていくような気がして号ごう泣きゆうしてしまった。

　けれど、新しい家に着いたとき、そんな恐きよう怖ふや心配は簡単に吹ふき飛んだ。

「お前が隣となりに引っ越してきたヤツか！　早く遊びに行こーぜ！」

　向かい側の家から飛び出してきた太た郎ろうが、私の手を摑つかんでくれたから。

　あまりに強ごう引いんすぎて、怖こわさよりも呆ぼう然ぜん。なにより、何も考えていないであろう笑い声は、私のマイナスな気持ちをプラスに変えた。引っ越しが決まってから憂ゆう鬱うつだった気持ちを、出会って数秒で太郎は解決してくれた。

　アイツからしたら、私は新しい遊び相手なだけだったかもしれない。それでも、不安ばかりだった私にとって太郎の存在はとても大きく、格好良かった。

　毎日、朝から日が暮れるまで太郎と一いつ緒しよ。好きになるのに時間は掛かからない。我ながら単純な動機といえば動機だけど、小学生の好きになる理由なんて単純なものだと思う。

　というより、毎日連れ回され続けたら好きになるに決まってる。

　公園での鬼おにごっこや木登りでは、少しでも太郎に追いつこうとスカートを止やめて短パンを穿くようになった。

　太郎の趣しゆ味みに合わせて漫まん画がやゲームが好きになった。毎年、誕生日には人形セットをねだっていたのに、太郎と２人対戦できるようにと携けい帯たいゲーム機と格かく闘とうゲームのソフトを買ってもらった。練習しすぎて、太郎をコテンパンにできるくらい強くなってしまった。

　性格は言わずもがな内気から勝ち気に。ズバズバ物事を言うようになった。

　音楽を始めたきっかけも太郎。サリュちゃんのお母さんが海外で有名な音楽家だと自じ慢まんされたからだ。幼かった私には名前を聞いても分からなかったが、太郎が胸を張っているのだから凄すごい人なんだと思った。何より羨うらやましかった。私も太郎に誇ほこられる存在になりたいと思った。

　髪かみ型がたもそう。太郎と一緒に音楽番組を見ているとき、「このギタリストの髪型カッコイイな！」と指差したから真似まねしようと思ってしまった。

　腰こしくらいまで伸のびた髪にニュアンスパーマ。少しずつ伸ばして、ようやく理想の長さになったのは中学終わり。やっとパーマをかけられるようになったのは高校前。

　月日が経たちすぎて太郎は完全に忘れているだろうけど、むしろ好都合だ。気づかれたら間ま違ちがいなく太郎を直視できなくなるし。

　８年経った今でも、太郎のためにデビューしたいという気持ちは変わらない。むしろ、誰だれもがメジャーデビューなんて無理だと笑う中、本気で応おう援えんし続けてくれる太郎のためにと、想おもいは一層強くなっている。

　武道館デビューして、最前列で太郎に応援してもらいたい。それが私の夢。

　そんなことは恥ずかしくて口が裂さけても言えないけど。

　太郎には今も昔も呆あきれることの方が多い。けれど、それを補って余りある程ほど、太郎と一緒にいるのは楽しいし、太郎のおかげで私の世界は広がった。

　だから私は太郎が好き。








１章






　夏休みが終しゆう了りようして１週間が経過。すなわち、新学期が始まって１週間が経過した。

　既すでに通常授業は始まっており、多くの生徒が輝かがやかしいというか怠たい惰だな休みの日々を惜おしんでいるのは言うまでもない。

　俺、桃もも山やま太た郎ろうもその１人ではある。

　ではあるが、悩なやみとしては極きわめて薄うすい。

　何故なぜなら……。




　放課後。残暑立ち込める旧校舎の廊ろう下かを歩き、我らがオルタナティ部の部室へ入る。

　視界に広がるのは和室ではなく、

「タロ様[image: ～][image: ～][image: ～]♪」

「うお!?」

　真っ先に視界へ飛び込んでくるのは、お馴な染じみなメイド服姿の少女。

「お帰りなさいご主人様♪」の挨あい拶さつにしては過激すぎなサービスをすべく、俺の存在に気づいた少女が両りよう腕うでを広げて急接近。

　彼女の名をサリュ＝ニコルソン。イタリアから逆輸入で戻もどってきた俺の幼おさな馴な染じみであり、激しく人見知りなコミュ難ガールである。

　俺にのみ人見知りを解除し、子犬のように甘えてくるのだけども。

　抱だきつき攻こう撃げきなど当たり前に回かい避ひ！

「こ、こら！　ところ構わずベタベタしてくるな！」

　両腕がむなしく空を切ったサリュがすかさず振ふり返る。諦あきらめる気はなく、またしても抱きつこうとしてくるので、サリュの両手をガッシリとホールド。レスラーの力比べのような体勢に。

　サリュの現在の姿は、煌きらびやかなシャンパンゴールドの髪色を黒髪ツインテのウィッグで隠かくし、身バレを防ぐミラノモード。ミラノとは、ニコ生でサリュが活動するときの偽ぎ名めい、芸名のようなものだ。

　チャームポイントの天然オッドアイを堂々と露ろ出しゆつさせ、俺に抱きつこうとするサリュの眼めは死んでいない。

　その気力を別に活いかせよっ。

「お、お前……！　いい加減にしろよ、ぐぬぬ……！」

「ふぬぅぅ……！　こ、これは新たな企き画かくなのですよう……！」

「？　どういうことだよ？」

「歌ってみたや踊おどってみたに続く新シリーズなのですっ……！」

「その名も？」

「『タロ様に抱きついてみた』ですっ！」

「職権乱用のセクハラ企画じゃねーか！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　所しよ詮せんは小こ柄がらでか弱い乙女おとめ。両手を一気に持ち上げれば、マグロの一本釣づりの要領でサリュが軽々持ち上がる。

「む、無力ですぅ……」

　足をジタバタさせていたサリュだったが、己おのれの非力さを知り抵てい抗こうをストップ。

　もはやマグロではなく、手足をぷらーんと伸ばす姿は捉とらえられた宇宙人。

　大人しくなったので畳たたみに足を着けさせてやれば、トボトボと元の定位置、ちゃぶ台前に敷しかれた座ざ布ぶ団とんにサリュは腰を下ろす。ちょいちょいコッチ見んな。

　ため息づくと、ちゃぶ台に設置されたカメラを見つめながらマイクに話しかける。本日もコミュ難を克こく服ふくすべくニコ生コミュニティ、『ミラノちゃん愛好会』にて視し聴ちよう者しやと雑談をしているのだ。

　未いまだに戸と惑まどったりモジモジもするのだが、視聴者を友達だと感じているのだろう。

　最近ではサリュ自らがニコ生の放送準備をし、自発的に雑談するくらい成長してるし。

　自発的故ゆえにさっきみたいな破は天てん荒こう行動してくるのだが。

「駄だ目めでしたぁ……」

　落らく胆たんするサリュの声に反応した視聴者たちが、

『ドンマイ！』『切り替かえてこーぜ』『美少女のハグを拒こばむとかホモ？』

　サリュへの励はげましの言葉、俺への誹ひ謗ぼう中傷はいつもどおり。

　一体、どんなタイトルで今日は雑談しているのか。スマホからコミュニティページに入ってタイトルを見れば、『未来の旦だん那な様に抱きついてみた』。

　まさかド直球のタイトルを放ほうり投げてくるとは……。

　しかも確定事じ項こうなタイトルだし。




「……。おい、サリュ」

「♪　なんですかぁ？」

　放送終了後。前髪を下ろしてコミュ難モードに戻ったサリュが、さも理解できないかのように首を傾かしげる。

「……近すぎね？」

　俺の真横に大密着。サリュの柔やわらかほっぺが、袖そでまくりして露出した俺の二の腕うでに食い込んでおり、体半分が暑いし重い。

「全然近くないですよう。サリュはあと２段階の変身を残していますっ」

「フリーザ様かよ」

「相変わらずのアツアツぶりやなー。冬は大助かりやけど、まだ暑いわぁ」

　遅おくれて部活に参加する親友、遠とお山やまキンタとしては日常風景。視界に入ろうがお構いなしで、新しい推おしメンフュギュアをうっとり鑑かん賞しようし続ける。

「助けろよ関西人！」

　心からの訴うつたえに、ようやく目を合わせてくれるものの、

「見せたれサリュちゃん！　フルパワーを！」

「はいですっ！」

　キンタの指示に、サリュが俺へと覆おおい被かぶさってくる。

「キンタおま──、ちょ!?　サリュ、く、くすぐったいから……！」

「これがふるぱわーですっ！」

　半身どころか全身を密着。絶対に離はなすものかと両足を腰にまで回し、もはや俺は押し倒たおされ仰あお向むけ状態。サリュの柔やわ肌はだを堪たん能のうすることしかできず。

　というかこの体勢って……、伝説のだいしゅきホールド!?

「止めて！　顔が熱いから！　平常心が保てなくなるから！」

　少し前の俺なら、ここまで恥はずかしくならなかったし、動どう揺ようしなかったと思う。けれど、むしゃぶりつくかのように全身を擦こすり合わせてくるサリュの行こう為いが、今はどうしようもなく恥ずかしい。

「ギブ？　ギブ？」とレフェリーと化したキンタが聞いてくるが、ギブしたところでサリュが解放してくれるとは毛頭思えない。

　っていうかギブしたらどうなるか分かったもんじゃない！

「♪　今、全身でタロ様を感じています♪　はぁ[image: ～][image: ～][image: ～]……」

「安らぐな！　ド変態かお前は！」

「ド変態でもお嫁よめさんですよ？　ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　デコピン痛いよう！」

　一いつ瞬しゆんの虚きよを突つき、天然娘むすめの拘こう束そくから脱だつ出しゆつ成功。デコを押さえるサリュを尻しり目めに定位置の席に戻る。息を整えるのに必死。

「ったく……、腐くさっても鯛たいみたいな言い方しやがって」

「腐ってもお嫁さんやん」

「やかましい！　フュギュア隠すぞ！」

「誘ゆう拐かいは犯罪やぞ！」

　有機物と無機物の区別もつかんのかお前は。

「はぁ……、いつになったらこの想おもいが届くのでしょうか……」

　大きな独り言を呟つぶやいたサリュは、肩かたを落としながら押し入れを物色。

　お目当ての品を見つけたらしく、それは美少女が裏表にプリントされた抱き枕まくら。

　ちゃぶ台近くまで戻ってくると、美少女を抱きしめる美少女は、ひょっこり顔を出しておねだり。

「キンタさんのお嫁さん、お借りしてもよろしいですか……？」

「あいよー。好きなだけ使いー」

　キンタに感謝を告げ、畳に寝ねそべったサリュは、ギュ、と枕を抱き寄せる。最近キンタから借りているお気に入りアイテムである。

「人肌恋こいしいです……」

「露ろ出しゆつ度ど高めの裏面を抱きしめるなよ……」

　哀あい愁しゆう漂ただようサリュの後ろ姿を見ながら思う。

　最近というより、夏祭りの一件以降、サリュのベタ付いてくる回数が猛もう烈れつに多くなっていると。

　理由は分かっている。恋れん愛あい禁止条例を解いたからだ。

　もっと言えば、桜さくらへと対たい抗こう意識を燃やしているから。




　夏祭りの夜。遠くから喧けん噪そう漂うベンチで、俺は桜に告白された。

　ハッキリと告白されたわけではないが、想いを知ってほしいと言われた。

　ずっと一いつ緒しよだった幼馴染からの思いもよらない告白にノックアウト寸前。レフェリーがいたとすれば、既にカウントを数え始めていた。

　にも拘かかわらず、桜と入れ替わるように一部始終を見ていたサリュが、自分だけ蚊帳かやの外は嫌いやだとリングに乱入。そして、学園のヒロインになるまでの恋愛禁止条例を解くように要求されてしまう。

　勢いに押された俺は、サリュの要求に頷うなずいてしまいＫＯ負け。

　それは完敗で終わりでなく、完敗から始まる恋愛戦争。翌日以降、Ｗ幼馴染たちからの猛アプローチが始まってしまったから。

　夏祭りから帰ってきた夜。ベッドの中で俺は気づく。

　これが俗ぞくに言うモテ期なのかと。




「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「どないした太郎!?」

　自分の座っていた座布団に顔を埋うずめ、声にならぬ絶叫。

　恥ずかしい！　顔が燃える！　萌もえる！

　そりゃそうだ！　サリュ１人でも異性として可愛かわいいと思ってしまうことが多々あったのに、桜まで追加されてしまったのだもの！

　サリュをヒロインにするまで、恋愛事情は考えないでいようとしたツケがこれである。

　選べるわけがない。恋愛対象の前に、そもそも２人は大事な幼馴染。どちらかを選べば、３人の関係が歪いびつになってしまうのは目に見えている。

　どっちも可愛いから選べないのもあるけれど！

　こんな感じの堂々巡めぐりな日々。誰だれに相談することもできるわけがなく、悶もん々もんとした夏休みを過ごしていれば、あっという間に休みが終わっていた。残っていたのは宿題だけ。

　顔の熱を取り払はらおうと、サリュに入れてもらった水出し麦茶を一気飲みしていると、扉とびらが開く。

「やっほー☆」

　ヒーローショーのお姉さんさながら。愛あい想そ良く手を振る山やま本もと月ルナ先せん輩ぱいが登場。

　さすがは学園ナンバーワンの人気を誇ほこるアイドル。整った顔立ちをより一層引き立てるメイクは、質素すぎず過度すぎないナチュラルメイク。潤うるみがかった瞳ひとみや艶つややかな唇くちびるなど、１つ１つがチャームポイントになりえるのだから恐おそろしい人である。

　放課後になろうとも疲つかれを一いつ切さい見せず、はじける笑顔は１００点満点。

　顔を出す理由はもちろん、林間学校を経て友達となったサリュに会いに来たため。最近はバンドの練習にちゃんと参加しているからか、ルナ先輩は頻ひん繁ぱんに顔を出しにくるのだ。

「いらっしゃいです」と言いつつ、抱だき枕にしがみついたままのサリュ。いつもなら、せっせとお茶出しの準備をするが、気力が湧わいてこないのか起き上がろうともせず。

「なんでサリュちゃん、元気ないのー？」

　抜ぬけ殻がらなサリュを撮さつ影えいしまくるルナ先輩。「いえーい☆」とちゃっかりと自分も写り込み、大好きなインスタにツーショットをアップ。

　人気者の座を守るために行っていたサリュへのウザ絡がらみも、ただのウザ絡みへとマイナーチェンジ。サリュとしても友人となったルナ先輩の行動を、気にする素そ振ぶりも見せない。

　撮影に飽あきたルナ先輩は、サリュの肩をユサユサ。

「せっかく遊びに来たんだから遊ぼうよー」

「サリュは今、人肌恋しいのです……。ルナさんもサリュと一緒にココでおネンネしましょう……。裏面の女の子をどうぞ……」

「えー、つまんなーい」とルナ先輩が頰ほおをプックリ膨ふくらます。

　が、何か閃ひらめいたように俺を見つめてきた？

「じゃあ太郎君に遊んでもらお♪」

「ちょ、ちょっと！」「タ、タロ様!?」

「あはっ☆」

　言うが早い。既すでにルナ先輩の柔らかバストが俺の二の腕に密着。

「香こう水すい変えたんだ～♪　いい香かおりでしょ？」

「もっと近寄っても大だい丈じよう夫ぶだよー」と、さらに手た繰ぐり寄せられれば、微かすかに感じていた甘い香りが一層に俺を誘ゆう惑わく。アンド、絶ぜつ妙みような角度からの胸チラ。

　さすがは小こ悪あく魔まな先輩……！　今日も絶好調に弄もてあそんできやがる！

　玩がん具ぐを取られた子供の如ごとし。俺からルナ先輩を引き剝はがそうと、俺とルナ先輩に空いた僅わずかなスペースにサリュが顔を突っ込んでくる。顔が潰つぶれ、ブチャイクになっとる。

「サ、サリュのタロ様ですよう！　ベタベタしすぎですよう！」

「どの口が言ってんだよ！」

　ルナ先輩としてはようやく面おも白しろくなってきたという感じ。瞳が生き生きしていやがる。

「え～。でも～、サリュちゃん構ってくれないしー。っていうか、太郎君とルナ、もっとベタベタしたことあるよー。ね？　太郎君？」

「はい!?」

　フラッシュバックするのは、林間学校の倉庫内にて下着姿で詰つめ寄ってくるルナ先輩。

「宿のソファで♪」

「え……あ、そっすね……」

　そっちかい、と胸の中で安あん堵どながらのツッコミをしたのだが、ルナ先輩は口を押さえ、

「あれ～？　太郎君、違ちがうこと考えちゃってたのかな～？」

「!?」

「エッチなんだ～♪」

　動揺する俺の頰を「つーんつん♪」と突っつき攻こう撃げき。

　チクショウ！　読まれてやがる！　俺のことも完全に振ふり回してきやがる！

「不潔や！　これやから昨今の高校生は！」

「黙だまれキンタ！　フィギュア潰すぞ！　サ、サリュ!?」

　僅かなスペースに顔だけ出していたサリュが、懸けん命めいに身体からだを捻ひねり込ませ、上半身を俺とルナ先輩の間に介かい入にゆう成功。僅かに空いた隙すき間まになだれ込むゾンビ、エレベーターをこじ開けるターミ○ーターの如し。

「エッチなベタベタ……？　ぶわぁぁぁぁん！　タロ様が大人の階段上ってるよう！　もうシンデレラじゃないよう！」

「なんで俺がシンデレラ!?　というか未いまだ上って──、み、皆みなまで言わねーし！」

「あはっ☆　『揉もみくちゃちゅう♥』、送信っと」

「何とんでもない爆ばく弾だん、投とう稿こうしてんですか!?」

　マジでなんだよコイツら。自由にもほどがあるだろ。

　凄せい惨さんな状じよう況きよう。押し倒たおされた俺の上で、跨またがったサリュが半泣きでユサユサ。右みぎ隣どなりのルナ先輩も依い然ぜん二の腕うでに抱きついたまま。なぜか左隣に卑ひ猥わいな抱き枕。

「アンタらは毎回、毎回……！」

　救世主出現。

「さ、桜！」

　サボり中のルナ先輩を迎むかえに来たのか。扉前には、うなだれるようにため息づく桜が仁に王おう立だち。

「先輩！　もう休きゆう憩けいは終わりだから戻もどってきてください！」

「え～。桜も寄ってけば？　枕どかせば太郎君の左空いてるよ？」

「寄らないわよ！」

「あ♪　サリュちゃんみたいに跨がるほうがいいんだ～」

「タロ様に跨がるのはサリュですよう！」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　顔を真っ赤に、声にならない不満をかろうじて抑おさえる桜が、ローファーを脱ぬぎ捨てて俺たちへと接近。そのままに俺の身体からルナ先輩を剝がすことに成功。

　ルナ先輩はまだマシ。

　問題は……。

「サリュちゃんも太郎から離はなれようね？」

　本人は穏おん便びんを装よそおっているつもり。けれど、薄うすい笑え顔がおの仮面から、般はん若にやの素す顔がおが透すけてみえる……。

「やぁなのっ！」

　こういうときだけ無む駄だに頑がん固こなサリュはどいてくれず。

　最近では２人の小こ競ぜり合いが多くなったのは明らか。

「どかないなら……」

　桜はあたりを見み渡わたし、ちょうど良いとちゃぶ台上に置いていた下した敷じきを入手。

　サリュの前まえ髪がみ目がけて仰あおぎ始める。

「はわわ！」

　素顔がポロリしそうになり、咄とつ嗟さに前髪を両手で押さえ込むサリュ。

「ほらほら。早くどかないなら本気で扇あおいじゃうよ？」

　優位に立ち、愉ゆ悦えつ気味な桜に負けを認めたくないのか、

「むぅ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　サリュは片手のみ前髪を押さえ、空いた手で桜のスカートを握にぎり締しめる。

「な……！」

「こ、これ以上扇いだら、めくっちゃうです……！」

　桜が空いた手でサリュの手を振りほどこうとするが、サリュも必死。

「は、離しなさいよ！」

「やっ！」

　折り合いをつけるという選せん択たく肢しはなく、もはや乱打戦。

　桜が強風で扇げば、サリュは全力でたくし上げようとする。互たがいが秘部を見せるわけにはいかないと片手で相手の攻撃をガード。

　俺を下敷きに低度な対決が繰くり広げられる。下敷きなだけに。

「おいお前ら……、そこらへんにしとけって」

「負けない！」「負けないですっ！」

　論点がもう……。

　小競り合いの最中、サリュが「あ……」と呟つぶやく。

「目を瞑つぶればいいだけでした」

　言うが早しとサリュの手から前髪が離れる。瞬またたく間に強風で前髪がめくれるが、言葉通り目を瞑ったサリュはノーダメージ。

　さらには勝機を見み出いだしたと、

「お命頂ちよう戴だいですっ！」

「ちょ、ちょっと──、！」

　防ぼう御ぎよに徹てつしていた片手を攻撃に参加。サリュの両手が桜のスカートを全力で持ち上げれば、俺の視界いっぱいに──、

「お、俺があげたパンツ……！」

　ゴールデンアングル。小さな赤リボン付きの黒色ショーツが俺の見上げる視線に。

　俺にしか見えない角度というのが、エロスをさらに上じよう昇しようさせるよね……。

「タロ様があげたおパンツ……？」

　碧へき眼がんのみを開けたサリュは桜のパンツをガン見。

　サリュは羨うらやましいからか声を荒あららげようとするが、桜から漏もれる僅かな声に押し黙ってしまう。

「ま、ま、ま……」

「ま？」

「前髪を切ってやる……！」

　羞しゆう恥ちに瞳を潤ませる桜がご乱心。

「ひっ！　あわわわわ……！」

　腰こしが砕くだけたサリュが全力で後退。畳たたみから段差のある玄げん関かんへ転げ落ちると、そのまま外へとフェードアウト。

　逃とう亡ぼうを試みるらしい。

　桜はポケットからギターピックを取り出し、物ぶつ騒そうな素振りをスタート。

　それで切んの……？

「お、おい桜！」
















「太郎の記き憶おくは、後で消してあげるから大丈夫……！　待ちなさいよ前髪お化け───！」

　何が大丈夫か分からないまま、桜も部室から飛び出していく。

　４Ｆ部室から下を覗のぞけば、

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　ぱっつんにされるよう！」

「ぱっつんで済むと思うな────！」

　前髪押さえたサリュちゃん追っかけて、素足で駆かけてく物騒な桜さん。

「お、俺、帰らんと……。なんか用事あった気がするし……」

　巻き添ぞえなど食らいたくないと、そそくさと帰宅準備を始めるキンタ。

　なんて薄はく情じような奴やつだ。せめてまともな言い訳しろよ。

「ほな」と軽けい薄はくな挨あい拶さつとともにキンタがフェードアウトし、俺以外に取り残されたルナ先せん輩ぱいといえば、他人ひと事ごとだからか笑みを絶やさない。

　けれど、理由は別にあるようで、

「幼おさな馴な染じみにモテモテで太郎君も大変だね♪」

「笑い事じゃないんですよ……」

　夏祭りの一件、桜やサリュとのやりとりをルナ先輩も目もく撃げきしていたのだ。

　そりゃサリュと追いかけっこしていたのだから、見られていても不自然ではない。けど、バレたくなかったのが正直なところである。

「ねーねー太郎君♪」

　ずずず、と畳に膝ひざ頭がしらを滑すべらせたルナ先輩が、俺の前まで急接近。

　正座で対面してくれば、

「結局のところ、太郎君はどっちが好きなのー？　サリュちゃん？　それとも桜？」

　さすがはＪＫ。恋れん愛あい事情に首を突つっ込みたいお年とし頃ごろ。

「その……、まだ保留中というか、なんというか……」

「えー、まだ悩なやんでるんだー」

　引く手数多あまたのルナ先輩からしたら、男は35億もいるといったところかもしれない。

　けれど、俺としては死活問題。簡単に選せん択たくなどできやしない。

　というよりも、どちらかを選ぶのは不正解とさえ思い始めている。

　そもそも正解などあるのだろうか。

　またしても分からぬ悩みが堂々巡めぐりしようとしていると、

「じゃあさ、ルナにしとく？」

「……。はい!?」

　ルナ先輩が俺の手を握り締めての唐とう突とつな告白。

　そんな答えもあるんですか!?　と、脳のう細さい胞ぼうたちがパニック状態。にも拘かかわらず、吐と息いきのような囁ささやきが、さらに脳へと刺し激げきを与あたえていく。

「優良物件だよ？　ね？」

　歌うた姫ひめの甘美な誘さそい。さらには、俺にのみ向けられる笑みは破は壊かい力抜ばつ群ぐん。

　そんな表情を見せられてしまえば、天てん井じよう知しらずに俺の心しん拍ぱく数すうは急きゆう上じよう昇しよう。

　分かってるさ！　小こ悪あく魔ま先輩はからかっているだけだと！

　けどさ……、女子への免めん疫えき力が急低下している俺には毒過ぎる！

　声にならない声でパニクっている俺に対し、ルナ先輩は大満足。

「あはっ☆　照れちゃって可愛いー♪」

　ドッキリ大成功。そう言わんばかりに「つーんつん♪」とリズムよく俺の頰ほおを突っつき攻こう撃げき。俺氏半泣き。

「か、からかわないでくださいよ！　今ナイーブなんですよ俺！」

　このままじゃ女性不信に陥おちいってしまうわ！

　俺という玩がん具ぐでエネルギー補給したのか。ルナ先輩が立ち上がる。

「さーて。ルナも練習に戻るね」

　ようやくお帰りになってくださるようだ。

　玄関で見送る際、

「いっぱい悩んで、良い答えが見つかるといいねー」

「！　ルナ先輩……」

　いきなりの先輩らしい発言に驚おどろきを隠かくせない。

　思わず尋たずねてしまう。

「ルナ先輩は、今の俺たちを見てどう思いますか？」

　口元に指を当て、少し考える素そ振ぶりを見せた後、ルナ先輩は振ふり向いてくれる。

「そうだねー。いざこざが学校で公おおやけになって、サリュちゃんと桜の好感度が下がればいいかなって思ってるよー」

「この人最低！」

　聞くんじゃなかったよチクショウ！

「冗じよう談だんだよー。３割くらい？」

「何故なぜ、疑問形……？　あと、３割もあれば駄だ目めですからね……」

「じゃあ２割にする？」

「１割も駄目です！」

　人の好感度をバーゲンか何かだと思ってんのか、この人は。

　本音で話してくれるようになっただけ、タチの悪さは消えているけどさ。

　ルナ先輩は微笑ほほえんだまま、

「誰だれにも言わないから安心していいよー。３人ともルナの可愛かわいい後輩だからね」

　少しだけいつもとは違ちがう雰ふん囲い気きを漂ただよわせ、それだけで本心で言ってくれていることが窺うかがえる。それにサリュと桜だけでなく、俺も入れてくれていることが地味に嬉うれしかった。

　嬉しくもあり恥はずかしくもある。

「……それが７割か８割なんですね」

「うん♪　だからさ、ルナは１人だけの味方はしないよ？　よって太郎君に答えは教えられませーん。そもそも答えなんて知りませーん♪」

　茶化されているものの、ルナ先輩なりの厚こう意いを感じれば苛いら立だちなど起こらない。

　やはり、ルナ先輩は先輩なんだな。

「じゃーねー♪」と愛あい想そ良く手を振るルナ先輩が、階段を下りていく。

　見えなくなってから呟いてしまう。

「答えは無いよなぁ……」




　　　　※　※　※




「も、もう少しで前まえ髪がみが無くなるところだったです……！」

　息を乱し、命からがら帰き還かんしたサリュの前髪はバッチリ生えており、どうやらカットは免まぬかれたようである。

「よく捕つかまらなかったな……」

「ヨッシーさんたちに保護してもらってたです」

　自分で保護言うな。

　ヨッシーさんこと吉よし澤ざわさんは、サリュが気を許す数少ない友達の１人。良ギャルである。

　飲みかけだった麦茶を、チビチビと飲み干したサリュは大きく深呼吸。ようやく落ち着きを取り戻もどせば、コチラを見て何やら言いたそうにしている。

「どうした？」

「あの、ですね……、できたらで良いのですが、今日のお手伝いをお休みさせていただいてもよろしいでしょうか……？」

　サリュの言っている手伝いとは、俺の実家のラーメン屋のこと。今もサリュと桜は、２大看板娘むすめとして店を手伝ってくれているのだ。

「別に問題ないけど、どうかしたのか？」

「ヨッシーさんたちにお茶しに行かないか誘われたのです……」

　驚いた。コミュ難ガールのサリュから、遊びを理由に手伝いを休みたいと言われる日が来るなんて。

　俺としては良い不測の事態。却きやつ下かする理由などない。

　具合でも悪いのかと心配したが、それも杞き憂ゆうだったようだ。

「夜よる遅おそくまでには帰ってくるようにな」

「！　は、はいですっ。[image: ～][image: ～][image: ～]っ♪　良かったぁ……♪」

　サリュとしては申し訳なさもあるが、誘われた嬉しさが大きいのか。はしゃぐかのように喜ぶ姿は、愛らしさを十二分に感じてしまう。

　俺離ばなれしたようで、少し寂さびしくもあるが。




　部活終しゆう了りようのチャイムが鳴り響ひびく。窓から９月の空を眺ながめれば、少し日が沈しずむのが早くなっている気がせんでもない。

「さて、帰るか……」

　読みかけの漫まん画がをリュックにつっこみ、手短に帰宅準備を完了させる。

　今いま頃ごろ、少し早めに部室を出たサリュは、吉澤さんたちに「超ちよう可愛いんですけど～」と愛あい玩がん動物にされているところだろう。

　１人職員室に鍵かぎを届けて正門を抜ぬける。すると、大きなギターケースを持つ、見覚えのある少女が。

　桜だ。

　壁かべに持たれかかっていた桜が腰を浮うかせ、俺の真横へ。

「帰ろっか」

「おう」

　ここ最近、用はなくとも一いつ緒しよに帰るのが当たり前になってきている。

　既すでに怒いかりは沈み、パンツの件はお咎とがめなしのようで、

「あれ？　サリュちゃんは？」

「ああ。吉澤さんたちと買い物に出かけた」

「……そっか」

　顔の笑みをごまかしきれておらず、桜の頰が若じやつ干かん緩ゆるんでいる。

　自分の顔がニヤけているのに気づいたのか。ハッ、と我に返った桜は、表情を見られないようにと俺の顔へとギターケースを押しつけてくる。お前が背負えとのこと。

「部室に置いて帰れよ……。家にもギターあるじゃねーか」

「いーじゃん、その子で練習したい気分なんだもん」

　表情をごまかすには丁度良いと、「いー！」と白い歯を見せての威い嚇かく。

　いかん……。以前までは、その威嚇癖ぐせはいつ直るのかと思っていたが、今では不覚にも可愛いと思ってしまう。桜ファンが待ち受けにしたいというのも頷うなずけてしまうほどに。

　何より、改めて実感してしまう。サリュだけでなく、桜も異性として度たび々たび見てしまっていると。

　見てしまえば最後。僅わずかな変化にも気づいてしまう。サリュがいないからか、横を歩く桜の距きよ離りはいつもよりも半歩近い。

　並木道を歩けば肩かたが触ふれそうになり、信号待ちの間にはより近くで話したいと手の甲こうが当たってしまう。歩けば歩くほど、桜の体温を感じてしまうことが多々増えていく。

　緊きん張ちようしてしまい、普ふ段だんできていたはずの何気ない会話ができなくなる。いつも何を話していたかド忘れするくらいに頭は真っ白。

　互たがいの家に間もなく着く頃ころには、完全に肩同士が触れ合っていた。

　これはもう恋こい人びと同士の距離……！

　脳に言い聞かせる。落ち着け、桜は異性じゃなくて幼おさな馴な染じみ、幼馴染、幼馴染……。30回くらい念仏を唱えていると、何度も呼ばれていたことにようやく気づく。

「太郎？」

「ひゃい!?」

「なに変な声出してんのよ……。サリュちゃんいないなら、代わりに私が店の手伝いするって言ってんじゃん」

　いつもなら、『手伝いする』ではなく、『手伝ってあげよっか』のほうが桜の言い方としては正しいと思う。けれど、今回は確定的。

「それは助かるけど、明日あしたも朝練ある──、「あ・げ・る」」

　ぐい、と顔を近づけてくる桜の圧力に蹴け落おとされ、壁まで追いやられれば頷くことしかできず。

「お、お願いします……」

　許可してしまえば、ジト目から一転、「うん♪」と満足げな笑み。

　やっぱり可愛く思えてしまう。

　サリュもだけど、桜の至し近きん距離も心臓に悪い……。

　一刻も早く桜から離はなれようと、壁と桜のプレスから逃にげだそうとする。

　が、

　俺の行く先をほっそりとした桜の腕うでが遮しや断だん。

「!?」

　咄とつ嗟さに桜の方を見る。さすれば、自分が今何をされているのか理解できてしまう。

　おもわず、「あ……！」と声が漏もれてしまう。

　俺の顔近くに腕を突つきつける桜の行動は、まさに……。

　壁ドン……！

　待ってくれ。なんで俺がされる側……？　俺はなんでヒロインのような声を漏らして、桜に目を奪うばわれているの……？

　桜の満足げな笑みも既に消えており、真しん剣けんな面おも持もちに変わっている。

　少女漫画のイケメン……？

「ねぇ。最近の太郎って様子おかしいよね？」

「!?　い、いいいいや……、そそそそそそんなことないと思うけど……」

　桜から視線が外せない。なぜなら、両手で壁ドンされてるから。

　ギターを背負っているせいで、桜の顔が有り得ないくらい近い。余計に緊張してしまう。

　少し顔が赤く、瞳ひとみが潤うるんでいるのは自分でも緊張しているからだろう。その姿は、夏祭りの桜と重なってしまう。

　桜は目を瞑つぶると、静かに深呼吸を１回。目を開けば勝ち気で凜りんとした視線が、俺へと再度向けられる。

　なんて雄お々おしい奴やつなんだ……！

　リスペクトすら感じる勇姿故に、何を発言するか分かりきっている。

「……夏祭りの──、「わぁぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！」」

　桜の腕から逃のがれるべく、しゃがみ込む！

「太郎!?」

「もう少し猶ゆう予よをくださ─────い！」

　顔は発火。立ち上がることも忘れ、四よつん這ばいで我が家の敷しき地ちへ。

　もし俺がヒロインだとしたら終わってる。ギターを背負って四つん這いで発はつ狂きようするヒロインなど気色悪すぎる。

　部屋へと駆かけ込み、ベッドへフルダイブ。

　我、神に告げる。

「どっちも可愛すぎて辛つらすぎる───────！」




　壁ドン事件から15分後。店を手伝いに来てくれていた桜は深追いしてこず。

　俺の叫さけびが聞こえたらしく、本気で悩なやんでいることを察してくれたのだ。聞かれていたことを知った瞬しゆん間かん、死にたくなったのは仕方ないこと。死因、恥はずか死。

　というか、あんだけ情けない姿を晒さらしても好意を抱いだいてくれているとか……。

　俺の悪い部分を含ふくめて好きでいてくれるのは喜ばしいが、それはそれで凹へこむ。




　　　　※　※　※




　店の手伝いを終え、本日の業務を完了させた夜中。

　削けずりに削られた体力を回復すべく、風ふ呂ろ場ばを目指す。

　洗面所前にて。

「よし詩し音おん、今日も見張り頼たのんだぞ」

　見た目は子供、頭脳はニワトリな妹、詩音へと前まえ払ばらいの報ほう酬しゆうを手て渡わたす。

「あーい！」

　元気いっぱいに返事をした詩音が、ホクホク顔で10円玉を受け取れば商談成立。

　さすがは幼い頃の俺を超こえるアホ。小５にも拘かかわらず10円で小こ躍おどりする姿は、見ていて心配になる。

　商談内容は、風呂の見張り。ここ最近、我が家には変質者が現れるのだ。

　名をサリュ＝ニコルソン。俺が風呂に入っている間に、隙すきあらば一緒に入ってこようとする常習犯である。

　留学してきた直後に発生した事件が、夏祭りの一件以降に再発。隙あらば俺と一緒に入浴しようとしてきやがる。

　そこで、困り果てた俺は詩音という名の自警団を雇やとい、見張りを行わせているわけだ。

「ギザ十、ギザ嬉うれしす！」と、妹のギャグセンスも心配しつつ、洗面所の扉とびらを閉める。

　服を脱ぬぐ前に洗せん濯たく機きのフタを開き、サリュが入っていないかを確かく認にん。馬ば鹿かげた話だが、一度実例があるのだから確認せざるをえない。

「よし、いないな……」

　風呂場の点検も終えたところで、ようやく脱だつ衣いを済ませ湯船に浸つかる。

「ふい[image: ～][image: ～][image: ～]……」

　風呂場に入るまでに、ここまで神経を削る理由が意味不明だが、湯船に浸かればどうでもよくなってしまう。

　思わず呟つぶやいてしまうわぁ……。

「いい湯だなぁ～……」

「ビバノンノンですっ♪」

「ふぁ!?」

　大開かい脚きやくしていた足を咄とつ嗟さに閉じてしまう。

　当たり前だ。よく見れば磨すりガラスの扉に、見覚えのある金きん髪ぱつ変質者が映り込んでいるのだから。

　扉が開けば、ちょっとだけよ、なんてもんじゃない。バスタオル１枚で裸ら体たいを覆おおう人物が侵しん入にゆうしてくる。

　変なおじさんもとい、

「変なサリュさん!?」

「へ、変なサリュじゃありませんよ!?　お嫁よめさんですよう！」

　涙なみだ目めで主張するサリュが風呂場へ降臨。

「は、恥ずかしいので、あんまり見ないでくださいよう……」

　なんで入って来るわりに、毎度恥ずかしそうなんだコイツは！　新手の変質者なのか!?

「じ、自警団！　自警団は何してんだ!?」

　風呂桶おけで前を隠かくしつつ、エマージェンシーコール。

「詩音！　なぜサリュを入れた!?」

「ハーゲン〇ッツ貰もらったー。キャラメルうめー」

「裏切り者！　後で俺にも一口くれ！」

「タロ様のも買ってるですっ」

　気が利きくこと！

　とか言っている場合ではない！　脱だつ出しゆつせねば！

　全ぜん裸らにタオル１枚のサリュと、全裸に風呂桶１つのタロウ１００％がすれ違ちがうように交差。私たち入れ替かわってるを成功させたと思いきや、

「一いつ緒しよに入りましょうよう！」

「！」

　サリュの両りよう腕うでが俺の右腕へと大だい胆たんに絡からんでくる。それどころか、バスタオル１枚の胸さえも俺の右腕へと吸い付くかのように当たっている!?

　とおせんぼうに必死になり過ぎて、裸体同然の身体からだでくっついていることを理解できておらず。

「は、離せって！　当たってるから！」

「お背中お流ししますよう！　できれば洗いっこしましょうよう！」

「するかぁ！」

　風呂場で一ひと悶もん着ちやくは危険。精せい一いつ杯ぱいに腕を伸のばしボディーソープを入手すると、摑つかまれた二の腕へと猛もうプッシュ。

　にゅるん！　と滑ぬめりよく、サリュの胸から腕を引き抜ぬける。

　焦あせっていたこともあり、サリュの下した乳ちちを持ち上げながら抜いてしまう。

「ひぅ……・・・・・っ！」

　敏びん感かんなサリュは一瞬痙けい攣れんしてしまうように痺しびれ、内うち股またで崩くずれ落ちる。

「へ、変な声出すな！　!?」

　瞬またたきを忘れてしまうほどの衝しよう撃げき。サリュはバスタオルを落としてしまったらしく、真っ白な裸体を露あらわにしていたから。

　それだけじゃない。真っ白なボディーソープがサリュの胸からダラダラと垂れ流され、サリュのほっそりしたウエストから、艶つややかな内ももまで幾いく筋すじも滴したたり落ちている。

「!?　あｓだｖｄｖｄｘｖｄぁあｖ……！」

　結論……、エロすぎる！




　その後、アイスをいただきつつ説教するが、意味があったかは甚はなはだ疑問である。




　　　　※　※　※




「春はあけぼぉの……。やーやー白ぉく……、なりゆく山やま際ぎわ──、えーっと……、どこまで読んだかな？　春はあけぼぉの……、」

　古文の授業。定年間近の大おお場ば先生の口から発せられる言葉は、ゆっくり実じつ況きようでもしてんのかと思うくらいにスローリー。故ゆえに睡すい眠みん作用は強きよう烈れつ。ラリホーマ。

　特に昨日は、サリュが夜よ這ばいを仕し掛かけてきたせいで眠ねむれなかった。

　決して受け入れたという意味ではない。追い出した後も警けい戒かいしていたら朝になっただけ。そもそも、サリュの「一緒に寝ねましょう」は純じゆん粋すいな意味だし。

「春はあけぼぉの……、」

　壊こわれかけのレディオがリピートされ続けていると、チャイムが授業の終わりをお知らせ。

　睡眠時間はもう終わりか……。

　ベッドよりも学校机のほうが安あん眠みんできるとか世も末だ。

　未いまだに頭が稼か働どうせず机に突つっ伏ぷしていると、隣となりの席にいる吉澤さんが話しかけてくる。

「桃山、疲つかれてるねー。糖分不足じゃね？」

　お菓か子しを差し出してくれ、好意に甘んじて受け取る。

　けれど、感謝以外にも不満を述べてしまう。

「吉澤さん……、サリュに変なことばっかり教えてるよね？」

「教えてないし。夜這いはコミュニケーションの１つだし」

　はい、犯人見つけましたー。

　ここ最近のサリュのアダルティやおバカな行動は、吉澤さんやルナ先せん輩ぱいのアドバイスを鵜う吞のみにした結果に違いない。

「そういう教育上よろ──、「タロ様──♪」」

　苦情を言う暇ひまもなく、俺たちのクラスへとサリュがやってくる。

　クラスの女子が、「あ、ニコルソンさんだ」と話しかける。

　天てん真しん爛らん漫まんから一変、サリュはせわしなく前まえ髪がみを押さえながら「ど、どもですぅ……」と会え釈しやく。まだまだ心を許す人物が少ないのが現状である。

「おいっすーお嫁ちゃん」

「お、おいっすーですっ」

　２人に友情が育まれるのは良いことだが、言葉使いが心配……。

　ドンキ前にだけは、たむろさせない教育をしたいところだ。

　吉澤さんがサリュの手を引っ張り、そのまま自分の膝ひざへと座らせる。そのままサリュの喉のど元もとを愛あい撫ぶすれば、

「ヨッシーさん、恥ずかしいですよう……」

　他人にベタベタされるのは恥ずかしいサリュだが、吉澤さんはお構いなしにサリュを放はなさない。サリュも諦あきらめるように俯うつむくと、行こう為いを受け入れ続ける。

　まるで飼い主と子こ猫ねこの関係。

　吉澤さんとサリュがじゃれていると、「「おいっすー」」と吉澤さんグループの２人も合流。

　黒い３人と白い１匹ぴき。アンバランスといえばアンバランス。

　けれど、どもりつつ楽しげに会話するサリュを見てしまえば、安心できてしまう。

　たとえ、まわりが戸と惑まどっていようとも。

　３人のギャルたちにサリュを預け、俺の足はキンタの席へ。

　キンタは見ていたらしく、

「サリュちゃんＦｅａｔ．黒い三連星やな」

「ジェットストリーム食らうから余計なこと言うな」

　へいへい、と軽く流すキンタだが、視線は未だにサリュ側。

「にしても、サリュちゃんホンマ成長したなぁ。最初なんて太郎と離れたら死ぬくらいの勢いやったのに。太郎も寂さびしいんちゃうん？」

「……なわけねーだろ。こうやって動き回れるようになって嬉うれしい限りだっつーの」

　ニヤニヤを止やめない関西人に殺意が芽生えるが、キンタは気づいていようとも「冗じよう談だんやーん」と上じよう機き嫌げん。

　上機嫌故に怖こわさ知らず。近づいてくる桜に笑え顔がおでウザ絡がらみ。

「八や重え樫がしとしては嬉しいやろ。なぁ、やえガッ──、」

　目にも止まらぬスピードの目め潰つぶしがキンタを襲おそう。

「いぎゃああああ[image: ～][image: ～][image: ～]！　もうアニメ観みられへん───！」

「大おお袈げ裟さよ。レンズごしじゃん」

　鼻パッドが目め頭がしらにめり込んで見えたんですけど……。自じ業ごう自得だから何とも思わないけどさ。

　ふん、と鼻を鳴らした桜は、

「次のＨＲだけど、太郎は何かしたいこととかあるの？」

「うーん……、特にないかなぁ」

　桜が聞いてくる質問の内容は、来月の文化祭で行われるクラスの出し物決めのことである。おおよその学校がそうであるように、ウチの学校でも各クラスや各部活動やサークル、保護者さんらが、店やら展示やらを行うシンプルなイベントとなっている。

　文化祭終しゆう了りよう後ご、生徒や入場客の投票によって最さい優ゆう秀しゆう賞が発表されるのだが、去年は桜たちレインダンスがぶっちぎりで選ばれ、後夜祭でも演奏していたのは記き憶おくに新しい。

「オルタナティ部は何するの？」

「オルタナティ部？」

　桜のあからさまに呆あきれられた視線。

「なによ、その反応……。サリュちゃんを人気者にするチャンスなんじゃないの？」

「……。ああ……、確かに」

　ここ最近、自分のことに精一杯で、サリュのコミュ難克こく服ふくするビッグチャンスを逃のがそうとしていたらしい。

　確かに桜の言うとおりだ。サリュが最優秀賞に選ばれでもしたら、そりゃもう脚きやつ光こうを浴びるのは間違いないだろう。

　というより、浴びるようにしてあげたい。

「……何しよう？」

「知ーらない」

　相変わらずの威い嚇かく攻こう撃げきを済まされたところで、桜は自分の席へ戻もどってしまう。

　残りの親友にも質問。

「キンタ、何する？」

「知ーらな──、危な！　グーはあかんよ!?」

　桜の真似まねをするキンタに殺意が芽生えた。

　コイツ、使えねーと思ったところでチャイムが鳴ってしまう。

　両手を振ふり振りしてくるサリュを見送りつつ、何をオルタナティ部でする、というより何をサリュにさせるべきかを悩なやむ。

　クラスの出し物そっちのけで、小一時間考え続けてしまう。




　ＨＲが終了した次の休み時間。

　小一時間の短時間で、俺のテンションは２段階くらい高くなっていた。

　それもそのはず。ベストな案を閃ひらめいてしまったから。

　早く誰だれかに聞いてほしいと、キンタと桜の前で声高々に宣言。

「題して、『ミラノちゃんをリポーターにしてみた』！」

「おー」と拍はく手しゆするキンタと、「は？」と眉まゆをひそめる桜。

　サリュがやって来るのを待てず、次いで内容の説明をしていく。

『ミラノちゃんをリポーターにしてみた』とは、ミラノ扮ふんするサリュが言葉通り様々な出店やイベントを、ニコ生放送しつつリポーターとして回っていくという移動式コンテンツである。

　我ながら良いアイデアだと思う。常に移動し続けることで誰の目にも止まり、ニコ生にアクセスすればいつでもミラノを見ることができるのだから。そして何よりだ。リポーターという役割を与あたえることで、人見知りなサリュが多くの生徒とコミュニケーションが取れるきっかけ作りにもなっている。

　サリュのコミュ難克服レッスンから３ヶ月と少し。サリュは間違いなく成長できているものの、まだまだ受け身であり自分の知らない人間と接するのは苦手。怖いとさえ思っている。好意で話しかけられても、どもってしまうのが良い例である。

　マスコット的なキャラとして有名になっているものの、このままではマスコット止まり。

　サリュが目指す最終地点、学園のヒロインにまで到とう達たつはできないだろう。

　だからこそ、今回のテコ入れを成功させてみせる！　学校の敷しき地ち内を駆かけ巡めぐりーの、生徒たちと戯たわむれーの、

「ついでに優勝も貰もらいーの！」

「太郎……頭大だい丈じよう夫ぶ？」

　おっと。桜がドン引きするほどテンションが上がり過ぎたな。

　けれど、それほどまでに今作戦へ掛かける思いは強い。今までの集大成と言っても過言ではないくらい。

　サリュが優勝できれば、前髪をオープンした美少女モードでも日常を過ごせてもおかしくないとさえ思っている。

「ん？」

　熱量ＭＡＸな俺の袖そでをグイグイと何者かに引っ張られている。

「タロ様ぁ……」

　振り向けば、いつも以上に小さな印象を受けるサリュが目の前に。

「どうしたサリュ？」

「……」

「！　ま、まさか、何か嫌いやなことでもされたのか？」

　ふるふると首を振るサリュ。良かった……、イジメの類たぐいでは無さそうで。

　しかし、胸むねを撫なで下ろして間もなく、

「サリュ、襲おそわれちゃうんです……」

「「「は!?」」」

　俺、キンタ、桜が大合唱。

　俺ら大パニック。

「襲われる!?　誰や！　シバいたるから俺らに言うてみい！　た、太郎！　部室から武器調達してくるけど何がいい!?　エスカリボルグ!?　和道一文字!?　それとも丸太!?」

「武器もだけど防具も頼たのむ！　黄金聖衣とかモビルスーツあっただろ！　最悪、ガンツスーツでもいいぞ！」

「お、落ち着きなさいよ！　正面からより奇き襲しゆうよ！　ギターの弦げん、貸してあげるから一撃で仕留めなさい！」

　てんやわんやする俺らだが、当の本人は「ほえ？」と首を傾かしげ、

「あの……、文化祭の出し物の話ですよ？」

「「「……」」」

　３人一いつ斉せいにフリーズ。

　サリュの話を要約すると、文化祭の出し物でサリュクラスは特とく撮さつモノの映画を上映することになったらしい。そこで捕とらわれのヒロインという役があり、サリュに白羽の矢が立ってしまったとか。

「断りたかったのですが、サリュはノーが言えないイエスガールですので……」

　イエスも言えないだろお前。








２章






　文化祭まで残り１ヶ月と少し。サリュのやることは多い。

　さらなるコミュ難克服はもちろんのこと、映画ヒロイン役としてのセリフ覚え、リポーターとしての予行演習などなど。

　限りある時間を有効に使うべく、トレーニングに励はげみ続ける毎日である。

　お馴な染じみの部室。部屋中央に佇たたずむミラノモードのサリュは、いつものツインテールを装着するもののメイド姿ではない。白Ｙシャツにストライプ入りのタイトスカート、さらには黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた知的なお姉さんスタイル。

　ニュースキャスターや家庭教師を彷ほう彿ふつとさせるサリュの表情は真しん剣けんそのもの。

　サリュの視界に、ニコ生から次のお題が流れてくる。

『生麦生米生卵×３』

　サリュ、すぐさま詠えい唱しよう。

「生麦生米生卵！　生麦生米生てゃまご！　生むぎゅ生ぎょめ生卵！　ですっ！」

　惜おしい。次。

『かえるピョコピョコ三ピョコピョコあわせてピョコピョコ六ピョコピョコ』

「かえるピョコピョコ三ポコポコ！　あわせてピョコピョコ六ポニョポニョ！　……セーフです、よね？」

　アウトの自覚あるだろ。次。

『赤パジャマ黄パジャマ茶パジャマ×３』

「アパジャマカ！　キマパジャ！　ジャポニカ！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　色々なパジャマ！　色々なパジャマでふっ──、ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　舌した嚙かんじゃったよう！」

　ズルするからだろ……。

　何度目の悲鳴が部室に上がっただろうか。

　いくら知的な服装に身を包もうとダメなものはダメ。

　リポーターや役作りに滑かつ舌ぜつは必ひつ須すだと、ニコ生視し聴ちよう者しやに出された早口言葉のお題を読み上げる訓練中。

「へろ、ほへはうでふう……（ベロ、取れちゃうですう……）」

　舌足らずなサリュが悪戦苦く闘とうしているのは、お察しの通り。

「もう少し簡単なのがいいよう……」

　視聴者から、『例えば？』と問いかけが流れてくる。サリュは天てん井じようを仰あおぎ、ベストな回答を模も索さく中。

　少し処理速度の遅おそいサリュの検けん索さくエンジンが、最適な答えを摘てき出しゆつ。

「えっとですね……、冷やし中ちゆう華か始めましたとか……？・」

『早口言葉じゃねーｗｗｗ』『ド天然娘むすめに草不ふ可か避ひｗｗｗ』『だがそこがイイ！』

　当の本人は夏の常じよう套とう句くだろうがお構いなし。

「冷やし中華始めました、冷やし中華始めました、冷やし中華かげふっ……。あう……」

『『『『『ｗｗｗｗｗｗ』』』』』

　自信喪そう失しつ。ケモ耳があれば垂れるくらいに、サリュは肩かたを落としてしまう。

「冷やし中華始められないよう……」

　いつも以上に小さくなった姿に心打たれるのは仕方なく、横のキンタも同意見の模様。

　カメラ外からタオル投げ込み、ニコ生終了。

　すかさずセコンド陣じん営えいの俺とキンタは、サリュのもとへと駆けつける。

　ヘッドギアを外してもらうのではなく、ウィッグを外してやる。

「サリュちゃん、あーんするんや」

「あーんですぅ……」

　マウスピースを取ってもらうのではなく、口の中に一ひと欠片かけらの氷を投入。舌が腫はれる前のアイシングに成功。

「ほらサリュ。拭ふいてやるから」

「ありがとうございます……」

　流れた汗あせや血を拭ぬぐうのではなく、潤うるんだ瞳ひとみをタオルで拭う。触さわられるのが嬉うれしいのか、「♪」と頰ほおが緩ゆるんでくれば一安心。傷つく前のヒーリングに成功。

　顔を上げて為なすがままのサリュは、びしょ濡れの子犬が主人にバスタオルで拭いてもらっているのを連想してしまう。

「舌を伸のばすにはどうすればよいのでしょう……？」

　本人は至って大おお真ま面じ目め。一生懸けん命めいに小さな舌を伸ばし、舌先を寄り目になりつつガン見。

　間ま抜ぬけなのが愛らしい。

「ドアに舌を挟はさんで、思いっきり後ろに傾かたむいちゃうのはどうでしょうか？」

「止やめとけ。千切れて死ぬだけだから」

「ひっ……！」

「でもまぁ、ぶっつけ本番で映画撮とるわけちゃうし、今のままでもええんとちゃう？　リポートかて嚙かみ嚙みでも視聴者、絶対許してくれるで」

　なだめるキンタだったが、サリュはその言葉に対し首を横に振ふりまくる。

「ダメですよう。サリュがクラスの皆みなさんの足を引っ張るわけにはいかないですっ」

　うんうん。クラスのことを思いやれる余よ裕ゆうが今のサリュにはあるのだから大したものだ。

「それにリポートを大成功させたいのですっ！」

　母親的ポジションのキンタは目め頭がしらを押さえてしまう。

「立派に成長して大したもんやで……！　頑がん張ばってトレーニングしてこ！」

　母親というより親しん戚せきのオッサン。

　親戚のオッサンに「はいですっ♪」と懐なついた笑えみを見せるサリュは、志気を取り戻もどしたのかトレーニング開始。

「タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様タロ様──、「なんでそれはスラスラ言えんだよ!?」」

　タロ様って結構言いづらいだろ。

「大好きなタロ様では絶対に舌を嚙まないのです♪」

　ＯＨ……。エロワードに聞こえんでもない……。

　不意な発言に顔を赤らめてしまえば、キンタが「あ！」と俺を指差し、

「太た郎ろうの奴やつ、絶対エロいこと考えとったで！　最低や！　不潔！　サリュちゃんに近づかんといて！」

「殴なぐるぞお前！」

「拳こぶしを振りかぶってから言わんといて！」

　渾こん身しんの右ストレートをキンタに食らわせていると、サリュがモジモジ。

「サ、サリュとしては嬉しいですよ……？　でもでも、やっぱり恥はずかしいですぅ……」

「恥ずかしいのはコッチだドアホ！　もう早口練習は終わり！　別の訓練するから着き替がえてこい！」

　切り替かえろと手を２回叩たたけば、「はいですっ！」とサリュは敬礼。背中を向ければ奥の部屋へと駆かけ足で入っていく。

　ただでさえ、最近の幼おさな馴な染じみズを異性として見てしまっているのだから、この波状攻こう撃げきは堪たまったものじゃない。




　場所は変わってテニスコート場前のベンチ。

　ミラノモードのサリュは制服。ウィッグを着けているだけに、クオリティの高い制服コスをしているように見えるから不思議なものだ。

　俺、サリュ、キンタが金かな網あみ越ごしのベンチに横一列で座り、第２レッスン中。

　不測な事態に陥おちいったときでも、いかに柔じゆう軟なんなコメントで対応できるかがリポーターの良し悪しを決めると言っても過言ではない。

　そこで、テニス部の練習試合を実じつ況きようすることで対応力を培つちかおうとする算段である。

　男子部員が放った高速サーブが、一直線に相手コートへと叩き込まれる。刹せつ那な、軌き道どうを読んでいた相手が、合わすかのようなスイングでボールを打ち返すことに成功。リターンエースという奴だ。

　すかさず、サリュが実況。

「か、返したですっ！　ビューンって来た球がパコーンって！」

　アホの子か。

「ミラノちゃん。俺がお手本見せたるから、よく聞いとくんやで？　おーっと梅うめ野の選手！　先せん輩ぱいにも拘かかわらず、渾身のサーブを後輩に取られてしまう！　調子が悪いのか～！　昨日、好きな女子に彼氏がいることを知って調子が悪いのか～！　梅野選手マナーが悪い！　コチラに中指を立ててきた───！　こんな感じやミラノちゃん！」

「参考なるですっ！」

「そんなクソ実況参考にせんでいいわ！　メモも取るな！」

　メモの内容に目を通すと、『梅野さんはテニスとプライベートが上手うまくいっていないらしい』。止めとけっ。

「抽ちゆう象しよう的すぎるから、具体的に何が行われているかをリポートしてみろ。それだけでだいぶ良くなるはずだから、落ち着いてゆっくりな」

　やる気十分。両手を前で握にぎりしめているサリュは、「や、やってみるですっ」と大きく頷うなずき、女子の試合を実況すべく隣となりコートへ目を凝こらす。

　何度もラリーが繰くり返され、サリュも色いろ違ちがいの双そう眸ぼうで必死にボールを追い続ける。ツインテールがぶんぶんと振り回され、その都度、俺とキンタの頰を掠かすめる。超ちようくすぐったい。

「あう……あう……」

　サリュが何かを言おうとするが言葉にならない。テニス用語であったり、知り合いがいないだけに伝える情報が不足しているのだろう。けれど、情報が不足しているからこそ、最適なトレーニングになるわけで。

「頑張れミラノ！」「頑張れミラノちゃん！」

　声せい援えんに押されて思うがまま、今分かる情報で精せい一いつ杯ぱいに実況開始。

「何度もパコパコと、らりーが続いてるですっ！　深く入ったボールを一生懸命追いかけて、凄すごいですっ！　オッパイが！　オッパイが凄い揺ゆれてるですっ！　!?　お、おパンツが見えたですっ！　ピンク色で──、「女テニに殺されたいの!?」」

　これ以上頑張るなと、瞬しゆん間かん的にサリュの口を覆おおってギリセーフ。

　アブねー……、男子コートのが近くてよかったわ……。男子は一いつ斉せいに女子コート見てたけど。

「ダメだぞミラノ。文化祭当日に今みたいなレポートやってみろ。一瞬で学校に居場所無くなっちゃうから」

　モガモガしていたサリュの口から手を離はなすと、いたって大真面目な本人は「むぅ……。難しいですね……」と唸うなっている。

　スポーツ実況は少し難しかったかもなぁ。

　代わりに実況できそうなイベントは、そこら辺に転がってないだろうか？

　あたりを見み渡わたしていると、神は俺たちに味方してくれているらしい。旧校舎の曲がり角から、ランニング中の柔じゆう道どう部集団が現れる。

　その最後方から、部員たちの野太い掛かけ声をかき消すさらに野太い声。

「ペースが落ちとるぞバカモ───ン！　もう５周追加だ───！」

　柔道着姿の中年の怒ど号ごうが響ひびき渡わたれば、「「「「「う、う─────す！！！」」」」」と部員たちがやけくそ気味にペースアップ。

　柔道部顧こ問もんであり俺らの天敵、岩いわ田た先生である。

　岩田先生一行が遠のいていく。けれど、あと５回は最低でも戻ってくるようだ。

「ミラノ。岩田先生なら実況しやすいんじゃないか？」

「岩田先生をですか？　で、でもでも。走ってるだけの人を実況するのは難しいですよう」

「うーん……、確かにな……。よし。じゃあ設定を付けよう」

「設定、ですか？」

「あれは人間ではなくゴリラということにしよう」

「ゴリラさんですかっ!?」

　驚おどろくサリュに対し、キンタは俺の意図を汲くみ取ってくれる。

「せや。動物園から逃にげ出してきて、学校に侵しん入にゆうしてきたゴリラや。発情期やから柔道部を襲おそおうとしてんねん」

「しかもメスさんなのですかぁ!?」

「ホモでもええよ」

　うむ。これだけ鬼おに盛り設定ならば、実況しやすいだろう。

「よしミラノ！　自分は現場に駆けつけたリポーターだと思い込め！　次に柔道部が戻ってきたら現場レポート開始だ！」

「わ、わかりましたっ！」

　その場に勢いよく立ち上がったサリュは、今か今かと岩田先生がやってくるのを待つ。

　数分後、柔道部の掛け声がどんどん迫せまってくる。間もなくして集団が姿を現せば……。

　はっ！　とサリュが目を見開き、すぐさまリポート開始。

「あ、現れましたっ！　脱だつ走そうしたゴリラさんですっ！」

　メスゴリラ降臨。サリュは報道番組の現場リポーターを一生懸命に思い出しつつ、

「高校に侵入したゴリラさんが柔道部の方々を追いかけています！　恐おそろしいですっ。柔道部に溶とけ込むために、自分も柔道着を着ていますっ！　でも、バレバレですっ。明らかに１匹ぴきだけ浮ういています！」

　１周目終しゆう了りよう。集団の足は止まることを許されず、角を曲がっていく。

「いいぞ！　臨場感が手に取るように伝わってくるぞ！」

「その調子やミラノちゃん！」

　サリュは１つ頷くものの集中力を切らさぬようにと、まだ見ぬゴリラを待ち続ける。

　２周目。

「また現れましたっ！　ああっ！　１人の部員さんが転びましたっ！　大きな怪け我がはしていないようですが、足を攣つってしまったようですっ！　このままじゃ──、ひっ……。ゴ、ゴリラさんに背負われてしまいましたっ！」

　耳を澄すませば、「今すぐ保健室に連れてってやる」という岩田先生の声が。

　サリュの顔は青い。

「き、聞こえましたか皆さん。保健室に連れていかれるようです……っ！　少年は大人の階段を上ってしまうでしょう……。哀あい悼とうの意を込こめて、お祈いのりを捧ささげましょう」

　３人で合がつ掌しよう。

　凄いぜサリュ。もはやゴリラにしか見えないぜ。臆おく病びようがちな性格がマッチして、俺たちまで焦あせりや恐きよう怖ふが伝わってくるぜ！

　３周目。岩田先生がいなくなったからだろう。

「ご覧ください。部員さんの表情がリラックスしていますっ。走る速さもゆったりで、ゴリラさんから逃げられたようですっ。良かったで──、ああっ！」

「バッカモ─────ン！　何をさぼっとるんだ貴様ら────！」

　自転車に乗った岩田先生が再登場。

　サリュ大パニック。

「ひゃああああああ！　ゴリラさんがチャリで来たですぅぅぅ！」

「ば、馬ば鹿か！　さすがにエキサイトしすぎ──、……」

　キキキッ。と甲かん高だかいブレーキ音とともに、自転車の動きが止まる。

　ＯＨ……。

　テニスコート側、すなわち俺らを睨にらむのはゴリラではない。鬼だ。

「誰だれがゴリラだぁぁぁぁぁ────！」

　岩田先生がチャリで全速力で大接近!?

「あわわわわわ……！　ゴリラさんがコッチにもチャリで来たですぅぅううううう……！」

　あまりの恐怖にサリュ、壊こわれる。

「旧校舎方面からミラノを中心に強い寒気が流れ込み、タロ様側でも大雪、キンタさん側でも大雪となり、テニスコートは最深積雪19センチと月最深積雪の記録を更こう新しんしちゃうですぅぅぅぅ……」

「お前はお天気お姉さんか！　リポートはもういいから逃げるぞ！　ど、どうした？」

　立っていたはずのサリュがいつの間にかへたり込んでいる。

「ミ、ミラノの腰こしは四方八方、木こつ端ぱ微み塵じんに砕くだけちゃった模様でしょう……」

「言ってる場合じゃねーぞ！」

　真夏のプールサイドを思い出してしまう。もうイヤだ！　あんなにシコタマ怒おこられたくはない！

　けれど、今回は２人が動けなくなったわけではない。１人くらいなら担かついで逃げられる。

　逃げる時間さえあれば。

「……」「……」

　考えていることは同じ。キンタと視線が交差。

　言いたいことは互たがいに痛いほど分かる。お前が犠ぎ牲せいになれ、でファイナルアンサー。

　言い争う時間などなく、さすれば解決方法は１つ。

　拳こぶしで解決するのみ！

「「じゃんけんポン！」」

　俺グー。キンタチョキ。

「イエス！　俺の勝ち！」「クソがああああ！」

　サリュを担ぎ、キンタの肩かたを優やさしく叩たたく。テニスコート前で誓ちかう約束。

「キンタ、お前はオルタナティ部の人柱になれ」

「うすっ……」と呟つぶやいたキンタが泣き叫さけぶ。心が泣き叫んでいる。

「おらぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　こっちじゃぁぁぁ！　ジャパリパークのゴリラぁ───！」

　親友の最後を看取ることもできず、旧校舎に全力避ひ難なん。

　ありがとうキンタ。火か葬そうの際は、嫁よめフィギィアも入れてやるから。




　岩田先生が追いかけてくる可能性も考こう慮りよし、オルタナティ部の部室には戻もどらずに亡命先としてレインダンスの部室を目指す。

　廊ろう下かを歩けば歩くほど聴きき馴な染じみの曲が大きくなっていき、ついには部室前まで到とう着ちやく。

「ほら。もう大だい丈じよう夫ぶだから下りろ」

　肩に担いだままのサリュに話しかける。ぷらーんと手足を弛し緩かんさせていたサリュは、感謝を告げると数分ぶりに地面へ着地。

　部屋に入る直前、

「先輩、ベースソロだからってアレンジしすぎ！　絶対目立とうとしてるでしょ！」

「え───。だってソロでしょ？　自分のアピールタイムくらい好きなことさせてよ。王おう華かもそう思わない？」

「桜もギターソロで目立てばいいんじゃない？　スイカの早食いとか」

「そんな悪目立ちしたくないわよ！」

　演奏中？　コント中？　何をしとるんだ君等は。

　扉とびらを開ければ練習中の学園トップアイドル、桜さくら・ルナ先せん輩ぱい・朝あさ霧ぎりさんらが視界に入る。

「あ♪　太た郎ろう君だ───♪　ねぇ聞いてよ[image: ～][image: ～][image: ～]」

　俺らの存在に気づいたルナ先輩が駆かけつけ、小こ悪あく魔まの本領発揮。先ほどまでとは明らかに違ちがう、「ルナ、凄く困ってるの～」的な猫ねこかぶり声。

　自分の両指を俺の両指と絡からませてくれば、

「桜が文化祭で２連れん覇ぱしたいからって、色々うるさいんだ～」

「は、はぁ。そうなんですね……」

「ねぇ、太郎君から言ってあげてよ～。お前、むさ苦しいぞって」

「それを言うなら暑苦しいじゃん！　というか熱心なだけだし！」

　紙かみ一ひと重えっちゃ紙一重だよなぁ。

「ルナさん、タロ様にベタベタしないでくださいよう！」

　２人のやり取りなど知ったこっちゃないと、必死に俺とルナ先輩の間に入り込もうとしてくるサリュ。デジャブ。

「ん[image: ～][image: ～][image: ～]？」

「うるせー、今は遊びたい気分じゃねー」と、ルナ先輩はツインテールを鷲わし摑づかみ、ぐるりとハチマキの要領でサリュの後頭部で固結び。視界を奪うばうことに成功する。

　おまけにサリュをぐるぐる回し、軽く背中を押せば排はい除じよ完了。

「ひ、ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　真っ暗でフラフラするよう！　タロ様！　タロ様はどこですか[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ウィッグを外せよ……」

　サリュの処理を終えたルナ先輩は、桜へさらに物言い。

「そんなに細かいことばっかり気にしなくても、ルナたちが２連覇できるよ～。そもそも毎日朝練とか無理しすぎー」

「私と王おう華かは昔から朝練してるわよ……」

「あはっ☆」

「ごまかすな！」

　ふむ。レインダンスというよりも桜は、万ばん全ぜんの対策で文化祭の最さい優ゆう秀しゆう賞を狙ねらっているらしい。かなりハードスケジュールっぽいし、この前までサボり魔のルナ先輩にとっては面めん倒どうで仕方ないんだろうな。その点はご愁しゆう傷しよう様さまだが、本気で優勝を狙うレインダンスだからこそ、倒たおしがいがあるというもの。

　確かに絶対的アイドル集団に勝つのは難しいかもしれない。だがしかし、うちのアイドルだって負けず劣おとらずのポテンシャルを秘ひめている。

「ひ、ひ～ん……、ガチガチで解ほどけないよぅ……」

　たとえウィッグの結び目が解けなくとも。

「サリュ集合！」

「なんですかぁ？」と若じやつ干かんフラつきつつサリュが俺のもとまでカムバック。そのままサリュの両りよう肩かたをがっしり摑つかみ、ぐるりと半回転させる。

「レインダンスには悪いけど、今回の文化祭は俺たちオルタナティ部が優勝するから！」

「？　サリュちゃん何かするのー？」

　さすが自分大好きっ子のルナ先輩。というか、もっとライバル視してくれよ……。

「サリュ扮ふんするミラノが文化祭を１日実じつ況きようします」

「え～？　恥はずかしがり屋のサリュちゃんが～？」

　ルナ先輩がサリュの柔やわらかほっぺを「うりうり～♪」と指で突つき散らかす。

「あはっ♪　文化祭が命日になるんじゃないの～？」

　いつもならウチの子を庇かばってやるタイミングだが、今日のサリュは一味も二味も違う。

　ついさきほどレベルアップして技わざを覚えたのだからな！

「さぁサリュ！　ルナ先輩をさっきの天気予報でディスり返してやれ！」

　フリースタイルラップもとい、フリースタイル天気予報。

　サリュはルナ先輩の前に立つと、どもりつつ、

「え、えっと……。ルナ先輩の笑え顔がおは厚い噓うそで覆おおわれていて、本ほん性しようを現す日は少ない見込みで──、「ん[image: ～][image: ～][image: ～]？」」

　かろうじて笑顔をキープするルナ先輩が、サリュのお尻しりをつねる。

「本性が現れましたよう！　晴れ空から真っ暗なお日様がお出ましだよう！　ぴええええん！　お尻千切れちゃうよう[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ごめんなさいルナ先輩！　もう止めたげて！」

　雨ニモカテズ、風ニモカテズ。お天気お姉さんは、ルナ先輩という台風に吞のみ込まれる。

「お尻が……。タロ様ぁ、サリュのお尻どうなって──、「めくろうとするな！」」

　痴ち女じよかよ！

　ルナ先輩の攻こう撃げきで終了と思いきや、サリュの目の前には桜が仁に王おう立だち。

「文化祭は絶っ対！　私たちが優勝するから！」

　宣戦布告に対し、宣戦布告。これにはお尻を気にしている場合ではないとサリュも応戦。

　相変わらず桜には果か敢かんなのね……。

「オルタナティ部が勝つもん！　タロ様にサリュのちょっといいとこ見てもらうもん！」

「そ、そこで太郎は関係ないじゃん！　ちょっと言い方やらしいし！」

「やらしいって言うほうがやらしいもん！　桜さんのムッツリ！」

「な……！」と怯ひるむ桜、「桜、エッチなんだ～」とやじるルナ先輩、「ふふっ……！」と笑いを堪こらえる朝霧さん。

「愛の力でサリュは優勝してみせるですっ！」

　いつもより強気なサリュに、俺のほうが顔が熱くなってくる。

　というかお前ら、公私混同してないよな……？

　俺の不安をよそにサリュは発声練習を再開。

「タロ様大好きっ。タロ様大好きっ。タロ様大好きっ。タロ様大好きっ。タロ様大好きっ」

　どやっ！　とサリュが桜にドヤ顔。

「そんなの言えるわよ。タ、タロさま、だ、だ、だいす……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　言えないわよバカ────！」

　お前は別の意味でだろ……。というかデレが可愛かわいいですね！

　知る由よしもないサリュが前ぜん哨しよう戦せんに勝ったと言わんばかり。俺にピースサインを向けてきていると、

「あはっ☆」

「ル、ルナ先輩!?」

　エンジェルスマイルなルナ先輩が、俺の二の腕うでへダイブしてきた!?　マシュマロバストに腕の感覚を支配されてしまう。

「ルナは言えるよー♪　太郎君大好き♪　太郎君大好き♪　太郎君大好き♪」

　お、おおお……！　学園トップアイドルの大好き宣言だと……？

　？　はぅ!?　あ、空いた片方の腕に寄り添そってくるのは朝霧さん!?

「くす……。桃もも山やま君大好き。桃山君大好き。桃山君大好き」

　悪戯いたずらに便乗したクールビューティーの大好き宣言……！

　２人にその気はないのは重々承知。けれど、それとこれとは話が別！　顔どころか全身が熱い！　水みず風ぶ呂ろが恋こいしい！　というか全く早口言葉じゃねえ！

　その気があるサリュがエキサイティング。空いている場所、俺の胸むな元もと目指して飛びついてきた!?

「くっついていいのはサリュ、かろうじて桜さんだけですよう！　タロ様大好きっ。タロ様大好きっ。タロ様大好きっ」

「は、恥ずかしくて死にそうだから勘かん弁べんしてくれ！　桜助けて！」

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　太郎大好き！　太郎大好き！　太郎大好き！　太郎大好き───っ！」

　違うよ桜……。

　詰つめ寄ってきた桜含ふくめ、俺一帯、ハーレム王国と化す。なんだこの身の丈たけに合っていない幸せは……。絶対明日あした死ぬ奴やつじゃねーか。

「タロ様大好きっ。タロ様大好きっ。タロ様大好きっ」

「太郎大好き！　太郎大好き！　太郎大好き！」

「太郎君大好き♪　太郎君大好き♪　太郎君大好き♪」

「桃山君大好き。桃山君大好き。桃山君大好き」

　左に美少女、右にも美少女、前も後ろも美少女。

　美少女、美少女、美少女、美少女、美少女、美少女、美少女……。

　キャパシティーオーバー。

「うわぁぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　女子４人が俺をいじめてくる─────！」

　４人を払はらいのけ、軽音楽部を後に。目指すは顔を冷やせる手洗い場。

　興奮冷めやらぬ中、顔の温度は下がることはなかったが、涙なみだを洗うことはできました。




　　　　※　※　※




　10月初めの文化祭まで残り３週間。これくらいの期間になると、放課後に居残って準備をするクラスがチラホラと目立ち始める。

　打ち合わせはもちろん、飾かざりつけや衣い装しよう作りなど。メイド喫きつ茶さをやることになった俺たちも少しずつだが、準備班や当日班に分かれたりと役割毎ごとに作業を進めている。

　サリュのクラスも、本格的に映画作りをスタートさせていた。

　校舎裏の茂しげみにて。夕暮れをバックライトに、黒のボディスーツに身を包んだ男子生徒たちが、イーイーと奇き声せいを上げながら飛び跳はねている。チープな衣装はドンキで買ったの丸出し、ちょける姿はアホ丸出し。

　もちろん、何かのカルト的な活動というわけではない。『戦せん闘とう員いんたちが町へ繰くり出してきた』というシーンの撮さつ影えい中である。

　サリュクラスが撮とっている映画の内容は、ありがちな戦隊ヒーローもの。

　はしゃぐ戦闘員たちを、映画研究部から借りたであろうビデオカメラやレフ板を持った撮影班。さらにその後ろには、撮影を控ひかえる役者や笑いを堪える野次馬が多数おり、誰だれもが楽しげに賑にぎわっている。

　オルタナティ部やレインダンスのように優勝を目指しているわけではないエンジョイ勢らしく、多少の棒読みもフレームアウトもお構いなし。クオリティよりクラスの思い出作りを優先させているのは明白で、それはそれで有意義な文化祭になることだろう。

「ねぇねぇ、タロ様……」

　俺が持参した折りたたみ椅い子すにちょこんと座った、出番待ちのサリュが語りかけてくる。その声は震ふるえており、緊きん張ちようしているのが伝わってくる。

　だとすれば、リラックスに全神経を注ぐのが俺とキンタの役目。

　サリュのマッサージを止め、さっ、と飲み物を差し出す。

「大だい丈じよう夫ぶだサリュ！　ほら、温かいココアでも飲んで落ち着け！」

「そ、そういうことじゃなくて、あの、キンタさんも……」

　サリュにブランケットを掛かけていたキンタが、さっ、と日ひ傘がさを開く。

「眩まぶしいんか!?　差しといたるから、そのまま座っとき！　なんならサングラスもあるから掛けとき！」

「サ……、」

「「サ？」」

「サリュだけ特別扱あつかいは恥ずかしいですよう！」

　授業参観に両親ダブルで来てしまい、羞しゆう恥ちに悶もだえる少女の如ごとし。その場で手足をバタバタするサリュに叫さけばれてしまう。

　けれども、今の俺たちは両親的ポジションではない。売れっ子役者のマネージャー的ポジションなのだから！

　戦闘員がはしゃぐシーンが終しゆう了りようし、カットの声が掛かる。次いでのシーンを撮影すべく裏方の生徒たちが動き始めれば、いよいよサリュの出番である。

　最後の最後までセリフを必死に覚えるサリュを立ち上がらせ、衣類にどこも皺しわがよってないかをチェック。その間もキンタがサリュのヘアスタイルなどを整えていく。

「ママ、じゃなくてキンタさん。自分でできますよう」

　母親と間ま違ちがえるくらい、キンタのオカン度ＭＡＸ。完かん璧ぺきな衣装、完璧なヘアスタイルに身を包ませれば、出しゆつ撃げき完了。

「ニコルソンさーん」と撮影班の監かん督とくに手を振ふられ、サリュがビクッ！　と飛び跳ねる。

「よしサリュ、頑がん張ばってこい」

「は、はいです……」

　頷うなずいているのか、震えているのか分からない。それでもサリュは逃にげ出そうとはせずに一歩一歩近づいていく。その姿は林間学校の水着コンテストを思い出してしまう。

「「「キャ────！　可愛かわいい────！」」」

　サリュクラスの女子たちが、サリュの晴れ姿を見て黄色い声せい援えんを上げる。

「ひっ……！」

　当の本人はクラクションでも鳴らされたかのように過か剰じよう反応。会え釈しやくして小走りする姿は、ＪＫを自動車とでも勘かん違ちがいしているのだろうか。

　俺としても、女子たちや野次馬たちが沸わくのは仕方ないと思う。今のサリュの恰かつ好こうは、フリルだらけのロリロリなワンピースに黄色い帽ぼう子し、最もインパクトを与あたえるのは背負われた赤ランドセル。

　そう、サリュの役は小学生。悪役に連れ去られるチビッ子ヒロインというわけだ。

　サリュの新バージョン。ロリモードの誕生である。

　確かにコイツ以上に小学生役の適任はいないと思う。背せ丈たけはもちろん、あどけない顔立ちの持ち主なわけだし。

　あどけない顔立ちは、前まえ髪がみと帽子でダブルガードされてるけども。

　台本を確かく認にんし、サリュの出演するシーンを俺もおさらいする。

　学校の帰り道、怪かい人じん役のチョコバナナ男にサリュが誘ゆう拐かいされるというものだ。

　どんな化け物だよ……。

　クラスメイトの視線が自分に集まっているのを理解しているからか、サリュはひっきりなしに口をアワアワ。監督と最終確認をしているようだが、またしても頷いているのか震えているのか分からず。

　確認を終え、サリュが撮影スペースへ。その足取りは右手と右足、左手と左足が前へ前へ。効果音はガッシャン……、ガッシャン……。

　ギギギ、と錆さび付いた首でサリュが振り向く。

「ひっ……！　わわわ……」

　カメラやライトがさも銃じゆう口こうのように自分へと向けられ、背後には好こう奇きに満ちた野次馬の視線。極きわめつきはサリュを拉ら致ちしようと目をギラつかせるチョコバナナ男と戦闘員たち。

　総監督の合図とともに撮影開始。

　サリュの背後から、チョコバナナ男がマントを翻ひるがえしつつ小走りで接近してくる。追いついたと同時。食べ物で釣つって誘拐しようと決め台詞ぜりふ。

「お嬢じようちゃん、僕のチョコバナナをお食べ──、……？」

　俺ら側からではサリュの顔が見れない。けれど、サリュの顔を覗のぞくチョコバナナ男の反応が明らかにおかしい。歪いびつなバナナの被かぶり物が訝いぶかしげに大きく傾かたむいている。

　何よりサリュがセリフを言わない。それよか微び動どうだにしない。

「なぁ、太郎……」

「おう……」

　俺とキンタの考えがシンクロした刹せつ那な、

「？　サリュ？」

　さきほどのロボットの動きが噓うそのよう。サリュの全身が、すぅ……、と何の抵てい抗こうなく俺のほうへと向く。

　そして、

　紙し幣へいを読み込まなかった自動販はん売ばい機きの如し。サリュの可愛いベロちゃんコンニチワ。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　目いっぱいに舌を嚙かみちぎろうとし始めた!?

「どわぁぁぁぁ[image: ～][image: ～][image: ～]！　止めろぉ───！」

　撮影中とかお構いなし。人の根かき分けサリュのもとへ。

「どけチョコバナナ───！　サリュ？　サリュ───！」

　駆かけつけたと同時にサリュ絶命。とまではいかないものの、その場で失神してしまう。

「傷は浅いぞサリュ！　しっかりしろサリュ───！　!?　お、お前らは……！」

　颯さつ爽そうと現れるヒーロー。担たん架かを持った赤・青・緑・桃もも・黄色のレンジャーが、テキパキとサリュを担架に乗せてくれる。そのまま保健室へ搬はん送そう開始。

　さすが正義の味方！　人命救助はお手の物だぜ！

　保健室に向かう前に、総監督などの撮影班たちに頭を下げざるをえない。

「すまん！　サリュのシーンは後回しにしてください！」

　その姿、部下のミスを謝罪する上司に酷こく似じ。不平不満を言われても仕方ないと思っていたが、

「時間もまだあるし気にしなくていいよ。というか悪かったな。次からはギャラリーは撤てつ退たいさせるから、ニコルソンさんに伝えといてくれよ」

「監督……」

「サリュちゃんが最初から上手うまく演技できるなんて誰も思ってねーしな。それでも満場一いつ致ちでサリュちゃんがヒロイン役に選ばれたんだぜ？　誰も怒おこらねーよ」

「チョコバナナ……」

「「「「「イーッ！」」」」」

「戦闘員まで……。皆みな、ありがとう！」

　サリュ想おもいのいい奴らばかりではないか。どうやら俺は、サリュの人気度を低く見積もり過ぎていたようだ。クラスの奴らはサリュのキャラを理解しているし、クラスの一員として認めてくれているのだから。

　あとはサリュ本人の問題。いかに自分に自信を持てるかだけ。

　撮影を開始させる一同に改めて感謝を告げ、校舎裏を後にする。

　保健室へと続く廊ろう下かを歩きつつ思う。己おのれの恋こい路じでウダウダと悩なやんでいる場合ではないと。

　そんな暇ひまがあったら、サリュをヒロインへと近づけさせるレッスンを考えなくてはならない。




　　　　※　※　※




　その日の夜。サリュを荷台の後ろに乗せた出前の帰り道。

　家までの近道である河か川せん敷しきに沿ってペダルを漕こいでいけば、等とう間かん隔かくの街灯がなだらかなカーブを幻げん想そう的に照らしていく。人ひと込ごみが少ない道は閑かん散さんとしていて、聴きこえてくる音と言えば川のせせらぎくらい。

　恋こい人びと同士が歩けばムード漂ただよう甘い場所に違いない。けれど、変質者が通れば襲しゆう撃げきイベントに打ってつけな場所に違いない。

「お嬢ちゃん、僕のチョコバナナをお食べ」

「し、知らない人からモノを貰もらっちゃダメって、先生に言われてるですよう」

「大丈夫だよ、僕はアンパンの知り合いだから。アンパン知らないかい？」

「知ってるですっ。愛と勇気が友達ですっ」

「じゃあおじさんのバナナあげるから、しっかり握にぎりしめて一いつ緒しよに……、[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！　ウチの子に何させようとしとんじゃああああ────！」

「タロ様!?」

　今現在、チャリで帰るついでに台本の読み回し中。

　いい奴やつらだと思った俺が馬ば鹿かだったよチクショウ！

「サリュにセクハラしようとしやがって……！」

　絶対、セリフの改変を要求してやるからな……！

　自分がいかがわしいＦ級映画のヒロインにさせられていることを知る由よしもないサリュは、以降のセリフを口ずさんで練習を続行。

「チョコバナナ美味おいし──、！　……」

　唐とう突とつにセリフを中断。

「？　サリュ？」

　自分が卑ひ猥わいチックなことを言わされていることに今さら気づいたのだろうか？

　というわけではなく、前方に犬の散歩をしているじーさんを発見したようだ。

　恥はずかしくてセリフが言えないらしい。

　じーさんとすれ違う少し手前。サリュの体温を一層強く感じてしまう。

「お、おい！」

　サリュが俺へと密着。柔やわらかい頰ほおや胸、全身を俺に押し当て、後ろからしっかり抱だきついてくる。心臓の鼓こ動どうは聞いたことがないが、それでも速くなっているにちがいない。

　内ない緒しよ話ばなしするようにサリュは震ふるえつつ囁ささやく。

「チョコバナナ美味しいですぅ……」

　耳に幾いく度どか触ふれる唇くちびるがこそばゆく、余計にエロさを醸かもし出してきよる……！

　言い終えた直後、俺の背中に顔をうずめてくるサリュ。薄うす手でのシャツからは、サリュの顔が火ほ照てっていることが容易に窺うかがえる。

「タロ様以外の人に聞かれるのは恥ずかしいですぅ……」

「頑張ったな……。でもさ、見ず知らずのじーさんと一いつ瞬しゆんすれ違うだけじゃないか」

「見ず知らずのじーさんだからこそ恥ずかしいんですよう。「耳みみ障ざわりだから黙だまれ」とか思われるかもしれないじゃないですか。すれ違うときに舌打ちされたら、サリュは舌切りますよう……」

　嫌いやだな……。家に着いて振り向いたら死んでたとか。というか、そんなじーさんいたら老害じゃねーか。

　これでも進歩はしている。日本に帰ってきたばかりのサリュなら、俺にしがみつくだけでセリフなど絶対に言わなかっただろうし。最悪、マジで死んでいたかもしれん。

　コミュ難が薄うすまってきているとは断言できる。僅わずかにも心に余よ裕ゆうができてきて、クラスメイトに貢こう献けんしたい気持ちが芽生えているからこそ、サリュはここまで頑がん張ばっているのだ。クラスメイトの期待に応こたえようとしているのだ。

　さて……。大勢の前でも物もの怖おじしないで喋しやべれるようになるには、どうしたものか。

　河川敷から抜ぬける間ま際ぎわ。サリュのスマホから着信音が。

　けれど、サリュは反応せず。

「サリュ？　スマホ鳴ってるぞ？」

「スマホが鳴ってる？　……。！　ほ、ほんとですっ！　１人が長すぎて自分じゃないとばかり！」

　俺以外と電話することが無かったからとはいえ、悲しすぎる……。

　慌あわてつつ、「お電話、失礼するですっ」と無む駄だに許可を取るサリュがスマホをタップ。

　ルナ先せん輩ぱい？　吉よし澤ざわさん？　その二択たくだと思っていたが、

「もしもし？　！　ママ！　Da quanto tempo♪（お久しぶりですっ♪）」

　意外や意外。サリュの母、通つう称しようサリュ母からの電話のようだ。

　懐なつかしさを感じつつ、サリュ母の愛も感じる。娘むすめの住む日本の時差を考こう慮りよして電話を掛かけてきているのだから。どこぞのお宅の母親とは大おお違ちがいである。

　近きん況きよう報告も俺の母親から受け取っているだろうし、サリュ母から電話を掛けてくるのは珍めずらしい。思わず耳を傾けてしまうが、イタリア語で何言ってるか全く分からず。

　サリュの声のトーンや、時々聞こえる笑い声からして世間話かな？

　というか、家族団らんを盗ぬすみ聞きするのも無ぶ粋すいだよな。

　安全運転に集中しようと決意したときだった。サリュの笑い声が突とつ如じよ無くなってしまう。

　それだけではなく、声のトーンまで落ちてしまっていた。

「Voglio答えは che la rispostaeもう少し待つて aspettare un po 'ほしいです……。 piu a lungo…….それでは、 Buona notteおやすみなさい」

　電話越ごしの母親に頭を下げたサリュは電話を切ると、またしても抱きついてくる。

「サリュ？」

　抱きつき方ひとつで、サリュのテンションの下がりようが分かってしまう。

　サリュは安あん堵ど感を取り戻もどすかのように大きく深呼吸。小さな鼻び孔こうが俺のシャツをくすぐってくる。

　先ほどのような恥ずかしさよりも、心配という考えが先行する。思わず自転車を漕ぐのを止めて振ふり向いてしまう。

「どうしたんだよ？」

　尋たずねればサリュは顔を上げてくれる。うざったい前まえ髪がみから僅かに覗のぞく目め尻じりが下がり、頰がほころぶ。

「なんでもないですよう」

　静かに微笑ほほえみかける、サリュの相変わらず下手くそな演技。

　お前の何でもないは信用できない。絶対になんでもあるのだから。

　いつから幼おさな馴な染じみをしていると思っているのだろうか。けれど、お見通しだからこそ、すぐに顔を伏ふせるサリュが「何も聞かないで」と言っていることも理解できてしまう。

　何でもお見通しの関係だからこその悩み。とはいうものの、やはりサリュが困っているなら首を突つっ込みたいわけで。

　視線を前へ戻しつつ、

「何かあるって分かったら、首突っ込むからな？」

　腰こしに手を回していたサリュの腕うでが僅かに反応を示す。しばらくすれば、「……ふふっ」と馴な染じみある笑い声が聞こえ、

「はいです♪」

　少しだけ明るさを取り戻したサリュは、そのまま抱きつきを続行。

　ペダルの漕ぎ出しと同時に思う。１つずつ問題を解決していこうではないかと。




　　　　※　※　※




　今のサリュに最も求められることを洗い出してみると、１つの壁かべがそびえ立つ。

　集団の前でも物怖じせず喋れるようになることだ。

　ニコ生の視し聴ちよう者しやとは殆ほとんど普ふ通つうに喋れるようになったサリュも、リアルな対人では話は別。自分に注目が集まっているとなれば、さらにダメダメになってしまう。

　そこで、サリュが一ひと皮かわ剝むけるための良案を俺は思いつく。

　その案を確実に成長させるためには、とある人物の助すけ太刀だちが必ひつ至しだろう。




　昼休み。託たく児じ所しよの要領でサリュをキンタに任せた俺は、１人、上層階へ足を運んでいた。

　その理由は、物怖じなど全くしない学園トップアイドル、ルナ先輩に会うため。

　そう。とある人物とはルナ先輩のことである。

　サリュの友達になったルナ先輩なら、サポートを快かい諾だくしてくれると信じている。自分が世界で１番可愛かわいいと思っていてもだ。

　……手伝ってくれるよね？

　自分でも心配になりつつ、ルナ先輩のクラス、３年Ａ組へと到とう着ちやく。

　扉とびらから顔を出し、ルナ先輩を捜そう索さく。俺がいくら図太い神経とはいえ、さすがに上級生の教室へは入れない。トップアイドルを呼び出すなら尚なお更さらである。

「あれ？　ルナの後輩君じゃん」

「あ。ども」

　最前列の席を陣じん取どるのは、いつぞや会話したことのある３人組、ルナ先輩の友人たち。

「ルナならいないよー。ミーティングがあるから部室に行くってー」

　自分の思考が読まれているようで、なんだかむずがゆい。というか、ミーティング？

　桜の奴、教室にいたような気がするけど？

　なんか嫌いやな予感がするなぁ……。

　とはいえ会いに行かないという選せん択たく肢しはなく、先輩たちに頭を下げて教室を後に。




　嫌な予感的中。それはレインダンスの部室に向かう最中に判明する。

「……ルナ先輩、だよな……？」

　昼休みの誰だれもいない旧校舎の階段を上っていると、目的のフロアより１つ上の踊おどり場から何やら呪じゆ詛そが聞こえてくる。

　微かすかな声に耳を澄すませば、

「足りない……、足りない……、足りない……、足りない……、足りない……」

　皿屋や敷しき？

「くそくそくそくそ……。桜の奴、毎日毎日ルナのこと拘こう束そくしやがって……。もっと皆みなにチヤホヤされたいされたいされたい……。チヤホヤが足りない……」

　成なる程ほど。練習が忙いそがしすぎて、皆に構ってもらう機会が激減してイライラしているようだ。嫉しつ妬とに駆かられての闇やみ落おちでないのが、せめてもの救いと思いたい。

　けどさ……、怖こわいものは怖いよね……。

　淳じゆん二じ的に言うと、怖いなぁ。上がった瞬間、スマホで鬱うつ日記書いている人がいたら嫌だなぁ……。

　なるべく心臓に負担は掛けたくないので、下のフロアから呼んでみる。

「おーい。ルナせんぱーい……」

　トイレの花子さん感覚で呼んでも反応なし。仕方ない。言いたかないけど……。

「……鬱日記　!?　ひっ……！」

　タブーワードを呟つぶやいた瞬間。踊り場から血走った目で顔を出すルナ先輩登場。

「いぎゃああああ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　あまりの恐きよう怖ふに腰が抜ける。立ち上がるより早しと、四よつん這ばいでルナ先輩が下りてきた!?　超ちよう怖い！　圧あつ倒とう的てき恐怖！　ＴＨＥ呪じゆ怨おん！

「ぐえっ……！」

　下腹部に跨またがったルナ先輩に襟えり首くびを摑つかまれ、豪ごう快かいにも振り回される。

　お帰り林間学校の夜！　完全に錯さく乱らんしてやがる！

「記き憶おくを消せ消せ消せ消せ[image: ～][image: ～][image: ～]！　脳のう細さい胞ぼう壊こわれろ壊れろ壊れろ壊れろ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ぐべべべべ！　お、落ち着いてルナ先輩！　俺です！　貴方あなたの心が荒すさんでいることを知っている数少ない桃山太郎です────！」

「も、も、や、ま……？」

　後頭部の感覚が完全感覚Ｄｒｅａｍｅｒ。攻こう撃げきが中断されると、ルナ先輩は訝いぶかしげに目を凝こらし、ようやく理解してくれたよう。

「……。きゃは☆　なーんだ、太郎君かぁ♪　襲おそってごめーんね？」

「……どういたしまして」

　怖……。

　さすがはトップアイドル。怒いかりと混乱のデュエットで入り乱れていた表情も、立ち上がればエンジェルスマイルに変わっている。

「で、どうしたのー？」

　床ゆかで伸のびている人間によくそんなことが言えますね……。

　ストレスが溜たまっているルナ先輩だからこそ、手伝ってくれる確信を得ることができた。

　同時に頭のおかしい人だとも再さい認にん識しきしたけど。




　放課後。ミラノモードになったサリュは部室にて発声練習中。

「タロ様赤いなアイウエオ。浮うき藻もにタロ様泳いでる」

「変な発声練習するなよ」

　赤いんだったら泳いでねーよ。流血して流されてんだよ。

「タロ様が入っていると滑かつ舌ぜつ同様、ハキハキ喋れるのです」

　サリュは肩かた幅はばほどに足を広げ、手は後ろ。いっちょ前に放送部気取りのまま続行。

「赤タロ様青タロ様黄タロ様！　赤タロ様青タロさ──、「気色悪いわ！」」

　デコピンすると「あうっ……！」と額を押さえつつ、その場に内うち股また座り。視線の先に美少女抱だき枕まくらを発見し、抱きしめながらの上うわ目め遣づかい。ツインテウィッグによってオープンされたオッドアイは潤うる々うる。

　可愛いなチクショウ……。

「撮さつ影えい日まで時間が無いんですよう……。このままじゃ皆みなさんに迷めい惑わくかけちゃいますよう……」

　映画撮影が自分のせいで滞とどこおってしまうことを焦あせっているらしく、ここ最近のサリュは発声練習や早口言葉ばかり。滞っている原因はメンタル的な問題だから関係ないが、何かしていないと落ち着かないのだろう。

　一いつ緒しよに頑がん張ばってきたからこそ、焦る気持ちは痛いほど伝わってくる。

　だからこそ、今日で肩かたの荷を下ろしてやろうではないか。

「遅おくれてごめんねー♪」

　待ちに待った人物が軽かろやかに登場。相変わらずのスマイルで、手を振り振りする学園アイドルにサリュは目をぱちくり。

「ルナ、さん？」

「ルナだよー♪」

　イエス。本日のスペシャルゲスト、ルナ先せん輩ぱいである。サリュは何故なぜ、ルナ先輩がやってきたのか理解できない啞あ然ぜん状態だが、俺たちはお構いなし。

「ルナ先輩、押し入れに衣い装しようはありますんで」

「はーい♪」

「覗いちゃダメだよー？」とルナ先輩は余計な一言を告げて奥部屋へ入っていくと、サリュが俺の袖そでをクイクイ。

「タロ様、これから何をするのですかぁ？」

「今日は遊んで来い。ルナ先輩とな」

「ルナ先輩、と……？」

　サリュが頭の中をクエスチョンマークだらけにし続けること数分。待ちに待った襖ふすまが開かれる。

「おー」

　思わず感かん嘆たんの声を上げてしまう。

「あはっ♪　お待たせ─♪」

　きゃるん☆　と効果音が出そうなほど。メイド服に身を包んだルナ先輩が降臨。

　サリュと同じ、黒色ベースに花はな柄がら刺し繡しゆう入りのフリルエプロンに身を包んでいるが、サリュとは違ちがう可愛さを引き立てる。

　ツインテ＆オッドアイのサリュは、メイド喫きつ茶さで働くロリ系店員を彷ほう彿ふつとさせ、ちょいギャルが入ったルナ先輩は、恋こい人びとにせがまれコスプレさせられた彼女を彷彿させる。

　さすがはメイドＩＮキンタ。文化祭のメイド服原案者は伊達だてじゃない。

　室内の湿しつ気けを吹ふき飛ばすほどに、神こう々ごうしい光を発するルナ先輩は上じよう機き嫌げん。

「超可愛いよね？　やだ……どうしよう、どうしよう、どうしよう……」

　自分の可愛さに酔よいしれ、沸わき立つ喜びにニヤニヤが止まらない。

　ついに爆ばく発はつ。

「どーしよー！　インスタにアップしたらまたフォロワーが増えちゃう───！」

「あの、可愛いのは重々承知なんで、そろそろ移動を──、「サリュちゃんもカメラに入って入って！　２人のほうが好感度上がるから！」

　特別講師じゃなくて、しくじり先生かもしれない……。




　軽やかな足取りのルナ先輩に対し、サリュの足取りは重い。

「あ、あのう、タロ様とルナさん。申し訳ないのですが、今は遊ぶよりも演技の練習をしたいのですが……」

「えーなんでー？」

「撮影の日取りが──、「んー？」」

「ル、ルナさん？　お顔が近いで──、「んー？」」

「ひーん！　圧あつ迫ぱく面接だよう！」

　圧迫面接はそんなのじゃねー。

　笑え顔がおのメンチに押されて、サリュのメンタルはポッキリ。そのままルナ先輩に連行されてしまう。気弱な新入りメイドを引っ張る先輩メイドの構図は、見ていてちょっと面おも白しろい。

　目的地の１つである教室に到着。
















「調理、実習室？」

　足を止めたサリュが、教室名の書かれた表札を読み上げていると、ルナ先輩が扉を強めに開く。さも、こっちに注目してと言わんばかりに。

「お邪じや魔ましまーす♪」

　普ふ段だんなら空いていることもないだろう調理実習室だが、見み渡わたす限かぎり人、人、人。

　文化祭が迫せまった現在、飲食系の出し物をするクラスや部活のために、放課後は常時開放されているのだ。

　一同の視線がメイド美少女たちに集まり、

「ミラノちゃんとルナ先輩だ！」「メイドが２人も!?」「このコラボは胸熱すぎ！」

　ザワつきＭＡＸ。作業する手を止めて大はしゃぎだ。

　さすがはルナ先輩。「皆、ありがとー♪」と、ライブで培つちかった神対応で声せい援えんに応こたえるべく手を振ふりつづける。対してサリュは、アウアウ、キョロキョロ。

　注目を浴びるのに慣れていないサリュが、水着コンテスト、撮影のときのように頭が真っ白になってしまっているのは明白。

　けれど、今回は違う。協力な助すけっ人とが付いているのだから。

「ほらほらー。ミラノちゃんも愛あい想そよくしなきゃダメだよー」

「ちょ、ちょっとルナさん……。引っ張らないでくださいよう」

　まるで歯医者を嫌いやがる子供のよう。中へ入りたくないと、俺の背中へとサリュは逃にげ込んでしまう。

「ほらミラノ。もうルナ先輩が怖くないの知ってるだろ？」

「で、でもでも……」

　不安を吐と露ろしようとするサリュへルナ先輩が手を差し出す。

「おいで。もう引っ張らないから」

　背中からジッ、とルナ先輩の手を見つめるサリュ。悩なやみを見せる視線は固まったままで、その行動は以前までのサリュならお手上げを意味していた。

　けど今は違う。差し出された手を見つめ、どういう意図があるのかを必死に考えようとしている。

　しっかり考えて、サリュは恐おそる恐るだがルナ先輩の手を握にぎり締しめる。

　ルナ先輩のご満まん悦えつの表情は噓うそ偽いつわりないだろう。

「行こっか♪」

　スリッパへ履はき替かえ、２人は手を握り締めたまま調理実習室へと足を踏ふみ入れる。

　ルナ先輩は辺りを見回し、手ごろなグループの男子たちのもとへ。

「こんにちは♪　あ、たこ焼き作ってるんだねー。ルナ、大好きだから当日は買いに行くねー♪」

　話しかけられて嬉うれしくないわけがなく、男子たちは緊きん張ちよう気味だがハイテンション。

「あ、あざす！」

「というか、今食べてみてくださいよ！　少々お待ちを！」

　超ＶＩＰ待たい遇ぐう。誰だれもがルナ先輩を知っているからこそ、嫌な顔１つせずに行動していく。せっせとたこ焼きをトレーへとよそい、流れ作業でソース、青のり、鰹かつお節ぶしをトッピングし、あっという間に完成。本番当日より早く作れたに違いない。

　感謝を告げ、たこ焼きを受け取ったルナ先輩が上品にも一口。

「♪　すっごく美味おいしい～♪」

　俺が「すっごく美味しい♪」と言ったら右フック仕し掛かけてくるだろうが、相手はメイド服の美少女。男子たちはガチ泣き。女子たちは大喜び。

　集団の視線に押し潰つぶされそうになっているサリュへと、ルナ先輩はたこ焼きを差し出す。

「ミラノちゃん、あ～ん♪」

　友達でもない自分、ましてや一言も発していない自分が食べてもいいのか。そんなことを考えているだろうサリュ。

　じれったいとルナ先輩は、サリュの口へとたこ焼きを放ほうり込む。

「[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　あっ、あふっ……！　っ[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　猫ねこ舌じたサリュちゃん、大ピンチ。座ったままバタバタと足あし踏ぶみしたり、体を捩ひねらせたり。

　涙なみだ目めなのは、お察し。

　苦く悶もんの表情をＳＮＯＷで撮影するルナ先輩と、慌あわてだす生徒たち。

　１人の女子がビニール袋ぶくろを持ってきてくれるが、サリュは首を必死に振り乱して吐はき出しを拒きよ否ひ。

　しばらくして落ち着きを取り戻もどしたサリュが、たこ焼きをゴックン。

　心配そうに見つめる周囲に応えるべく、サリュはようやく口を開く。

「せ、せっかくご厚こう意いでいただいたものを吐き出すなんて、できないですよう。あ、熱かったですが美味しかったです……」

　一同は同じことを考えているに違いない。

　なんて、健けな気げで可愛かわいい子なんだと。

　シンパシーすれば、様子を窺うかがっていた他グループの行動は一緒で、

「ウチのクラスのドーナッツも食べて！」

「リンゴ飴あめ美味しいよ！」

「アメリカンドッグどうぞ！」

　我がクラスこそはと、サリュやルナ先輩を自分らのテーブルへ来てくれと懇こん願がん。

　予想だにしない大盛せい況きようぶりに焦るサリュと、場慣れしているルナ先輩。

「はいはーい♪　順番に回るから大だい丈じよう夫ぶだよー！　ね？　ミラノちゃん？」

「は、はいですぅ……」

　歓かん迎げいムードだと知ったサリュは、緊張しながらも頰ほおが少しだけ緩ゆるみ始めていた。

　不安の感情を拭ぬぐい去るように。




「はぁ……♪　久々にエネルギー入った感じ……。最っ高に気分いいなぁ……」

　廊ろう下かを歩くルナ先輩が、うっとりと表情艶つややかに呟つぶやく。余よ程ほどチヤホヤが不足していたらしく、調理実習室を後にしてからもフワフワしている印象。

　サリュといえば、ひっきりなしにお腹なかをさすり続けている。

「お腹いっぱいですぅ……」

　２人で分割して食べていたものの、女子には多い量だったのだから仕方ない。戸と惑まどいつつも断るのは申し訳ないと、嫌な顔ひとつせずに食レポし続けたのだから大したものだ。

「でも楽しかったでしょ？」

　少し前まで乗り気じゃなかったのが恥はずかしいのか。サリュは何も言わずに、ニコニコと顔を覗のぞいてきたルナ先せん輩ぱいへと１つ頷うなずく。

　そして、

「ねぇねぇルナさん」

「んー？」

「その……、ルナさんはどうしてそんなにお友達が多いのですか？」

　少し考えるようにルナ先輩は、「うーん……」と桜色の唇くちびるに指を押し付けつつ、

「どうしてって言われてもなー。友達多いほうが楽しいから、かな？」

「初めて話しかけるとき、怖こわくないんですかぁ……？」

　自分は怖い、だから話しかけることができない。一歩踏み出すにはどうすれば良いと、サリュは思い切って尋たずねたのだろう。

「怖いよ」

「え……？」

　ルナ先輩からマイナスな言葉が出てくるなんて夢にも思ってなかったのか。サリュは驚おどろきを隠かくせず立ち止まってしまう。

「怖いに決まってるよ？　けどさ、友達になれるかなんて、話しかけないと分かんないもん。だったら話しかけないと始まらないよ」

　俺は知っている。サリュ同様に、ルナ先輩も弱い存在なんだと。ウサギのようにルナ先輩は構ってもらわないと死んでしまうのだ。だから皆みなに明るく接し続けるのだろう。

　話は終わりだと、ルナ先輩は軽かろやかに歩を進めようする。

「も、もし！　もし拒こばまれてしまったら、どうすればよいのでしょうか？　！　あ、あう……！」

　たじろぐサリュ。それもそのはず、ルナ先輩が大接近。口角も目め尻じりも上機嫌をキープしつつ、明らかにイラついている印象。

「あのさ、ミラノちゃん？　人が気分いいときに、ぐちぐちぐちぐち、うるさーい。そんなのは拒まれてから相談し・て・ね？」

「で、でもでも……ふにゅうううううう[image: ～][image: ～][image: ～]！」

　モッツァレラチーズの如ごとくサリュの頰が引っ張られ、喋しやべることを許されない。

　気づけばルナ先輩は真顔になっている。

「アンタがイタリアで１人だったのは聞いたわよ。けど、いつまでも引きずってんじゃないわよ。可哀かわい想そうなヒロインなんて流行はやんないし、仲良くしてくんないとコッチが困んのよ。分かる？」

「ひゃ、ひゃいでふぅ（は、はいですぅ）……」

　分かればいいと攻こう撃げきを解除したルナ先輩は、再び歩き始める。

　口調を戻さずに背を向けたまま、

「アンタのこと嫌きらいな奴やつなんて聞いたことないし。ミラノもサリュも含ふくめてね」

　言い捨てるように呟くと、そのまま階段を下りていく。

　今の言葉には、自分もサリュを好きな１人だと込こめられているに違ちがいない。

　ルナ先輩なりの励はげましが響ひびいたのか。サリュの背中はいつもよりも伸のびている気がした。

　野や暮ぼかもしれないが、俺は聞いてしまう。

「ラスト１件回るけど、頑がん張ばれそうか？」

「はいですっ……！」

　過去に傷ついた経験を持つサリュだからこそ、普ふ通つうの奴よりも奥手になっている。けれど、そろそろ受け身姿勢ばかりでいられない。学園のアイドルを目指すなら、歩み寄る姿勢も必要不可欠なのだから。

　サリュの足取りは、ルナ先輩同様に軽やかになっていた。




　　　　※　※　※




　１週間後の撮さつ影えい予備日。校舎裏にてサリュのクラスは、ラストシーンの撮影をしていた。

　バナナの被かぶり物をした男が、５人のレンジャーにまとわりつかれて関節技わざを極きめられる。

「ぐわ────。参った────」と棒読みのチョコバナナ男や戦せん闘とう員いんたちが撤てつ退たい。監かん督とくいわくＣＧで爆ばく発はつさせたかったが、その技量がないことから撃げき破はではなく撤退を泣く泣く選んだんだとか。

　５人のヒーローが各おの々おのだっさいポーズを決めていると、ランドセルを背負った少女が駆かけ足で近づいてくる。小学生役のサリュだ。

「ア、アリガトウゴザイマス。モウ知ラナイ人ニハ付イテイカナイデス」

　これが今できるサリュの精せい一いつ杯ぱいの演技。だが、Ｆ級映画にはお似合いの大根演技だ。

　ロン毛の青レンジャーと、ポスター入りリュックを背負う緑レンジャーがサリュに接近。青はビッ、と２本指を突つき立てる。

「ナンパは付いて行っていいんだＺＥ☆」

「はぁ……、はぁ……。そ、それじゃあ、ボ、ボクが家まで連れて帰ってあげるんだな。あーペロペロしたい……」

「おっと、グリーン。早さつ速そくナンパかＹＯ？」

「「「ＨＡＨＡＨＡＨＡＨＡ！」」」

　残り３人が大爆ばく笑しようしていると、

「はいカッ───ト！」

　監督の気合いの入った言葉と同時、周りのクラスメイトが喜びを分かち合いながら拍はく手しゆを繰くり返す。無事、全すべての撮影が終しゆう了りようしたようだ。

　クソエンドじゃねーか。

「ううっ……、ええ話やったなぁ……」

　キンタよ。お前の涙るい腺せんバグってんよ。

「さぁ太郎！　サリュちゃんのとこへ行こや！　太郎？」

　首を振ふり、サリュの方を見ろと顎あごをしゃくればキンタも理解したようで、「ああ」としみじみ頷き足を止める。

「もう俺らの力も要いらんかもなぁ」

「娘むすめが嫁とついだ老ろう夫ふう婦ふかよ」

　俺らの視線の先には、サリュを中心に人だかり。

　安あん堵どから涙を滲にじませるサリュが頭を下げ、撮影を滞とどこおらせたことを謝罪し始める。

　誰だれもがサリュに気にする素そ振ぶりも見せず笑ったり、温かい言葉をかけるだけ。

　そりゃそうだ。満場一いつ致ちでサリュをヒロイン役に任命したのだから。予定よりも遅おくれてしまったかもしれないが、サリュは役を全まつとうしたのだ。

　サリュもいい加減気づいただろう。自分の居場所が俺たちのところだけではないことに。




　撮影が終了した放課後。帰宅した俺たちは、いつもどおり実家の手伝いに精を出す。

　チャイナドレスにお団だん子ごヘアがすっかり板に付いたサリュは、閉店間ま際ぎわにも拘かかわらず元気いっぱい。どこかで聞いたであろうＣＭソングを口ずさみつつ、テーブルを拭ふいて回っている。

　上じよう機き嫌げんな理由は、撮影が終了し肩かたの荷が下りたからか、はたまたワンランク成長できたからか。きっと、どちらもだろう。

　明日あしたのスープの仕込みをしている親父おやじも元気いっぱいで超ちようウザい。

「ガハハハハ！　今日のサリュちゃんは元気があって大変よろしい！　ご褒ほう美びとしてマンゴープリンを食べなさい！　今日は上がってよし！」

「俺の作ったマンゴープリンじゃねーか」

「ありがとうございます♪　お先に失礼するですっ」

　お辞じ儀ぎをし、冷蔵庫からマンゴープリンを取り出したサリュは、厨ちゆう房ぼうの俺と真正面位置のカウンターに座りつつマンゴープリンを堪たん能のう。小さい口に放ほうり込み、飲み込んだ瞬しゆん間かんにはうっとりと吐と息いきを漏もらしてしまう。

「この一口のためにサリュは生きているですぅ……」

「残業終わりの一杯ぱいかよ」

　作ったかいがあるけどさ。

　生きがいを語るサリュだったが、スプーンを置くと唐とう突とつに頭を下げてくる。

「今日は本当にありがとうございました」

「な、なんだよいきなり」

「サリュが皆みなさんと、一方的に壁かべを作っていることを知る機会を作っていただいたので。そのお礼です♪」

　気持ちを隠すことなく、さらけ出すのがサリュの良いところだ。

「これからは受け身ばっかりじゃなくて、攻せめる女になれるように頑張るですっ」

　カウンター越ごしの笑え顔がおは反則で、どうしようもないくらい愛くるしい存在になってしまう。クールな男を演じるべく、「おう」と不愛想な返事をしつつ皿洗いを続行していると、俺の視界にスプーンにのったマンゴープリンが接近して口元で止まる。

「タロ様あーん♪」

　顔を上げれば、カウンターに精一杯手を伸ばすサリュが視界に。

「な、何のあーんだよ！」

「今日のお礼と、大好きのあーんです♪」

「……当たり前に、そういうことを言うなよ」

　こっちが超ちよう絶ぜつ恥はずかしくなるのに、サリュはお構いなしだ。

「大好きだから仕方がないのです♪　腕うでが痺しびれちゃうから、早くあーんしてくださいよう」

　クールな男など演じられるわけがなく、口を開いてしまう。

　開いたら最後、サリュの甘々な厚こう意いによって最高傑けつ作さくのデザートが口いっぱいに広がり、飲み込めば体中が充じゆう足そく感に浸ひたってしまう。

「太郎、私からもあーん」

「……え？」

　ヘブンへ誘さそわれる俺に話しかけるのは、店内に残る唯ゆい一いつの客、桜。

　イエス、サリュの隣りん席せきにずっといたのだ。

「……それなに？」

　桜も何か得体の知れない何かをスプーンで差し出してきたんですけど？

「自分で作った麻まー婆ぼー豆どう腐ふじゃん」

　いやいやいや。そんなに禍まが々まがしい赤色の麻婆豆腐作った覚えないぞ……。

　明らかに唐とう辛がら子しと山さん椒しよう盛っただろ。従来比10倍くらい。

「サリュちゃんは良くて私はダメとか不公平じゃん。あーん」

「い、いやそれはちょっと……」

「あーん」

　張りぼての笑顔が超怖こわい……。

「食べられないなら顎外してあげよっか？」

「……。あーん……!?　ああああああああ辛からぁぁぁぁああ────！」

　開いたら最後、桜の刺とげ々とげな厚意によって最高傑作の麻婆豆腐が口いっぱいに広がり、飲み込めば体中が激痛に浸ってしまう。

　ヘブンからＧＯＴＯヘル！

　蛇じや口ぐちを目め一いつ杯ぱいひねり、舌を高速冷れい却きやく。目の前には、いー！　威い嚇かくする桜。

　涙なみだで視界がかすむが、目の前で天使と悪あく魔まが揉もめているらしい。

「嫉しつ妬とでタロ様をいじめるなですっ！」

「!?　し、嫉妬なんてしてないし！」

「してたです！　もう閉店ガラガラですし、帰ってくださいよう！　本日もご来店ありがとうございましたっ！」

「帰らないわよ！　というかアンタこそバイト上がりなんだから帰りなさいよ！」

　タオルで涙を拭ぬぐえば、そこにいたのは天使と悪魔ではなく、全力でスカートをめくろうとするバカと、全力で前まえ髪がみを上げようとするアホ。

「ぐぐぐ……！　離はなしなさいよ前髪お化け……！」

「ふにゅうううう[image: ～][image: ～]……！　２番目が離してくださいよう……！」

「ぐぐぐ……！」「ふにゅうううう[image: ～][image: ～]……！」

　一進一退の攻こう防ぼうを止めようとするが、近づいてきた親父が俺の肩に手を置いてくる。

「太郎よ」

「なんだよ」

「俺はお前を誇ほこらしく思──、「うるせークソ親父ぃ！」」

　親父にボディーを食らわしたのは今日が初めてである。




　就しゆう寝しん時。真っ暗な部屋で俺は思う。

　親父の野や郎ろう、人の気も知らずヘラヘラしやがってと。

　ベッドの上で瞳ひとみを閉じて寝ねようとしても、瞼まぶたの裏には親父のヘラ顔。苛いら立だたないわけがなく、中々に寝付けない。

　寝るためには苛立ちの分解が必ひつ至し。原因を探さぐろうとすれば、必然的に２人の顔が今度は右と左の瞼にへばり付く。

　２人がスプーンを差し出してきたシーンを思い出してしまう。

　一いつ緒しよにあーんと口を開き、差し伸のべてきたサリュ。肩かた肘ひじ付き、嫉妬を隠かくしつつ差し伸べてきた桜。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　くそ……。余計に寝れなくなりそうだよ、チクショウ……。

　網もう膜まくに焼き付けば最後。ご一緒に悩なやみ事もいかがですかと、悩み事をセットで押し売られてしまう。

　悩み事。俺はサリュが好きなのだろうか？　桜が好きなのだろうか？

　ここ最近は、文化祭のことに熱中することで考えないようにしていた。サリュも桜も文化祭で結果を出そうと励はげんでいるからか、夏休みよりはアタックは少なくなっている。

　文化祭まで残り２週間を切っている。終わってしまえば、どうなるのだろうか？

　残りの時間で答えを出さないといけない。サリュが文化祭で本物のヒロインになれる可能性は大なのだから。

「……馬ば鹿かか、俺は……」

　誰よりもサリュをヒロインにしたいと願っている俺が、まるで先延ばししようとしてるみたいじゃないか。

　サリュは林間学校の河原かわらで言っていた。

　自分が人気者になってしまえば、俺はいなくなってしまうかもしれないと。

　安心させるために、そんな先のことを考えるなと俺は言った。けれど、安心したかったのは俺の方かもしれない。先のことだと自分に言い聞かせて、サリュの告白をずっと蔑ないがしろにしてきたのだから。

　事態など良好に向かうことなく、桜からも告白されてしまう。

　先延ばしなどいいことが無いと身をもって知ってしまう。

　愚おろかな自分を呪のろっていようとも答えなど出てこず。

　ようやく睡すい魔まが襲おそってきたが、全然嬉うれしくなかった。




　寝付いてから、どれくらい経過しただろうか。

「ん……？」

　俺の身体からだが揺ゆすられている？

　こんな夜中に誰だよと言いたくなるが、いくら俺が寝ね起おきだろうと簡単すぎる答え。

「ねぇ。……ねぇ」

　囁ささやきなど当たり前にスルー。このまま睡すい眠みんを続行してやり過ごすのが良案。夜よ這ばいなどで揺らぐ俺ではない。

　揺すりが大きくなっていこうとも。

　ゆっさ、ゆっさ、ゆっさ、ゆっさ……。

　我が慢まん我慢。

　ユサユサユサユサユサユサユサ……。

　……うん。前言撤てつ回かい。さすがにイラついてきた。

　目を見開き、怒いかりの咆ほう哮こうを食らわせるべく肺を膨ふくらましていると、

「ぐぇっ……！」

　溜ため込んでいた空気を強制排はい出しゆつせざるをえない。痺れを切らした先方も俺の腹に飛び乗ってきたのだ。

「おぇぇぇ……、ミ、ミゾに入った……。サ、サリュ、お前なに考えて──、「（しーっ！　あんま大きな声出さないで！）」」

　あれ？　ウチのサリュちゃんが俺にタメ口？　反はん抗こう期？

　というか、その声は……。

　身動きが抑よく制せいされつつも、手を伸ばしてスタンドライトを付ける。

　そこには、

「……。はぁ!?　さ、さく──、「（だから静かにしてよ！）」」

　サリュではない。お馴な染じみのバンドＴに半パンの桜が跨またがっている!?

　信じられん。いくら鍵かぎの場所を知っているからといって不法侵しん入にゆうしてくるとは。

　俺も桜のこと言えねーけど。

　もう叫さけばないからと頷うなずけば、押しつけていた手を俺の口から外してくれる。

　けれど、俺の上からはどいてはくれない。

「こ、こんな時間にどうしたんだよ？　あと上でモジモジするな……」

　いつもならグーが飛んできてもおかしくないが、桜にはそんな余よ裕ゆうがないらしく、僅わずかな明かりでも緊きん張ちようしているのが分かってしまう。

「……ねぇ。次の休みさ、スタジオで練習するんだけど……」

「……？　お、おう……」

　何故なぜに俺へ自己申告制？　そんな束そく縛ばくの強い幼おさな馴な染じみじゃないんですけど……？

　思い浮うかぶのは、

「もしかして、手伝ってほしいってことか……？」

　以前にも練習やレコーディングなんかの手伝いを桜たちに頼たのまれ、何度かスタジオに足を運んだことがある。今回もそういう依い頼らいってこと？

　今日はルナ先せん輩ぱいをレンタルさせてもらったし、それくらいはお安い御ご用ようで引き受ける。

　けど、おかしい。普ふ段だんはこんな心臓に悪い頼み方などしてこない。

「……」

「あの……、手伝いは全然しますんで、そろそろどいてくれません……？」

「……違ちがう」

　？？？　手伝いじゃない……？

　ますます意味が分からない。マジで自己申告しにきただけなのか、と思ってしまうが、

「……デート」

「……はい？」

「練習前にデートしてよ」

「……。は!?」








３章






　文化祭まで１週間を切った土曜日は、桜さくらとの約束の日。

　すなわち、デートの日である。

　自分の気持ちを知るには丁度良い機会だからこそ、俺は桜とのデートを引き受けた。

　とはいうものの、心の準備ができていると言ったら噓うそになる。ここ最近は、桜の顔を見ただけでソワソワ病が再発してしまうし、今日だってアラームより１時間も早く起きてしまったくらいだ。

　早起きしたからといって特にすることもなく、洗面台でイケてるヘアスタイルを研究するものの時間の無む駄だ遣づかい。そんなことするくらいなら早く待ち合わせ場所に行ったほうがマシだと、今は待ち合わせ場所を目指し電車に揺られている。

　何故どちらかの家に集合しないかといえば、前日に「何時に迎むかえに行けばいい？」と聞けば、時間だけでなく待ち合わせ場所まで指定されてしまったから。向かい合った家なのだから一緒に行けばいいじゃないかと返せば、「デートだから」の一点張り。そういうことを気にするお年とし頃ごろなのだろう。

　昔のことを思い出して、車内にも拘かかわらず口角が上がってしまう。知り合ったばかりのガキんちょ時代の桜は内気で、フリルスカートなんか穿はいて、ぬいぐるみを持ち歩いてなんかもしていた。

　昔と変わらず乙女おとめチックなところが今の桜にもあるらしい。




　揺られること十数分。目的地である駅に到とう着ちやく。ホームからパノラマ越ごしに広がる街並みを見上げれば、雲一つない快晴。絶好のデート日和びよりだ。

　集合場所の南口改札前で足を止め、スマホで時刻を確かく認にんすれば９時半過ぎ。あえて各駅停車に乗ったものの、集合時間まで20分以上も余裕がある。

　喫きつ茶さ店てんで待つという高こう尚しようなスキルなど持ち合わせておらず、改札近くの柱に持たれていると、

「早いじゃん」

　時間に余裕などなかった。

「桜？　！」

　振ふり向けば目の前に桜。けれど、いつもと違う装よそおいに思わず目を奪うばわれてしまう。

　お洒落しやれにさほど興味を示さない桜が、パーカーやスウェット以外の服装を着ているとなれば、固まってしまうのも無理はない。

　藍あい色いろデニムシャツの上に、ニットベストを重ね着したコーデ。ロング丈たけシャツとミニ丈スカートの絶対領域が絶ぜつ妙みようで、桜の健康的な生なま脚あしが眩まぶしすぎる……！

　驚おどろき半分、見み惚とれ半分。

「な、なによ……」

　モジモジと内ももを擦こすり、いじらしく見上げてくる桜は、自分でも柄がらにもない服装だという自覚があるに違いない。その行こう為いがさも何も下を穿いていないから恥はじている行為にも見え、邪よこしまな感情まで乱入してくる。堪たまったもんじゃない！

　咄とつ嗟さに内容の無い会話でピンクな思考の鎮ちん静せい化を試みる。

「お、俺より先に来てたのか？」

「うーん、どうだろ。同じくらいじゃない？　電車で鉢はち合あわせたらアレだし、私はバスで来たから」

　くっ……、そんなことも考こう慮りよしてくれてるのかよ……。

「ギターはどうしたんだ？　夕方から練習だろ？」

「邪じや魔まになるからロッカーに預けてきた。……せ、せっかくのデートだから身軽なほうがいいじゃん……」
















　結論、可愛かわいさ不ふ可か避ひ。

　参りました！　もう無理！　聞けば聞くほど余計に愛いとおしくなってくる！

「よし！　行こうぜ！」

　自分の表情を隠かくすのに必死。裏返った声を出しつつ、踵きびすを返すかのように桜へと背を向ける。

　ものの、桜に手首を摑つかまれてしまう。

「……感想」

「え？」

　振り向けば、恥じらいと緊張が混じった桜の表情。けれど一変。吹ふっ切れたようにジト目で詰つめ寄ってくる。

「か・ん・そ・う」

　何で脅きよう迫はくチック？　いつもなら恐きよう怖ふが脳を[image: ]ほとばしるものの、可愛いという感情しか[image: ]らない。

　殴なぐられるのさえご褒ほう美びじゃね？　と感じてしまうのだから末期かもしれん。

　精せい一いつ杯ぱいに振り絞しぼれる言葉は、

「お、おう……。ひ、非常に装いが良いと思ウヨ……」

　自分でも、ちょっと何言ってんのか分かんない。情けないのは承知の上。言葉を出すので精一杯なのだから。

　それでも桜とすれば満足のいく言葉だったようで、むずがゆくも笑えみを堪こらえつつ俺の手を握にぎってくる。恋こい人びと握りで。

「正気!?」

「い、いいじゃん！　デ、デートってそういうもんだし……。ほら行くよ！」

　言われるがまま。手を握られた状態で、人込みの流れに沿って移動開始。

　全国のフレンズに拡散しないと。デート時は女の子の手を絶対に握ってもいいって。

　んなわけあるかい。

　離はなれないようにと握られた手はめちゃくちゃ熱い。俺も熱いが桜は比にならず、いかに手を握るという行為に緊張しているのかが分かる。それでも手を離さないところに頑かたくなな意志を感じてしまう。

　学校の奴やつらに、イチャコラしているのを目もく撃げきされたら殺されそうだな……。




　駅を離れた俺たちが向かう先は、立ち並ぶ建物の中でも軒のき並なみ大きな複合ビル。

　複合というだけあり、アパレル関係、飲食店、本屋なんかも入っている市内でも有数の商業施し設せつであり、俺たちの目的地は最上階にある映画館。

　実に高校生らしい平へい凡ぼんなデートだと思うが、シンプルイズベストでいいじゃないか。

　出入り口前のエレベーターを待ちつつ、

「太た郎ろうは最近、何か観みた？」

「うーん……、全然だなぁ。映画館とか去年の冬ぶりだし」

　よく覚えている。「特典のカットフィルムが欲ほしいから、俺の背中に付いてこい」とキンタに言われ、アニメ『ラブコンサート！』の映画を観に行ったのだ。

　俺がキンタの推おしメンが写ったフィルムをゲットしたのに対し、キンタはエンドロール、総そう監かん督とくのフルネームオンリー。

　泣き叫ぶキンタが気持ち悪かったから、俺のフィルムと交こう換かんしてあげたんだよな。そしたら雄叫びをあげ始めてもっと気持ち悪かったんだよなぁ。

「一生、お前の背中に付いていくわ」と言われて鳥とり肌はだモノだった。

　残念な親友を思い出していれば、エレベーターは最上階にまで到とう達たつ。

　少し早く来れて正解だったかもしれない。カーペットが敷しかれた薄うす暗ぐらい大広間には、朝一番だがそこそこに客が入っている。

　券売機に行く前に、何が上映されているのかを確認。前もってネットで確認しておくのが筋なのかもしれないが、その場その場で楽しむスタイルが俺と桜には性しように合っている。

「おっ。こんなんやってんのか。これ面おも白しろそうだな」

　俺が指差すのは海外ホラー映画の続編。前作は中学生時代に桜と一いつ緒しよに見ており、日本のホラーとはまた違う怖こわさ、スプラッタ多めな作品となっている。

　この映画で決まりだろうと思っていると、

「こっちがいい」

「？　……これ？」

「うん」と桜が指差すのは、恋れん愛あい映画。名を『黒目がちな彼氏』。

　最近、やたらめったらＣＭや雑誌などの広告で推されている映画で、現役女子大生漫まん画が家かが書いた等身大ラブストーリーなんだとか。

　たしか宣伝文句は、『これを見て感動しないカップルはカップルじゃない』。

　うるせーよ、感動しなくてもカップルだよ。保険掛かけんな。

　俺としては桜の意外な選せん択たくに驚きを隠せない。

「別にいいけど……、本当に観たいのか？」

　肌はだの温ぬくもりよりも血の温もりを映画で求める桜が？

　ハートウォーミングよりもダイハードの桜が？

　疑ぎ惑わくの目を一いつ閃せんするかのように、手首を摑まれてしまう。

「い、いいじゃん！　デートなんだし！」

　いや、反対なんて言ってないじゃないスか。

　券売機で２人分のチケットを購こう入にゆうして間もなく。入場口で店員さんに半券をもぎってもらい、指定された館内へと入る。席を選ぶ段階で気づいていたが、映画館が込こむ理由はこの恋愛映画目当ての客が多いからのようだ。

　等身大ラブストーリーなだけに見に来る客層はティーン層が多く、高校生や大学生などの等身大カップルばかり。仲なか睦むつまじいカップルたちは、いかにも前前前世から君を探し続けていたと言わんばかりにベタベタしている。

　俺たちもその中の一組に溶とけ込んでしまっていると思うと、なんとも落ち着かない。

　指定された席に着席し、しばし歓かん談だんしていれば、本編前の宣伝や注意事じ項こうが流れ始める。

　あ、さっきのホラー映画の告知だ。

　気味悪さが伝わるＢＧＭがいつまでも耳に残り続ける。薄暗い廃はい病びよう棟とうを逃にげ惑まどう少女を追い詰める死し霊りよう目線が、緊きん迫ぱく感をより高める。多くの観客が予告映像にも拘かかわらず、固かた唾ずを飲のんでしまう。

　部屋の隅すみまで追い詰められてしまった少女が、ベッド下で息を潜ひそめる。その選択は苦肉の策、愚ぐ行こうであり、数秒後の少女に何が起こるかを容易に想像できてしまう。

　死霊が目の前に現れてバッドエンドな光景が浮うかぶと同時、ふと俺の脳内に悪戯いたずら心ごころが芽生えてしまう。

　タイミング良く死霊がスクリーンを覆おおった瞬しゆん間かんにニヤリ。

　アタックチャンス。画面にくぎ付けになっている桜の左ひだり肩かたをポンポン。

「ひ……っ！」

　少女の悲鳴と、桜の上ずった声がハウリング。

　ぷぷぷっ！　ずいぶん可愛い悲鳴を上げること！

「た、太郎……っ！　[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「くくく……、!?　ぉぉ……！」

　俺の首横。ズドンッ！　と座席シートに桜の拳こぶしがめり込みなう。さすがは低反発素材……、他のお客さんには一いつ切さい迷めい惑わくを掛けない仕様だぜ……。

　ハイリスクゼロリターンな悪戯を後こう悔かいしていると、桜が俺の耳元に接近し、

「……いい？　次くだらないことしたら、ああなるよ？」

　桜が顎あごで指差したスクリーンへ視線を向ける。

　そこには、見るも無残に八やつ裂ざきになった少女が……。

「……すいませんした」と呟つぶやけば、桜は鼻を鳴らして定位置へ座り直してくださる。

　ハイリスクデスリターンだよ……。

　程なくして館内が暗くなっていき、いよいよ本編がスタートする。

　暗くなるのもう少し待ってほしい……。




　ざっくりストーリーを説明すると、女子大生のヒロインがある日、公園で倒たおれているイケメン青年を拾う。その青年と一つ屋根の下で暮らしていくうちに恋愛に発展していくのだが、物語中ちゆう盤ばんで青年の正体が地球を調査しにきた宇宙人だと判明。それでも愛を育はぐくみますか？　という内容となっている。

　終盤始めに差し掛かり、青年の黒目比率が気になっていたヒロインも、それが彼のチャームポイントだとようやく受け入れ大団円。と思いきや、近所の小学生にチクられて青年がＮＡＳＡの屈くつ強きような男２人に連行されているところである。

　途と中ちゆうまで観た感想。

　クソ映画すぎるっ。

　どこが等身大のラブストーリー？　作者の等身大スケールがヤバ過ぎて、一いつ般ぱん人じんの器うつわじゃ計り知れねぇ……。

　なのに、そこかしこから鼻をすする音が聞こえてくるのは何故なぜだろうか。俺の感性がズレてるだけ？

　少女漫まん画がを俺が全く読まないからかもしれない。というわけで、同じ穴のむじな、マーガ〇ットではなくジャ〇プで育った桜の横顔を確かく認にん。

　なんと。桜の瞳ひとみには涙なみだの膜まくが出来上がっているではないか。

　それもそのはず。

　あ、欠伸あくびを嚙かみ殺してやがる……。

　周りの女子たちがハンカチを握り締しめているのに対し、桜は退たい屈くつを紛まぎらわすように右頰ほおに空気を溜ため込んだり左頰に空気を溜め込んだり。

　てめぇ……、だから恋愛映画で大だい丈じよう夫ぶか聞いたんじゃねーか……。

　呆あきれてしまう。けれども怒いかりなどの感情は一切湧わいてはこない。

　それどころか、やはり俺と桜の感性は似ているのだと嬉うれしくなってしまう。

　恋愛映画をＢＧＭに桜の表情を眺ながめ続けていると、眠ねむ気けが吹ふっ飛んだかのように桜の瞳が一瞬大きくなる。

　スクリーンに視線を戻もどせば、いつ再会したかも分からないヒロインと青年が抱だき合ってキスをしているではないか。

　退屈そうにしていたくせに、キスには反応するとか小学生か。

　人知れず笑えみをこぼしてしまうのだが、よりによって桜が俺へと視線を向けてきた。

　こんな顔を見られたくないからと、俺の視線を確認しようとした。そしたらガッツリ見られていた。そんな感じの表情。

　羞しゆう恥ちしているのがバレた桜は口をパクパクと動かし、声にもならぬ声で動どう揺よう。叱しつ責せきすることも殴ることも忘れ、コッチを見るなと俺の首をスクリーンへと捩ねじじり散らかす。

　がさつなんだけど、やっぱり乙女おとめチックな奴である。




　映画も終しゆう了りようした昼前。腹が減ったこともあり、自然と飯を食う流れに。

　市内でも１、２位を誇ほこる繁はん華か街がいを歩いているが、土曜日ともなれば若者で溢あふれかえり、さらに賑にぎわいを見せている。

　幼おさな馴な染じみに見み栄えを張ってもバレるだけ。そもそも洒落しやれた店など知る由よしもない俺は、俺ら馴な染じみの店を提案。

「駅前のマックでいいよな」

「却きやつ下か」

　瞬殺かよっ。

　なんだコイツ。初デートは高級フレンチがいいとかいう、危険な思想の持ち主なのか？　高望みを上じよう昇しよう志向と勘かん違ちがいする残念系女子？

　思わずコンビニを親指で指差してしまう。

「コンビニのフレンチトーストでも食ってろ──、ん……？」

「意味分かんないこと、」

「？？？」

「言うな───────！」

「ギャ───────！」

　親指を鷲わし摑づかみされて、ジョイスティック３６０度回転!?

「お、俺の親指ちゃんがががががが……」

　もう一生Ａボタン連打できないかも……。

　親指はもう諦あきらめよう……。早急に誠意を見せないと次は首を回されてしまう……。

　痛みよりも命を優先すべく、４本指でスマホを取り出す。

「お、おーけーＧＯ〇ＧＬＥ……、こ、ここら辺で美味おいしい、……フフ、フフフレンチを……。……できれば１万円以内で……」

　あまりに震ふるえ声過ぎて、『音声ヲ認識デキマセンデシタ』の非情な一言。

「別にフランス料理食べたいなんて一言も言ってないじゃん……」

「え……、違うの……？」

「私が良いとこ知ってるから案内してあげる」

　桜が……？　駄だ菓が子し屋とか？

「今、変なこと考えなかった？」

「!?　か、考えてねーし！　リーズナブルっぽいと思っただけだし！」

　粘ねん着ちやく質しつな瞳で俺を見続ける桜だったが、しばらくすれば見み逃のがしてくれる。

「付いて来て」と言われ、またしても手を握にぎられてしまう。




　桜に案内されたのは小さなカフェ。繁華街を途中で外れ、山側へしばらく北上する必要があるだけに人ひと気けは少なく、比ひ較かく的てき落ち着いた場所に建っている。外観は立て看板が無ければカフェなのか雑貨屋なのか、というより人ん家ちじゃね？　と思ってしまうほどに町のオブジェクトと化している。

　中へ入れば20代前半くらいの女性店員さんが、ガラステーブルに１人用ソファが向かい合った席に案内してくれる。

　ふかふかソファへと腰こしを下ろし、こんなオシャレ空間に来たことがないから辺りを見み渡わたしてしまう。木目調の床ゆかだからか、間接照明という奴やつだからか。店内の明るさは白というよりオレンジのような温かい色で満たされ、一席一席がリビングでくつろいでいるような雰ふん囲い気きとなっている。

　が、落ち着けるのは玄人くろうとなオシャレニストだけ。俺のようなスタバですら入るのを尻しり込ごむ奴が落ち着ける環かん境きようではないのだ。それは桜も同じようで、初めて入ったの丸出し。さり気なくもネコ目な瞳を行ったり来たり、唇くちびるも付きだしたり戻したり。

「お前、誰だれに紹しよう介かいしてもらった？」

「む」と向かい合う桜がひと睨にらみきかせてくるが、相手は幼馴染である俺。隠かくし事は無む駄だだと悟さとったのか肩かた肘ひじつきつつ、

「王おう華か。１人でゆっくりしたいとき、ここで本読んでるらしいわ」

　超ちようしっくりくる答えに、思わず「ああ」と感かん嘆たんの声が出てしまう。正した姿勢で、コーヒー飲みながら本を読んでいる姿が目に浮かぶわ。さすが玄人オシャレニスト。

　気のせいなアウェーを感じつつ、俺と桜はオーダーを通す。メニューを選ぶのも一苦労で、パスタだけでもパンチェッタだのシルキーポークだの横文字だらけで悪戦苦く闘とう。俺が解読できたのは『本日のおすすめパスタ』。桜は桜で一か八かの賭かけに出たのか、ジェノベーゼのうんたらかんたらのパスタを選せん択たく。

　店員さんがいなくなったタイミングで、

「桜、ジェノベーゼって何……？　超強そうなんだけど」

「……」

　俺の読みは正しいらしく、そっぽ向きやがった。

　あと10回くらい来店したら、スラスラとメニューを詠えい唱しようできるようになるのだろうか？　離はなれた席でドヤ顔マックしてる人が、「エルギオスのジオスパークで、あとオルゴ・デミーラも」と注文しても今の俺は不思議には思わないレベルである。

「お待たせしました」と店員さんが注文した料理を運んできてくれる。俺のパスタはトマトソースをベースに大きくカットされたナスやベーコンが入った定番モノ。一方、桜のパスタは緑が練りこまれた麵めんに、ミニトマトやエビが散りばめられたオシャンティな一品。もっとゴツいものを想像していただけに少し残念。

「いただきます」と言ってから一口。うむ。隠れ家が的場所でもやっていけるのが頷うなずける味だ。ベーコンはスモークされているようで、トマトの酸味に負けず上手うまく口の中で程ほどよく調和されていく。ウチの店隣どなりで出されたら親父おやじが号泣するレベルである。

　桜のパスタの味はどうだろうかと尋たずねようとするが、桜に違い和わ感を感じる。

　パスタを口に含ふくんだ桜は、僅わずかにも眉み間けんにシワ寄せ、僅かにも涙目。

　俺でなきゃ見逃しちゃうねレベル。

　にも拘かかわらず、桜はもう一口と、パスタにフォークを絡からませる。

　グルグルグルグルグルグルグル……。フォークにまとわりつくパスタが大きくなるだけで、一向に口に入れる気配なし。

　ようやく入れたと思いきや、パスタ１本分も食しておらず。巨きよ大だいな塊かたまりは皿へと戻るだけで、もはや躊躇ためらっているの丸出し。俺でなくても見み逃のがさないねレベルだ。

「美味しい、わね……！」

　どの顔で言っとるのだろうか……。

　気にならないわけがなく、桜のパスタにフォークを突つっ込み、口へと放ほうり込む。

　この味はバジルだろう。口の中に香こう草そう独特の香かおりが拡がり、食しよく欲よくを搔かき立てる一品に仕上がっている。

　こちらもまた大変美味しゅうございます。けれど、桜にとっては地じ獄ごくに違いない。こいつ、バジル、ミントや大葉、パクチーなんかが大の苦手だから。

「馬ば鹿かだなぁ。ラスボスなんか頼たのむからそうなんだよ」

　食わず嫌ぎらいでもしてたのかコイツは。俺にバレれば急いで水を流し込み、

「だ、だってしょうがないじゃん！　私の直感ではジェノベーゼってチーズか何かだと思ったんだもん！」

「変なところでアーティスティック発動するなよ……」

　おもくそ外しとるし。

「ほら、こっち食え」

　幸い俺はどっちも好きだからと、俺のパスタと桜のラスボスパスタを取り換かえる。

「あ、ありがと……」

　ミスしたことが恥はずかしいのか、無理やり食べようとしていたのが恥ずかしいのか。少し頰を染める桜だったが、トマトソースのパスタを一口食べ、

「うん……、美味しい」

　満足してくれたようで何よりである。




　ゆったりとした時間が流れる空間なだけに、俺らはもくもくとパスタを食べ続ける。

　気配り上手な店員さんが食べ終えたタイミングで、セットで注文していたアイスコーヒーとピーチティーを持ってきてくれる。手て際ぎわよくコースターに飲み物、ストローやシロップなども配はい膳ぜんし、食べ終えた食器も回収。最後に「ごゆっくり」と微笑ほほえみかけてくれ、急ぎ目に食べてしまっていただけに、その一言はありがたいとすら感じる。

　少し余よ裕ゆうができ、ずっと話し合いたくてウズウズしていたことを前のめり気味に話してしまう。

「なぁ。さっきの映画凄すごかったな！」

　桜と漫まん画がやゲームなどを語り合うのは、すげー楽しい。意見が合うことが多いし、合わないことがあっても、本音でズケズケ言う奴だから気き兼がねしなくていいのが何より良い。あっという間に時間が経たつことなどザラにあるくらいだ。

「そうね、面おも白しろかったね」

「？　面白かったって、……ネタとして？」

　違和感を感じ首くびを傾かしげると、桜はシロップを混ぜつつ、均きん衡こうを取るかのように俺と反対側に首を傾げる。

「恋れん愛あい映画として面白かったって意味だけど？」

　……？　期待していた返答と全然違う。俺の予想では、「どこが等身大なのよ」とか、「ヒロインが女め々めしすぎる」とか、「最近の女子に共感できない」とかだ。だって、感性が残念なほど俺たち男子と一いつ緒しよな奴だから。

　というかさ、

「お前、あくび我が慢まんしてたじゃん」

　ストローで吸っていた、ピーチティーがゴボォッ！　逆流。

「！　し、してないわよ……。！　っていうかそんなとこも覗のぞき見してたの!?」

「ひ、人聞きの悪いことを言うなよ！」

　ちょっと暇ひまつぶしがてらに覗──、見てただけじゃねーか。

　噓うそをつく理由が定さだかではないが、宣伝文句の『これを見て感動しないカップルはカップルじゃない』の煽あおりでも気にしているのだろうか。

　お前も泣いてたじゃん。あくびで。

「そんなことよりさ。文化祭の準備は上手くいってるの？」

　感動場面など挙げられるわけがない桜は、この話は終わりだと豪ごう快かいな切り返し。

　仮にも感動した映画ならそんなこと呼ばわりするなよ……。

　もっと語り合いたい気持ちがあるが、こうなってしまえば抑おさえるしかない。

「まぁ、順調だと思う。サリュは役作りでまた進歩できたし、俺やキンタは特段することは少ないし。あとは撮さつ影えい機器の確認と、当日に回るルートを考えるくらいかな」

　結局は、当日にサリュがいかに頑がん張ばれるか、俺やキンタがいかに緊きん急きゆう時にサポートができるかが、文化祭の最さい優ゆう秀しゆう賞に繫つながるわけだし。

「レインダンスはどうなんだよ。ルナ先せん輩ぱいがだいぶストレス抱かかえ込んでたみたいだけど。そんなに当日は詰つめ込むのか？」

「そうね。新曲中心に５曲歌おうと思ってるから」

「！　５曲も？」

「さすがにフルは時間的に無理だから、全部ショートだけどね」

　マジかよ。いくらショートって言っても、たかだか１ヶ月の期間で全部覚えるのは相当なもんだろ。

「間に合うのか？」

「間に合わせてみせるわよ」

　相変わらずの食って掛かかってくるような、桜の強気な言葉と視線。

　俺と遊んでいる場合ではないだろうが、そんなことは言えない。不器用な奴だから何事にも全力なのだ。それに、全力の１つに自分が入っていることが素す直なおに誇ほこらしく思う。

　けれど、同時に違和感も感じてしまう。

「ねぇ太郎。練習まで少し時間あるし久々に行こうよ。聞いてる？」

「！　お、おう」

　集中していたせいで、咄とつ嗟さに頷いてしまった。

　久々に何処どこへ寄るのだろうか？　よく分からんけど馴な染じみの場所っぽいし、桜の気晴らしができるなら何処でもいいけどさ。




　繁はん華か街がいへと再び戻もどり、俺たちが向かった先はゲームセンター。

　桜だけでなく、キンタとも時たま遊びにくる場所で、地下１Ｆから２Ｆまで様々なゲームが設置されている比ひ較かく的てき大きな店である。

　女子によっては地じ雷らいなデートスポットだろうが、相手は桜。そもそも桜が誘さそって来たのだから問題ナッシング。

　店へと踏ふみ入れた瞬しゆん間かん、店内のＢＧＭやクレーンゲームたちの騒さわがしいメロディがお出で迎むかえ。さっきのカフェのように落ち着ける場所でない。けれど、ホームに戻ってきたような安心感がある。そんな自分はまだまだクソガキだと痛感してしまうが、安心してしまうのだから仕方がない。

　何より嬉うれしかった。桜らしくない提案が今日は多かったけど、結局行き着く先は俺と似たり寄ったりなんだと。

　壁かべに貼はられたポスターが目に入り、ついつい桜を揺ゆすってしまう。

「見ろよ桜！　アスファイの新シリーズ入ってるぞ！」

　アスリートファイター。ボクサーや空手家はもちろん、メジャーリーガーやフィギュアスケーター、ハンマー投げの選手なんかも揃そろう、多種多様なアスリートが異種格かく闘とう技ぎで戦う格ゲーである。

　ゲーセンと言ったらコレ！　というほどに、俺と桜はアスファイ信者なのだ。

　テンションＭＡＸ。勢いそのまま両りよう替がえ機へダッシュ。

　両替機発動！　野の口ぐち英ひで世よを生け贄リリース！

　そして……、１００円玉10枚をアドバンス召しよう喚かん！

「さぁ桜！　地下１Ｆで殴なぐり合おう！」

　下りのエスカレーターに飛び乗り、お前もコッチ来いよ！　ＨＥＹ！　ＣＯＭＥ ＯＮ！　と米国人気取りで桜を手招き。

「いや、殴り合わないし」

「え？」

　予想外な返答に棒立ちしていると、桜が視界から消えていく。数秒後、上がりのエスカレーターで帰き還かん。

「ギタフリ？　それとも太たい鼓この鉄人で勝負するのか？　ウ〇イレ？　タイムクライ〇ス？　ホッケーは勝てないから嫌いやだぞ？」

「ぜーんぶ外れ。来て」

　本日、何度目か分からない桜に引っ張られる、というより手を握にぎられてしまう。俺は馬鹿犬じゃないんだから、言われれば付いていくというのに。

　引っ張られることしばらく。桜はお目当ての機械を発見し、「……コレ」と指差す。

「プリクラ？」

　桜の指の先、そこには数台のプリクラ機。各機の壁や暖簾のれんには、モデルっぽい女の人やケバケバしいギャルたちが様々なポーズをし、『色白革命！　貴方あなたも驚おどろきの白さに！』とか『えなりか〇きも二ふた重えに!?』などのキャッチコピーがデカデカと印字されている。

「これを撮とりたいのか？」

　自分のキャラに合っていないのを自覚しているのか、恥じらいを見せつつコクン、と一つ頷く桜。

　確かにプリクラって高校生デートの定番っぽいけど、桜の行動となれば驚きを隠かくせない。

　なんとも言えぬ気持ちでマジマジ桜を見てしまっていると、

「は、早く入りなさいよ！」

「何ギレ!?　分かったから押すなよ！」

　恥じらいを抑えることができないなら解放するまでと、暴挙に出た桜に１台のプリクラ機へと押し込まれる。

　こういうシーンをドラマか何かで観みたことがある。

　男がさりげなく、いかがわしいホテル街へ女を誘ゆう導どうし、「何もしないから、ちょっと休きゆう憩けいしようよ。ちょっとだけだから、ね？　ね？」と必死の説得でホテルへと誘うシーン。

　あれ？　俺はプリクラを撮るんだよな……？

　暖簾をくぐれば、真っ白なライトが眩まぶしい空間。証明写真と似たりよったりと思いきや、案外、室内は広いようだ。

　センサーでも入っているのかモニターが点灯し、『お金を入れてね！』と明るいお姉さんの声。現金な女だと思いつつ、アドバンス召喚した１００円玉を４枚投入して商談成立のポップな効果音が。

「お、音が鳴ったわね……」

　何故なぜ、自分から誘っておいたのにビビっているのか。桜は俺の二の腕うでを摑つかみ、おどおどと引っ付いてくる。こういうのって、女子がノリノリでパパッと決めるものではないの？

『好きなフレームを選んでね♪』と色とりどりな背景が表示され、２人して思考停止。

　数が半はん端ぱねぇ。カテゴリが季節だの時代だの世界の建物だの……。１カテゴリだけでも何パターンあんだよというほどに。

「ど、どれにする？」

「……太郎に任せる」

　ラブホの部屋決めするカップルの如ごとし。もちろん行ったことなんかねーけども。

　６種類ほどの背景を選んだ後も、『明るさは？』『アップだけ？　上半身や全身は？』『目を大きくする？　美び脚きやくに見せる？』などなど、細かいオプションをお姉さんに聞かれまくり、だんだん台パンしたい衝しよう動どうに駆かられてしまう。

　まさか、プリクラがこんなにも敷しき居いが高いものだったとは……。

　撮影前、最後の選せん択たく。『撮影人数を選んでね♪』とアナウンスされ、２人用、３人用、４人用、大人数用のボタンが表示される。

　これは迷うことなどない。２人用一択だ。

　２人用のボタンをタッチしようとする。が、謎なぞワードを発見し指が止まってしまう。

「カップル用……？」

　人数以外の選せん択たく肢し、カップル用という謎ワード降臨。

　何？　カップルも２人じゃないの？　近年のカップルって10人くらいで付き合ってるものなのか？　とっかえひっかえ？

　若者怖こわい……。若者が分からない！

　混乱すること数秒、横から手が伸のびてくる。

「あ！　おま、！」

　借りてきた猫ねこ状態だった桜の独断行動。『カップル用』をタッチしやがった！

「い、いーじゃん。……デートなんだし」

　ツッコむ余地などない。『撮影スタート♪』の声と同時、お前らはもう逃にがさんと、背後から緑色のシートが下降し、退路を塞ふさぐ。

　２人してパニック。

「え、何、何!?　もう始まるの!?　俺、初めてだからよく分かんねーぞ！」

「私だって初めてよ！　……は、初めて同士だし、落ち着いてやっていけば、何とかなるんじゃない……？　太郎に合わせるから、うん、……大だい丈じよう夫ぶ」

　初体験かっ！

『モニターのカップルを参考にポージングしてね！』

「ふぁ!?」「は!?」

　ぎこちないピースサインをしていた俺たちをスルーするかのように、撮影モニターの枠わく外がいにチャラついたカップルがイチャついている写真がアップ。

　頰ほおと頰、半身と半身が触ふれ合うかのように、「いえーい☆」と密着した２人がカメラ目線。おまけに胸の前の高さで恋こい人びと握にぎり。

　これをやれと!?　というか、カップル用ってそういうことかよ！

　時すでに遅おそし。お姉さんが「お前ら早くイチャつけよ」と、カウントダウンをスタートさせやがる。

「じ、時間ないんだから早く握りなさいよ……！」

　死ぬほど恥はずかしいのは承知。頰を染める桜が「ん」と開いた手を突つき出してくる。

「お、おう……」

　可か及きゆう的速すみやかに手て汗あせを拭ぬぐい、桜へと手を合わせる。握られるのも十分すぎるほど恥ずかしい行こう為いだったが、握るという行為は別物だと思い知らされる。

　手を合わせただけなのに超ちよう絶ぜつ恥ずい……！

　ええい！　意を決し、桜の指と指の間に俺の指を絡からませる。

　跳はね上がるかのように、桜の指全すべてが大きくも反り上がる。しかし、それは一瞬。応じてくれるかのように、桜は俺の手をそっと握り返してくれる。

　互たがいがシンクロするかのように距きよ離りを半歩詰つめ、頰と頰が僅わずかに触れ合う。半身なんぞもはやベッタリ。

『３、２、１、はいチーズ！』

　ギコちない表情ながら目の前のモニターに映るのは、どこからどう見てもバカップル。

　一度やってしまえば失うものなど何もない。

「もうなんでもやってやるよ！　なぁ、桜!?」

「当たり前じゃん！」

　妙みような連帯感をキープしつつ、次から次へとモニターに映し出されるバカップルポーズを真似まねし続ける。互いの頰を突き合ったり、頭を撫なで撫で、後ろから軽く抱だきついたり、横から抱きつかれたり。

　恐おそろしいことに、撮れば撮るほど笑顔がサマになっていく。距きよ離り感も心なしか近づいている。

　どんなもんじゃいプリクラ機！　幼おさな馴な染じみ舐なめんなよ！

　いよいよラスト１枚。最後のポーズは、激しく抱ほう擁ようしつつの熱いキス。

「できるかぁぁぁ───！」

　こんなもん本物のカップルでも躊躇ためらうレベルだろ！

「ったく……、なんて破は廉れん恥ちな機械なんだ……。おい桜。最後くらいフリースタイルで決めてやろうぜ。……桜？」

　モニターに映る桜が真横、俺を見つめている？

　思わずモニターではなく、実物の桜を見てしまう。桜の力強い瞳ひとみが俺を覗のぞき続け、ギュ、と両の袖そでを握られてしまう。

　カウントダウンが迫せまれば迫るほど、つま先立つ桜の身体からだが徐じよ々じよに傾かたむいてくる。

「お、おい……。さ、さすがにそれはダメだろ……」

「デートだし、いーじゃん」

「ば、馬ば鹿か野や郎ろう！　そういうのは恋こい人びと同士がするものであってだな！」

「じゃあ恋人になろうよ」

「!?」

　冗じよう談だんなど一いつ切さいなく、緊きん張ちようの混じった桜の言葉。

　俯うつむきたい、けれど俯いたら負けだと、桜は俺から視線を外さない。瞳は潤うるんできている。

　既すでにカウントダウンはゼロになり撮さつ影えいは終しゆう了りようしているようだが、桜の声しか耳に入っては来ない。

「今日のデート楽しかったよね？」

　聞き方がズルい。つまらないなんて言えるはずがないだろ。

　それでも「楽しかった」の言葉を口に出せない。言ってしまえば俺は桜と付き合えるのだろう。だけど、それじゃダメなんだ。そんなのは一時の感情に流されただけで、情しかそこにはないし、あまりにも軽けい薄はくな行動過ぎる。

　答えを出そうと思ったから今日のデートを引き受けた。けれど、余計にこんがらがってしまう。苛さいなまれてしまう。２人の幼馴染を傷つけたくはないと悩なやみ続け、結局は負担を掛かけさせ続けてしまう。

　何を喋しやべればいいか分からない。言葉を探し続けるが出てこない。

　桜は痺しびれを切らすかのように、声を振ふり絞しぼる。

「……じゃあさ。私が文化祭で優勝したら付き合ってよ」

「！　それは違ちがうだろ！」

「……!?」

　自分でも驚いてしまう。悩み続けている自分が即そく座ざに声を荒あららげたから。

　でも、これだけ迷っていても、桜の発言が間ま違ちがっていることだけは伝えなければいけない。

「お前、何のために文化祭で優勝しようとしてんだよ？　何のためにレインダンスの３人で一生懸けん命めい練習してんだよ？　何のために音楽してきたんだよ！」

「……っ！」

　俺のせいで言わせてしまっている、焦じらせてしまったのは痛いほどによく分かる。

　けどだ。分かるからこそダメなんだ。

　こんな優ゆう柔じゆう不ふ断だんな俺のために、朝あさ霧ぎりさんやルナ先せん輩ぱい、レインダンスのファン、何より自分の夢を利用するような発言を桜にして欲しくない。

「そ、そうだよね……。ごめん、私、ちょっと軽けい率そつすぎだよね……」

「いや……、俺の方こそ、その……、ごめん……」

　本当に情けない。桜に伝えたいことがまだまだあるのに、まとまり切らない情報が多かったり、整理が全くできていないから、謝りの言葉しか絞り出せない。

　桜は強い。表情は控ひかえめながら微び笑しようを浮うかべ、自分の弱さを隠かくそうとする。

「ほら、まだ写真に落書きとかできるんでしょ？　そろそろ時間だし急ごっか」

「お、おう……。そうだな」

　蒸むし返すことはできないと俺も空元気を見せてしまう。




　駅のロッカーまでギターを取りに行き、俺もスタジオまで付いていく。とある人物と待ち合わせしているのだ。

　店内に入りカウンターへ進むと、桜と馴な染じみの店員さんが「もう他の子たち来てるよ。Ｆ室ね」と教えてくれ、地下にあるＦ室を目指すべくエレベーターに乗り込む。

　カラオケの店内を想像してもらったらベストだろう。廊ろう下かを歩けば各部屋は防音されているものの、微かすかに歌声や演奏音が漏もれている。

　Ｆ室の重じゆう厚こうな扉とびらを開けば12畳じようほどのフローリング部屋が広がり、数本のマイクスタンド、楽がく譜ふスタンドが中心に置かれ、天てん井じようにはスピーカーが２台、部屋の片かた隅すみにはアンプやスピーカーなどの機材がコードで繫つながれている。何度も手伝いに来ているだけに見慣れた光景である。というか桜宅の練習室と似ている。

「タロ様───！」

　家に帰ってきた主人へと駆けつける子犬を彷ほう彿ふつ。お気に入りの白色ワンピースにカーディガンを羽織った、余所よそ行きスタイルのサリュが勢いよく飛びついてくる。

　待ち合わせの人物はサリュ。ルナ先輩とサリュは遊んでいたのだ。

「おう。ちゃんと迷わずに来れたか？　……何やってんの？」

　サリュが俺の周りをウロウロキョロキョロ。小さな鼻をスンスンと動かし、胸むな元もとや首筋、背中へと押しやってくる。

　その後、長ったるい前まえ髪がみから、断片的に覗く碧へき眼がんと金眼でただただ見つめてくる。

「あはっ♪」と、サリュの背後からひょっこり顔を出すルナ先輩が、

「デート楽しかったー？」

「あうっ……！」

　聞きたくもないワードを聞いてしまい、ルナ先輩に後ろから斬きり付けられたようにサリュが寄りかかって来る。死にかけにも拘かかわらず、視線は俺から離はなさない。

　桜とのデートが気になって仕方ない。気になるが、怖かったり無ぶ粋すいなことは重々承知だから聞けないのだろう。

　サリュの気にすること、桜との進展はない。けれど、後退に似たわだかまりのようなものができてしまっているだけに、気まずさは隠せない。

　困りの色を見せてしまう俺だが、朝霧さんと話していた桜が戻もどってくる。トートバッグを漁あさり何かを取り出すと、そのままサリュの鼻にその何かを押し付ける。

「？」と鼻に違い和わ感を感じたサリュは、寄り目がちに付けられたモノを剝はがす。

　俺と桜がイチャついているプリクラである。

　サリュが動どう揺ようしないわけがなく、

「はわわわわ……！」

「どう？　いいでしょ？」

「タロ様の横に何か写ってるですよう……！」

「心しん霊れい写真みたいに言うな！」

　相変わらずの小こ競ぜり合いをスタートさせ、いつものような光景。

「桜さんのおたんこなす！」

　サリュの悪口に対し、桜は悪口のラリーを返さない。代わりに撮とりたてのプリクラを、サリュの右ほっぺに貼はり付ける。

　貼られたプリクラを剝がし、別のポーズの写真を見せられたサリュは涙なみだ目め。自分には武器はない、だからこそ無力な悪口を続行。

「桜さんのいかれぽんち！」

　サリュの左ほっぺに別のプリクラをペトリ。

「ううっ……！　桜さんのえっと……えっと……」

　悪口のレパートリーが少ねぇ……。もはやサリュの負けは確定で、一方的にサリュの顔がプリクラだらけになっていく。

　さすがにやり過ぎじゃないか？

　ここら辺にしとけと止めようとすると、サリュが最後の抵てい抗こうにお馴染みの叫さけび。

「２番目のくせに！」

「……２番目って言うな」

「桜……？」

　防音室に吸い込まれ、殆ほとんど聞こえない桜の声はあまりにも痛々しく感じてしまう。だんだん俯いていき、表情が見えなくなってしまう。

　いつものように「前髪お化け」というワードが返ってこず、サリュが固まってしまう。

「別に好きで２番目になったわけじゃないし……！　先に出会ってたから好きになっていいとか無いじゃん……！」

「？　……さく、らさん？」

「別に何番目でも好きになったんだからしょうがないじゃん！　前髪お化けのバーカ！　バーカ！　バ───カァ！」

　サリュの前髪を払はらった桜は、タァァァン！　と将しよう棋ぎを指しているかのようにサリュのおデコへとプリクラを貼り付けて咆ほう哮こう。

　脳天を撃うたれたかのようにサリュがその場にへたり込む。いつもとは違う桜の剣けん幕まくにただただ驚おどろき、俺たちさえ沈ちん黙もくしてしまう。

　初めに声を出したのは桜。

「あ……、ご、ごめん。ハハハ……、いつもと違うノリで行こうと思ったら、間違えちゃったみたい。立てる？」

「は、はいです……」

　差し伸のべられた手を反射的に摑つかんだサリュは立ち上がり、「あ、あの……」と何か言いたげだが、桜がそれを許さない。

「あ。私、喉のど乾かわいたからコンビニ行ってくるね」

　張り付いた笑え顔がおのまま、桜は小走りで部屋を後にしてしまう。

「お、おい、桜──、「桃もも山やま君」」

「……？」

　桜を追いかけようとする俺を朝霧さんに止められてしまう。

　さらに朝霧さんは、「先輩」と短く告げ、ルナ先輩へとアイコンタクトを送る。

「はいはーい。サリュちゃん、顔のシール剝がしに行こっか」

「は、はいです……」

　サリュの手を握にぎったルナ先輩が、手洗い場へとサリュを連れて行く。

　あっという間に俺と朝霧さんだけの空間になってしまう。

　僅わずかな音も吸収してしまう部屋で、腕うでを組み視線を合わせてくる無表情の朝霧さんは、いつも以上に何を喋るかは分からない。

「桃山君」

「う、うん……」

「桜が惨みじめだわ」

「……。……はい？」

　無表情だった朝霧さんは、器用に口角を上げ微笑。

「聞こえなかった？　桜が惨──「ちょ、ちょっとストップ！」」

　何だこの人!?　やっぱり何考えてるか分かんねーぞ！

　錯さく乱らん状態の俺を見て、さも楽しげにクス……と大人な笑みを崩くずさず、

「落ち着いたかしら？　いつも以上に顔が死んでたから元気づかせようと思って」

「普ふ段だんはそこそこエネルギッシュですけどね……」

「あら？　やっぱり今は元気ないのね？」

「……まぁ、否定はできないかな」

「桜とのデートが上手くいかなかったからじゃない？」

　まるで今日の俺たちを隠しカメラで見てきたかのような質問だ。というよりも、まるで結果が読めていたとさえ思えてしまう。

　噓うそや誤ご魔ま化かしなど直すぐに見み抜ぬかれてしまうだろうと、俺は１つ頷うなずく。

　すると、

「じゃあ、そういうことでしょ？」

「！　……っ」

　単刀直入だった質問から、大おお雑ざつ把ぱな言葉だった。

「ねぇ、桃山君。ずっと言わないで延ばすほうが私は酷こくだと思うわ」

　大味や曖あい昧まいで、赤の他人からしたら何を聞いているか分からないレベル。けれど、これだけ胸に入り込んでくる言葉たちは無かった。ピッタリ過ぎて気持ち悪い。異物にしようと押し出そうとしてしまう。

「でもさ……、でも……俺は桜を──、「こっち見て？」」

「……え？」

　言葉を遮さえぎられ、言葉どおり朝霧さんを見ようと顔を上げる。すると、親指に引っかかり、みょーん、と伸びていくシュシュに目がいってしまう。

「えいっ」

　シュシュのゴム鉄でつ砲ぽうが俺の鼻にヒット。痛さは全くなく、シュシュが床ゆかへと落ちていく。

　落ちたシュシュから、朝霧さんへと視線を戻す。

　笑みはなく、凜りんとした表情だった。

「桜を見くびらないで」

「……！」

　今になってぶつけられたシュシュが、どれだけ重い一いち撃げきだったのかを思い知らされてしまう。上半身がぶっ飛んでしまうほどの衝しよう撃げきといえば大おお袈げ裟さかもしれないが、脳に叩たたき込まれ、足にまで衝撃が至るほど。女子の前にも拘らず目め頭がしらが熱くなってしまう。

「知ってるでしょ、桜が強い子だって。そんなことは親友の私より、幼おさな馴な染じみの桃山君のほうが分かっていないと駄だ目めなことよ？」

　拒きよ否ひ反応を起こしていた言葉のピースがはまっていく。

「……そうだね。俺は桜を甘くみてたんだな……」

　きっと朝あさ霧ぎりさんが言ってくれなかったら、これからも悩なやみ続けていただろう。桜のことを軽視し続けて、桜を苦しませ続けただろう。

　桜の親友の朝霧さんだからこそ、気づかせてくれた。

「とりあえず私が言いたいのは、桜をからかったり、悩ませていいのは私だけってこと」

　相変わらず摑めない人でもあるけど。

「了りよう解かいです」とついつい笑みがこぼれてしまえば、朝霧さんの表情もいつもの微び笑しようへと戻ってくれる。

「分かってくれたら、それでいいわ」

　落ちていたシュシュを手て渡わたせば、朝霧さんは滴したたり落ちるような長い黒くろ髪かみをシュシュで１つに束ねる。用件はもう終わったから、すべきことをしろという意思表示されているようだった。

　分かっている。俺だけがスッキリしたところで、未いまだ何も解決はしていない。

「俺帰るよ。朝霧さん、悪いけどさ。桜に伝言頼たのめる？」

「何かしら？」

　少し恥はずかしくもあったが、もはや体てい裁さいもへったくれもない。

「今日の21時、いつもの場所で待ってるって」




　　　　※　※　※




　準備に手間取ってしまい、21時が間もなく訪おとずれてしまう。１、２分程遅ち刻こくしてしまいそうだ。

　ロスタイムを１秒でも早く埋うめようと、地元の慣れ親しんだ町を自転車でかっ飛ばす。

　暗くら闇やみの中、点々と光る街灯を辿たどるのは心元ないが、心は軽い。

　ようやく桜との約束の場所、いつもの場所の入り口が見えてくる。

　そこは桜の練習場所である商店街。相変わらず寂さびれ、夜ともなればシャッター通りはより静けさが目立つ。進めば進むほど、商店街を退たい廃はいさせた根源ではないかと思う歌声が聞こえ、いつもは心地ここちよいギターの音色さえ心なしか憔しよう悴すいしているように儚はかない。

「悪い、待たせたな……！」

　ロスタイム２分。息を乱しつつ、歌声の主、桜のもとへと到とう着ちやくする。

「別にそこまで待ってないしいいよ」

　らしくない桜の返事、未いまだに態度はよそよそしく感じてしまう。

　スタジオから直で来たらしく、服装も先ほどのまま。大雑把な性格だからではなく、おめかしなどどうでも良いと考えているように、ロング丈たけのシャツごと地面へ腰こし下ろしている。

　首にかけたギターストラップを外し、ギターケースへとしまい込みつつ、

「でさ……、どうしたの？」

「第２ラウンドだ！」

「……は？」

　コイツ何言ってんの？　みたいな桜の目が懐なつかしい。

　よそよそしい態度より呆あきれられた態度の方が良いとかドＭっぽいけど、そんなことはこの際どうでもいい。

「デートの続きだよ！　ほら、コレ！」

　跨またがっていた自転車から降り、背負っていたリュックからデートに必ひつ須すなアイテムを２つ取り出す。そのうちの１つを桜へと突つき出す。

「ゲームしようぜ！」

　これが目に入らぬかと突き出したのは懐かしの携けい帯たいゲーム機。中のソフトはもちろん、俺と桜が大好きな格ゲー、アスリートファイターを入れてきている。

「いやー、桜の部屋から見つけるのは簡単だったんだけど、俺の方がな。まさか詩し音おんに貸しっぱなしだったとか盲もう点てんだったわ」

「か、勝手に入るな！」

「お前もこの前入ってきたじゃねーか」

「！　わ、私のことはほっときなさいよ！」

　発想が剛ごう田だ武たけし。より桜らしくなってきた。

「ほら、やろーぜ。ギリギリまで充じゆう電でんしてきたんだぞ」

「しない。そんな気分じゃないし」

　ゲーム機から視線を逸そらす桜を無視し、２台の電源をＯＮ。思わず口ずさみたくなるＯＰが流れ始める。

「懐なつかしっ！　えっと、桜の愛キャラはコイツだな。２Ｒ制で時間制限有でいいよな？」

「なんでやる前提なのよ!?」

　知ったこっちゃねーと、無理矢理にゲーム機を桜へと押し渡わたす。

「はい、スタートな」

「ちょ、ちょっと……」

　桜の瞳ひとみに『ＮＯＷＬＯＡＤＩＮＧ……』が映り込む。ため息づく桜は、諦あきらめ気味にゲーム機を構え、

「；……分かったわよ、１回だけね」

「そうこなくちゃな」

　読み込みが終しゆう了りようし、ランダムで選ばれた金かな網あみデスマッチのステージ上に２人のキャラが映し出される。

　桜のキャラは黒人のヘビー級ボクサー。筋骨隆りゆう々りゆうで見てくれどおりの、ごり押しパワータイプだ。対して俺は、シェイクハンドのラケットがメインウエポンの卓たつ球きゆう選手。玄人くろうと向け、乙おつなテクニックタイプである。

　横目で桜を確かく認にん。仕方なしの構えは明らかにやる気がない。

　だけど、知ったこっちゃねー。

『３、２、１、ＦＩＧＨＴ！』

　ゴングが鳴ったと同時、卓球選手のサブウエポン、ピンポン玉をラケットで打ち込む。弾だん丸がんサーブがボクサーの鋼はがねの肉体にペチンッ！　とヒット。

　削けずられる体力は極小。けれど、塵ちりも積もれば山となるのだ。

「先手必勝───！」

「たぁ！　たぁ！　たぁ！」と実際の試合では警告をくらうほどの奇き声せいを上げ続け、ボクサーへとピンポン玉をひたすら当て続ける。

「……」

　桜の眉み間けんが僅わずかにひくつく。それでも攻こう撃げきの手を緩ゆるめない。

　たぁ！　たぁ！　たぁ！

「甘いぞ桜！　初心者キラーとして名を馳はせた俺を舐なめるな！」

「……っ」

　ペチンッ！　ペチンッ！　ペチンッ！

「どうした桜！　このスタイルのせいで、当時クラスメイトに１週間無視され続けた俺を見くびるな！」

「……このっ」

　体力が３分の２減ったタイミングでサーブの手を緩めれば、フラストレーションの溜たまったボクサーというか桜は、好機だと接近。

　待ってましたと超ちよう秘ひのコマンドを入力。

「そいやっ！」

　光輝かがやくエフェクトが卓球選手のラケットを包み込み、ノコノコとやって来たボクサーの顔面に豪ごう速そくのフルスイングを見み舞まう。

　巨きよ体たいのボクサーがトラックに撥はねられたかのように地面を一転二転。体力は言わずもがなゼロ。

『ＫＯ！』とレフェリーの声が入り、卓球選手が両手を掲かかげ「さぁぁぁぁぁぁ！」と咆ほう哮こう。

　俺も咆哮。

「さぁぁぁぁぁぁ！」

「うっさいな！　まだ１Ｒ終わっただけじゃん！」

　完全に桜の闘とう志しに火が点ついたようだ。前かがみになり少し猫ねこ背ぜになった姿は、桜の本気モード。

　第２Ｒが開始したタイミング。ボクサーがガード状態で猛もう進しんしてくる。

　だが甘い。絶えず連射し続けるサーブに緩かん急きゆうを付けて対たい抗こう。高速サーブのみでなく、横、縦、左、無回転サーブと様々な球の弾だん道どうがボクサーの足を止めることに成功する。

「どうだ桜ぁ！　初期の卓球選手の味は！　弱体化前舐めんな！」

　攻撃を受け続けたボクサーはスタン状態。頭にはお星さまがグルグル回っている。

　攻撃できないのならば舐めプするまで。ボクサーのもとへと歩いていき、往復ビンタの要領でラケットの弱パン４連コンボ。

『ＹＯＵ ＷＩＮ！』

　敗者のボクサーがうつ伏ぶせに倒たおれこみ、勝者の卓球選手が仰あお向むけでガッツポーズ。

「しゃっ！」

「くっ……！　ムカつく─────！　もっかい！」

「１回だけじゃなかったのかー？」

　煽あおれば尊し。今にもＶＲリアルファイトが始まりそうなほどに桜が俺へと顔を近づかせ、

「も・う・１・か・い！」

　強気な桜に思わず噴ふき出してしまう。

「な、なによ……！」

　恥はずかし気に視線を画面へと戻もどす桜は、完全に俺の知る桜。

　桜はこうでなくちゃならない。

　２回戦が始まる前の読み込み中。ガラスでできた商店街の天てん井じようを仰あおいでしまう。

　９月終わり、残暑も終わった秋の夜空を見上げつつ言葉が零こぼれる。

「正直言うとさ」

　俺の声のトーンが真ま面じ目めになったのに気づいた桜は、再度俺へと視線を向ける。

「今日のデート、クソつまんなかった」

「っ……！」

　俺の最低な発言を、そのままに受け取ってしまう桜。

「……どういうとこが……？」

「デートの内容というより桜かな」

「……私？」

「だって今日の桜、お前らしくなかったじゃん」

「私、らしくない？」

　読み込みが終了し、試合開始のゴング。

　俺たちはキャラを動かさない。カウントだけが進んでいく。

「だってそうだろ。バカップル商戦に吞のみ込まれて全く興味ない恋れん愛あい映画観みて、リラックスするはずの店でド緊きん張ちようしながら飯食って、思ってもない感想言ってさ。全然お前らしくねーよ。一いつ緒しよにいてもつまんねーよ」

「……。じゃあ……、どうしてたら楽しかったのよ？」

「何もしなくていいよ」

「……え？」

「桜とは何も考えないでさ。一緒に楽しめそうな映画観て、観た映画が面おも白しろかったかクソだったかを安いハンバーガー屋でダベるのが楽しいんだよ」

　桜の大きな瞳が、さらに大きく開いた。

　一生懸けん命めい考えてくれたプランなのに、よく何も考えてなかったお前が言うもんだと卑ひ下げされても仕方ない。けれど、俺は俺なりに考えてノープランを楽しむつもりだった。

　考える必要なんて無いと思ったから。

「今みたいに、桜とバカ騒さわぎしながらゲームするのが、俺は最高に面白いんだよ」

　重い荷物をようやく下ろすように、大きくゆっくりと桜は息を吐はき出す。

　そして、頷うなずいてくれる。

「今日のデートを全否定してるわけじゃないぞ？　お前の新しい一面も見れたし。でも限度があるぞってこと」

「……うん」

　視線を合わせる桜は今にも涙なみだが溢あふれそうだ。らしくない顔に違ちがいないが、こればっかりは我が慢まんしてほしい。前へ進ませてほしい。

「俺は桜とそういう関係を続けていきたい」

「……うん」

　どこまで伝わったかは分からないが、桜はもう一度頷いてくれた。

　夏休みの終わり以降、ずっと胸に詰つまっていたモヤモヤとしていた感情が消えていく。

　心が軽くなり、大きく深呼吸をしてゲーム画面を見れば、カウントダウン３秒前。

　３、２、１のタイミングで卓球選手の顔面にニーキックが入る。

「あ」

『ＴＩＭＥ ＵＰ！』の表示とともに、ボクサーがシャドーボクシングで勝利の余よ韻いんに浸ひたっている。

「てめぇ……！」

　恨うらめしく横を向けば、「いー！」と白い歯を見せ、滲にじんだ瞳だろうがお構いなし。桜が惜おしげもなく笑いかけてくる。

　２Ｒ開始早々。サーブを打たせる暇ひまは与あたえないと、ボクサーがスライディングタックル。

　桜が怒ど濤とうのラッシュ。一打一打に、溜まりに溜まったストレスを込こめて、

「何あの映画！　泣きどころか笑いどころか全然分かんなかったわよ！」

「おう！」

「ジェノベーゼって何よ！　ドラクエのボスみたいな名前つけるな！」

「俺もそう思う！　あと壁かべハメは止やめてくれ！」

「先せん輩ぱいにも王華にも悪いけど、オシャレな服も店も私には早いわよ！」

「その通──、「そこは否定しなさいよ───！」」

「すいません！」

　ゲーム上の相棒がＫＯされたと同時、桜のダイレクトアタックが俺へクリーンヒット。

　既すでにキャラ選せん択たくを終えた桜は、パキパキと指を鳴らし、

「全然殴なぐり足りないし！　覚かく悟ごしなさいよ！」

「望むところだ、この野や郎ろう！」

　ＫＯしている場合ではないと、俺もゲーム機を握にぎり締しめ直す。

　絶好調にいつもどおりの桜が帰ってくる。




　１時間くらいだろうか。バッテリーが切れるまでぶっ通しで殴り合いをした俺と桜は、２人乗りで帰路を目指していた。

　ヤイヤイ言い合いつつ。

「今日は完全に俺の勝ちだな！」

「よく言うわよ。最後らへんはパーフェクト負けばっかじゃん。というか汚きたないのよ、ボクサーって私が１番苦手なキャラだし。時間無制限のヒット＆アウェイのやり方もセコい」

「うるせー！　作戦を講じて何が悪い！　まともにやったらボコられるだけだろが！」

「威い張ばるな！」

　キャラ縛しばりを要求していたのだが、勝ちに酔よい過ぎて解除した結果、桜の本当の愛キャラ、サッカー選手を使われてボコられちまった。

　なんだよ。黄金の左足はボールを蹴けるためにあるんじゃねーの？

　卓たつ球きゆう選手がボコられている苦いサマを思い出しながら、しばらく漕こぎ続けていると、

「ねぇ、太郎」

「何？」

「私がミュージシャン目指すようになった、きっかけ覚えてる？」

「サリュ母の影えい響きようだろ？」

「影響はね。でもきっかけは太郎が「お前も音楽やれば？」の一言。覚えてないでしょ？」

「……ソダネ」

　正直言うと覚えている。けど、そんな小っ恥ぱずかしいこと言えるわけがなく、だんまりを決め込んでしまうことしかできん。

「太郎のせいでミュージシャン目指すようになって、今もずっとギター弾ひいてるって、よくよく考えると凄すごいことだよねー」

「太郎君のせいにするのは止めろ。太郎君のおかげと言え」

「はいはい」

　絶対感謝してねー……。

　桜はギターを背負っているにも拘かかわらず、身体からだを後ろへと傾かたむけて夜空を仰ぐ。俺がブレーキをかければひっくり返るレベルだが、信しん頼らいしきっているから堂々と足まで広げる始末。

「私さ。焦あせっちゃったんだと思う。文化祭も負けて、太郎までいなくなっちゃうんじゃないかって」

「林間学校でもそんなこと聞いたな……。なんでお前たちは、俺をすぐに行方ゆくえ不明にしたがるんだよ」

「しょうがないじゃん、太郎は１人しかいないんだし。それに焦ってたのもあるけど、普ふ通つうにデートもしてみたかったんだもん」

　だからといって、夜中に忍しのび込んでまでデートの約束しに来る必要もないだろうに。

　けれど、それほど焦ってくれたのは、好意として素直に受け取ろうと思う。

「ねぇ」

「！」

　背筋が伸のびてしまう。桜が後ろから、ぎゅっ……、と静かに抱だきついてきたから。プロレスまがいなスキンシップとは違う、大事に思ってくれていることを感じてしまう桜の優しい抱ほう擁よう。

「太郎さ。私に何のために音楽してきたか聞いたよね？」

「……ああ」

「今までは、ずっと太郎に振ふり向いてほしくて音楽してきたんだと思う。けど、そんなのはとっくの昔の話だってようやく気が付いた。私は音楽が好きだから音楽してるって」

「……気づくのおせーよ」

　咄とつ嗟さに出た皮肉にも桜は少し笑うだけ。

　おデコを俺の背中へ預けると大きく深呼吸し、

「私、自分のために武道館目指すから。だからさ、デビューしたらちゃんと観に来てね」

　デビュー、さらには武道館に立てる人間など一ひと握にぎりの存在なのは百も承知。

　けどだ。

「そんなの当たり前だろ。全力で最前列のチケット確保してやんよ」

　俺としては、そんな耳っちいことは心配していない。桜ならやってのける、本気で信じているのだから。
















「言っとくけど、文化祭は負けねーからな？　それはそれ、これはこれだ」

「そんなこと分かってるし。あと、」

「あと？」

「太郎も諦あきらめないから」

「……？　!?」

　不意打ち。桜が俺の首筋へと唇くちびるを押し当ててきた……!?

「お、おま……！」

　咄嗟に振り返ってしまえば、恥はずかし気にも威い嚇かくをした幼おさな馴な染じみ。

「音楽は音楽、太郎は太郎でしょ？」

　全く以もつて、桜には叶かなわん。

　カッコつけたコメントや気の利きいたコメントができるわけがない。

　何も言えないまま、首筋の柔やわらかい感かん触しよくを残したまま、緩ゆるめた速度を取り戻もどそうとペダルに力を加えようとする。

「でさ。太郎はいつサリュちゃんに告白すんの？」

「な……！」

　ハンドルがブレまくり、思わずペダルを踏ふみ外してしまう。すんでのところでブレーキを握り締めて横転を阻そ止し。けれど、少し前から心臓の鼓こ動どうは爆速のまま。

「い、いきなり何言い出すんだよ！」

　どんだけ不意打ちをかましたら気が済むんだコイツは！

「いきなりでもないじゃん。近くで見てたら太郎がサリュちゃんを好きになってるのなんてバレバレだよ？」

「俺でもよく分かってないのに、そんなの分かるわけ───、」

　言いかけるものの、ふと、音楽スタジオでの朝霧さんの言葉の数々を思い出してしまう。

　俺が桜に望む関係性だけを見み抜ぬいていたと思っていた。けど、俺とサリュも見抜いてたってこと……？

　冷ひや汗あせは止まらず。

「……ウソだろ？」

「ウソじゃないし」

「……マジで？」

「マジよ」

　ついには返す言葉が見つからず、だんまりを決め込んでしまう。

「ほら、そういうことじゃん。別に私は気にしないから告白しなよ」

　何て返事したらいいか分かんねーっての……。

　荷台から降りた桜は、止まった自転車を動かそうと俺の背中を押してくれる。

　動き始めれば荷台に飛び乗るのだが、それでもまだ背中を押し続けてくれ、

「振られたからって、私のとこ来ないでよね」

「そんなことせんわ！」

「まー、そんなことは有り得ないしね」

　だから何て返せばいいか分かんねーから、勘かん弁べんしてくれ……。

　どんだけ男らしくて、良い奴やつなんだろうかコイツは。

　でも、おかげで気づけたかもしれない。

　俺はサリュを異性として好きなんだ。

　どうやら、気づくのが遅おそいのは俺も同じらしい。




　角を曲がり、ようやく俺たちの家が見えてくる。

「桜、飯食ってけば？」

「そーね。？　あれ……、サリュちゃんじゃない？」

　家の前。店の手伝いというわけでもなく、ワンピース姿のサリュが立っている？

　桜のせいで少しドキドキしている自分がムカつく。確かに、傍そばから見れば分かりやすいのかもと不安になるくらいに……。

　俺たちに気づいたサリュが小さく会え釈しやく。案の定、待ち人は俺たちらしい。

「どうしたんだサリュ？」

「あ、あのう……、コレを……」

「私に？」

　サリュは手に持っていたモノを桜へと手て渡わたす。それはウサギやリスなどの小動物がプリントされた小さなメモ帳だった。

　桜は疑問を抱きつつページをめくっていき、俺も横から覗のぞいてしまう。すると、桜の口から「あ……」と小さな空気が漏もれる。

　ページを開けば、今日俺と桜が撮とったプリクラが丁てい寧ねいかつ均一に貼はられているではないか。音楽スタジオのとき、サリュの顔に多数貼られたプリクラたちだ。

「勝手に貼り付けちゃってごめんなさい……。でもでも、１枚、１枚、大切なモノだから、捨てるのはダメだと思って……」

　途と切ぎれそうな言葉を必死に紡つむいでいたサリュが、勢いよく頭を下げる。

「ごめんなさいっ……！」

「!?　な、なんで謝るのよ？」

「……２番目って、ずっと言ってきて桜さんを傷つけていたことです……」

　音楽スタジオでの一件が余よ程ほどサリュには衝しよう撃げき的だったらしい。

「あー……」と一件を思い出した桜。

「別に気にしてないわよ。っていうか、今日はコッチから突つっかかったし」

　俺らからしたら、互たがいに罵ののしり合っていたのだからいつも通りお互い様。

　それでもサリュは頭を上げず、両の拳こぶしを強く握にぎり小刻みに震ふるえている。

　なぜここまでサリュがするか俺には何となく分かる。

　からかわれ続けてきた自分が、初めて加害者になったことを酷ひどく痛感してしまっているのだろう。

　頑かたくなに頭を下げ続けるサリュを、どうしたものかと考えていると、

　桜がサリュの後頭部へチョップ。これが中々に重い。

　予想だにしない一撃に、サリュが「あうっ……！」と声が漏れ、後頭部を押さえつつ思わず顔を上げてしまう。

　そんな涙なみだ目めのサリュに桜は、

「今ので私は完全に許したから」

　そう言った桜はサリュへと頭を下げる。

「桜さん……？」

「私も今日は突っかかってゴメンね。太郎のせいでイライラしてたから」

　ツッコミたい衝しよう動どうに駆かられるが、２人が仲直りできるのなら我が慢まんしようじゃないか。

　顔を上げた桜はサリュへと微笑ほほえむと、自分にも罰ばつを与あたえてほしいと目を瞑つぶり仁に王おう立だつ。

　これでこの一件は終しゆう了りようにしようという姿勢は、実に雄お々おしい。

　攻こう撃げきしていいか悩なやむサリュが俺を見つめてくる。

「ほら。早く仲直りしろって」

「は、はいです……」

　手刀を作ったサリュが恐おそる恐る腕うでを上げていく。けれど、身長差があってやりづらいのか、はたまたチョップをしたことがないからか。攻撃を躊躇ためらっている。

「サリュ、別にチョップにこだわらなくてもいいんだぞ」

「そ、そうなのですか……？　そ、それじゃあ……」

　俺はこのとき思い出した。

　サリュがド天然だったことを。

　重いチョップに代わるサリュの攻撃。桜のスカートを万ばん歳ざい三唱。

「……え？」

　目を瞑っていた桜は、下半身がスース─したことに気づき目を見開く。

　感傷に浸ひたっていた俺は、思わず桜のスカートの中身をガン見してしまう。

　ブンブン。ハローニューパンツ。

　僅わずかな街灯や店の明かりを、アダルティに反射させるシルク素材の白色ショーツ出現。

　顔を真っ赤にする桜と、真っ青になるサリュ。

「あわわわ……！　しょ、勝負おパンツですっ……！　今日のおデートにやる気満々なおパンツです！」

「……っ[image: ～][image: ～][image: ～]！　前まえ髪がみお化けぇ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　アホだコイツら……。

　まぁ、このほうがらしいっちゃらしいか。

　数分後。ゆるゆるに伸ばされた頰ほおを押さえるサリュが、俺へと亡命し戦争は終了。

　ワンサイドゲームだったな。

　攻撃に疲つかれ、息を乱す桜はギターを背負い、

「私、着き替がえてくる。スウェットのが落ち着くし」

「おう」

「ラーメンセットとマンゴープリンね」とちゃっかり俺に注文してくる桜。しかし、それだけではない。

「今言っちゃえば？」

「な……！」

　怒おこる隙すきなど与えまいと、いー！　と威嚇しつつ、そそくさ自宅へと桜は入ってしまう。

　サリュが俺の袖そでを摑つかんでくる。

「何を言うんですか？」

「え!?　え、えっと……、サリュは相変わらずとんでもない行動するよなって！」

　苦し紛まぎれで泣きたくなるものの、「？　ありがとうございます？」とサリュも渋しぶ々しぶ飲み込んでくれて大助かり。

　桜の奴、とんでもないキラーパス放ほうり込みやがって……！

　何とかやり過ごせて一安心。

　が、焦あせりと羞しゆう恥ちが抜ぬけていくと同時。『じゃあ俺は、いつサリュに想おもいを伝えるのだろう？』という疑問が湧わいてくる。

　疑問が湧いてしまえば、不安も湧いてきてしまう。

　こういうのって流れが大事だと聞いたことがあるような……。

　おまけに、今言わないと中々言い出せないような気もする……。

「……」

　やっぱり、今、頑がん張ばってみようかな……？

　有り得ないと思っていたはずが、『冷静に考えれば確かに今が好機チヤンス、むしろ今しかないんじゃね？』とさえ思えていた。

　よし！　一世一代、俺も男だ！

　思い立ったら吉きち日じつ！　勢いに身を任せるしかない！

「あ、あのさ──「タ、タロ様！」」

　タイミング悪し。２人して被かぶってしまう。いつもなら笑ってしまうが、言いたいことが真ま面じ目めなだけに、しどろもどろ。

「あ、いや……、俺の話は後でいいよ」

「で、でもでも……。……」

「サリュ？」

　どうしたのだろうか。お先にどうぞとジェスチャーしていたサリュの手が固まってしまう。

　そして、決意したようにサリュは小さく頷うなずく。

「……それじゃあ、お先に言わせていただきますね……？」

　少しだけ違い和わ感があった。いつもは、何をするにも俺を優先してくれるサリュが、今日に限って自分の話を優先したから。

　何故なぜそこまで真しん剣けんな眼まな差ざしで見み据すえているのか、すぐに納なつ得とくしてしまう。




「サリュ、イタリアに帰ります」




　サリュの言葉に、俺の伝えたかった言葉など簡単に吹ふき飛んでしまう。








４章






　文化祭前日の放課後。どこのクラスも明日に向けて、最後の準備に精を出している。

　前々から段取りよく準備していた有能なクラスは、最終点検を終えて談だん笑しよう。段取り一分なパッパラパーなクラスは、殺さつ伐ばつとした雰ふん囲い気きの中で作業に没ぼつ頭とう。その姿は夏休み前日の小学生と大差ない。

　俺たちのクラスはマチマチと言ったところだろうか。当日班を除き、調理班、被ひ服ふく班、飾かざりつけ班の３つのグループに分かれて作業中であり、もちろん俺は調理班。調理実習室で当日に出すクッキーなどの焼き菓が子しをひたすら作るだけの、料理スキルに極振ふりしている俺には持ってこいの班である。

　はずなのだが……、

「桃もも山やま！　クッキー焦こげてんぞ!?」

　クラスメイトの伊い場ばが、出来立てホヤホヤの真っ黒クッキーを俺へと見せつけてくる。

「え？　……あ。……ゴメン」

　新しい生き地じを作り直さないと。パックから卵を取り出し、まな板に卵を置く。そのまま包丁に殻からをあてると、

「包丁で何しようとしてるの桃山君!?」

「え？　……何って佐さ々さ木きさん。みじん切りだけど……？」

「生卵だよ!?」

　あれ……？　あ、そっか……。

「ピーラーで皮剝むかないと、「止めて！」」

　佐々木さんに卵と包丁を回収されてしまい、伊場には盛せい大だいにため息づかれる。

「桃山が唯ゆい一いつ活かつ躍やくできる場所なのに、全く使いもんになんねーなぁ」

「スマン……」

「反論もしてこずか……」

「仕方ないよ。サリュちゃんが再さ来らい週しゆういっぱいで帰っちゃうんだもんね」

　卵黄を器用に取り出し終えた佐々木さんに同情の視線を向けられれば、伊場にも哀あわれみの視線を向けられてしまう。

　そう。サリュに帰国宣言されてからの俺は、日が経てば経つほどポンコツと化してしまう。自分でも分かるほどにダメダメで、気づけば上の空、スリープ状態に突とつ入にゆう中なのだ。

「でも、桃山君は前々から知ってたんでしょ？」

「……俺もこの前聞いたばっかりなんだよ。だから頭の整理が追い付かなくてさ……」

　最近ではサリュが留学生だということさえ忘れていた俺なのだから、衝撃はとてつもない。宣言されたときには、「お、おう……」という言葉しか出せなかったくらいに。

　それからというもの、サリュに何故、留学期間を変えたのか聞けずじまいの生活が続いている。サリュはサリュで自分から、その件には触ふれてこないだけに、聞くタイミングを逃のがしてしまった代だい償しようは大きい。

　気づけば文化祭前日。不幸中の幸いなのは、サリュがコンディションを維い持じできていることだろう。

「ま、ウチは知ってたけどねー」

「え……、吉よし澤ざわさんは知ってたの？」

　会話に入って来たギャル系女子の吉澤さんが、「そだよー」と軽めの回答。余りの卵白を受け取れば、シャカシャカと手て際ぎわよく泡あわ立だて始める。

「お嫁よめちゃん、結構ギリギリまで悩んでたよー。てゆーか、ウチ泡立て上手うまくね？　超ちよう泡あわ盛もりじゃね？」

　意味違ちがくね？

　そんなことよりだ。さすがに妬やいてしまう。いくら吉澤さんとサリュが仲良しと言えど、俺より先に知っていたなんて。

　嫉しつ妬とと羨せん望ぼうの眼まな差ざしを向けているのがバレれば、吉澤さんは勝ち誇ほこったようにニヒッと口角を上げ、

「まーまー。落ち込んでるときは甘いモノじゃね？」

　そう言いつつ、焼き上がったマカロン生地が入っているオーブンへと足を運ぶ。あとは既すでに作っておいたバタークリームを挟はさめば完成である。

「うちマヨネーズ持ってきたけど、クリームとマヨネー、「「「クリームで」」」」

　一同のハモりに、ちぇっ、と不満気味な吉澤さんがオーブンを開く。

　？　吉澤さんが首を傾かしげてる？

「……。全然膨ふくらんでなくね？」

「え？」

　後ろから覗のぞいてみれば膨らんでいないどころかキツネ色、見るからに固そうな物体がクッキングシートに載のっているではないか。せんべい？

　吉澤さんは鍋なべ摑つかみで１つ取り出すと、恐おそれ知らずに一口。

「しょっぱー……」

「砂糖と塩を間違えたみたいだね……。その生地作ったのって……」

　佐々木さんたち３人の視線が俺に集まる。

「正解……」




　反論の余地もない。戦力外通告を受け、追い出されるように調理実習室を後にした俺は、廊ろう下かで次の就職先を考えていた。何もできないからと帰ったりサボったりするのは、さすがに良心が痛む。

「飾りつけ班か被服班か……」

　うん、飾りつけ班の方が今の俺でもできる仕事が残ってそうだ。飾りつけ班にしよう。

　早さつ速そく、手伝いをすべく教室へ向かおうとするが、隣となり部屋、被服室の扉とびらが勢いよく開く。

　勢いそのまま何者かが放ほうり出される。

　キンタだ。

「死ねボケェ！　ケチ臭くさいんじゃアホンダラァ！」

　育ち悪っ。未いまだに被服室へと中指立てるキンタは、校外であれば通報レベル。少年法に守られて良かったねレベル。

　近づいて聞かざる得ない。

「何しでかしたんだよ、お前……」

「おう太た郎ろう！　聞いてーや！　嫁サイズのメイド服作ってたら女子に出てけ言われたんや！　酷ひどない!?　余った布やし良くなくない!?」

　アホ乙おつ。




　残念な親友とともに教室へ戻もどり、飾りつけの作業を手伝っていくことに。

　とはいうものの、桃山に仕事を回せば仕事が増えるぞという情報が、既にクラスネットワークで伝でん搬ぱん済み。よって俺の仕事は、出来上がって乾かわかし中のメニューや看板が、風で飛ばされないかをベランダで監かん視しするという窓際族もの。覚えてろよ伊場。

「地味に寒ない……？」

「おう……。というか何でキンタはココにいんだよ？」

「ズッ友やん」

　きっしょ。

　無む駄だなエネルギーを使う気分ではないと、暇ひまつぶしにメニュー表を眺ながめることに。すると、もう見張りは飽あきたのか。キンタは中ちゆう腰ごしになると奥側を目指して前進し始める。

「おい。何してんだよ」

「太郎こそ何してんねん。はよ行こや」

「何で行く前提なんだよ……」

　ＨＥＹ！　ＣＯＭＥ ＯＮ！　と手を仰あおぐ行こう為いが悲しいほどに見覚えがある。あまりにもしつこいので、仕方なしにキンタとともに抜ぬき足差し足で突つき進んでいくと、キンタが立ち止まったのは２‐Ｃ。何をしに来たのかは容易に理解できる。

　両者、顔を半分出して教室内を覗き見。既に上映会をするための準備は整っているらしい。机は全すべて外に出され、観覧用の椅い子すやプロジェクターを設置済み、いつでも室内を真っ暗にできまっせと、黒色の遮しや光こうカーテンが各所に束ねられている。

　明日の文化祭まで余よ裕ゆうのある勝ち組クラス故ゆえに、一同が談笑を楽しんでいる。

　いた。お目当ての人物、サリュを黒板前に発見。クラスにできた友達と会話をしており、内容は聞こえないもののガラス越ごしに見るサリュは、コミュ難というより控ひかえめな少女に見えなくもない。さすがに突とつ然ぜん話しかけてくるクラスメイトには動どう揺ようしているようだが、それでも話しかけられて何も喋しやべられなかったり、舌を嚙かむようなことはしなくなっている。

「サリュちゃん、ほんま成長したなぁ」

「この前も同じこと言ってたぞお前」

「そんくらい成長してるってことやん。はぁ……、イタリアに帰っちゃうんやなぁ……」

　しんみりするキンタを見ているとコッチまでしんみりしたくなってくる。

　ものの、

「で、いつ告白するん？」

「……は!?」

　不意な質問に思わずキンタへ視線を向けてしまう。しんみり一変、相変わらずのヘラヘラ顔でキンタもまた俺を見ているではないか。

「なんでお前がそのことを!?」

　そりゃ驚おどろく。サリュに告白することをキンタには言っていないのだから。

「今日告白するん？　文化祭中？　後？」

「いやいやいや！　質問に答えろ！　桜さくらか!?　桜に教えてもらったのか!?」

「いやいやいや。太郎がサリュちゃんのこと好きなのなんか丸分かりやって。ズッ友の俺からしたらスケスケやで」

　開いた口が塞ふさがらない俺に対して、キンタは口を閉じようとはしない。

　まさかコイツにもバレていたとは……。というか、そんなに俺、分かりやすいのか……。

「これを機会に付き合うのもエエんちゃう？　両りよう想おもいで勝ち確なんやし」

「……お、おう」

　あまりの小っ恥ぱずかしさに小声しか出せない俺にやりたい放題。関西人は付け上がるかのように肩かたなんか組んできやがる。そして、決め台詞ぜりふを吐はきやがるのだ。

「楽しいことは協力したるって」

「楽しいことにカテゴライズするなよ……。でもまぁ……、何かあるときは頼たのむわ……」

　ヘラヘラを崩くずさず「任せとき」と笑うキンタ。いい加減な奴やつだが、そのいい加減さがいつになく頼もしいと思えてしまうのは、いよいよ俺も末期なのかもしれない。

　けど、末期でもいいとも思えてしまうから失しつ笑しようしてしまう。

「ウダウダして告コクらんかったら、イタリアのプレイボーイたちにサリュちゃん取られてまうで？　「タロ様のことはもう忘れたです」なんか言われるかもしれんし」

「う……。人気者になる弊へい害がいがこんなところで出てくるとはな……」

　シシシ、と笑うキンタが「あ」と口を開く。

「まー無駄な心配やろうけど」

「え……？」

　キンタの視線を辿たどれば、いつからいたのだろうか？　窓に顔を貼はり付け、嬉き々きとした表情で俺を見つめているサリュが手を振ふり続けていた。

　こんな表情を生で見れるのも、あと少しなんだよなぁ。




　　　　※　※　※




　真っ暗にした室内、唯ゆい一いつの光源であるＰＣモニタからは阿あ鼻び叫きよう喚かん。

　１人の女が明かりのない廃すたれた日本家屋を１階から２階へ、何かから逃にげるように駆かけ上がっていく。２階へ辿り着く手前。女が躓つまずき転てん倒とう。即そく座ざに起き上がろうとするが「っ……！」と小さな悲鳴を上げる。自分の足に青白くか細い手が食い込んでいたから。

「あわわわわ……！」

　真夜中、俺の部屋にて。ミラノモード扮ふんするサリュは震ふるえるあまり、右手に持つポップコーンを床ゆかにボロボロこぼしまくり。左手に持っていた紙コップをゴシャ！　と力ちから一いつ杯ぱい握にぎり締しめ、盛せい大だいにオレンジジュースを床へとぶちまける。涙るい腺せんはユルユル。

『ビビり過ぎワロタｗｗｗ』『ぎゃああああああ！』『怖こわがるミラノたそ可愛かわいすぎ！』

　流れるコメントを見る余裕などサリュにあるわけがない。

　今現在、ミラノちゃん愛好会にて視し聴ちよう者しやとともにホラー映画を鑑かん賞しよう中。桜との映画デートを羨うらやましがったサリュに、自分も一いつ緒しよに観みたいとせがまれたのだ。

　ホラー映画をチョイスしたのは、俺のホラー熱が冷めていないこともあるが、サリュのリアクションが期待できるからが一番の理由。

　予想どおり、サリュは怖がりまくりで視聴者も大盛り上がり。

『ラスト来るぞ……』『ざわ……ざわ……』『俺も超ちよう怖い……』

　逃げ込んだ部屋に鍵かぎを掛かけたと同時、けたたましくドアを叩たたく音が静せい寂じやくな空間に響ひびき渡わたり続ける。錯さく乱らん状態の女が押し入れへと身を隠かくし、耳を塞いで震え続ける。それでも叩く音は止まない。

　どれくらい経過しただろうか。音が止やみ、何も聞こえない静かな空間へと戻る。

　ほっ……、と女が安あん堵どすれば、サリュも同様に胸を撫なでおろす。

　が、

「ひっ！　わわわわわわ……！」

　押し入れから出ようと戸に手を掛けた刹せつ那な、女の手首を白い手が鷲わし摑づかみする。

　咄とつ嗟さに女が真横を向く。暗くら闇やみに浮うかび上がるのは……、

「ひゃあああああああ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]！」

　サリュ悶もん絶ぜつ。暗闇に浮かび上がる白い手の正体、ブリーフ１枚の老人が浮かび上がってきたから。

　そのままブラックアウトし、エンドロール。

『８８８８８』と視聴者が拍はく手しゆをしている間も、サリュは生気を失ったように放心状態。

　ここまで主人公に感情移入する奴も中々にいないだろう。

　映画が終しゆう了りようしたので部屋の明かりを灯ともしてやれば、ようやくにサリュが生せい還かん。

「……も、」

『『『『『も？』』』』』

「もうおトイレ行けないよぅ……！　一生パン○ース生活だよう！」

『パン○ースｗｗｗ』『お漏もらしｗｗｗ』『可愛すぎワロチッチｗｗｗ』

「笑いごとじゃないですよう！」

　漏れ安心、ぐっすり宣言も本人にしては大おお真ま面じ目め。

　時計を確かく認にんすれば、もう放送終了時刻が迫せまっている。もうすぐ時間だと小声で知らせると、今まで騒さわいでいたサリュが噓うそのように大人しくなっていく。

　しおれていく理由を俺は分かっている。けれど、視聴者はその理由が分からない。

『どうしたの？』などと理由を尋たずねるコメントが流れる中、意を決したサリュは背筋を伸のばし、しっかりと色いろ違ちがいの瞳ひとみでカメラを見つめる。

「ミラノから皆みなさんにお知らせがあります。明日あしたの放送をもって、このコミュニティを無期限休止させます」

　話し合った結果、無期限休止という答えを俺たちは選んだ。イタリアに帰っても１人でやろうと思えばできるが、さすがに無理がある。無理にやるのなら休んだほうがマシだという結論に至ったのだ。

　何を言われたか理解できない視聴者が数秒間黙だまっていたが、

『!?』『……え？』『！！！！！！！』『うそだあああああああああああああ！』『ドッキリ、だよね……』『!!？!?!?!?？』『あだＤｊｘｉｖｋａｄｖａｄｓａ』

　サリュのみが映されたモニターが、あっという間に驚きを表すコメントで覆おおわれ続ける。

　コメントの多さがどれだけサリュが愛され続けてきたのかをよく表している。

　サリュの瞳が涙なみだで覆われ、鼻をすすり始めてしまう。すると、騒がしかったコメントも徐じよ々じよに落ち着いていき、何か理由があるのだろうと『ミラノたそのペースでいいから、理由を教えて』などと温かいコメントが代わりに流れ始める。

「……ありがとうございます」

　サリュは涙を拭ぬぐい、一度、二度と深呼吸を繰くり返す。そして、視聴者に理由を知ってもらおうと自分のペースで言葉を紡つむいでいく。

「前にもお話したと思うのですが、ミラノは留学生なんです。そこでなのですが、今月いっぱいで留学期間が終わっちゃうんです。延長申しん請せいをギリギリまで悩なやんでいたのですが、ミラノはイタリアに帰ることに決めました」

『どうして帰っちゃうの？』

　質問コメントに対して、サリュは優やさしくも微笑ほほえむ。まるで質問者、視聴者の一人一人とリアルで対話しているように。

「ミラノ、もっと成長したいんです」

　なんとなしに分かってしまう。サリュがずっと帰る理由を俺に言わなかったのは、今この場面こそ、視聴者だけでなく俺に真意を伝える絶好の機会だと判断したからだろう。

「大好きな人、皆さんに支えられてきたからこそ、ミラノは自分でもビックリするくらい成長することができました。でもでも、今のままじゃダメだって気づいたんです。このままじゃ人気者さんになることができなければ、大好きな人の横に並ぶこともできないって」

　初めて聞くサリュの真意に、胸が熱くなっていく。

「だからこそ一度帰って、１人でも頑がん張ばらなきゃって思ったんです」

　微び笑しようを保ちつつ、サリュは涙を滲にじませる。

　俺まで涙腺が緩ゆるみそうになる。鼻をすすりそうになる。

　俺は馬ば鹿か野や郎ろうだ。サリュが帰ってしまうという寂さびしさに駆られるだけで、サリュが帰る理由を考えることをしなかった。

　ずっと後ろを付いてきたサリュが、俺の横を歩こうと頑張ろうとしている。もう横どころか、前を歩いているようにさえ思えてしまうが、サリュの決心を揺ゆらすようなことは言わない。

　サリュが決めたことなのだから。

　サリュは大きく頭を下げ、顔を上げたときには涙が零こぼれてしまう。それでも、いつもの天てん真しん爛らん漫まんな笑顔で言うのだ。

「皆さんや大好きな人と離はなれ離ばなれになるのは寂しいですが、ミラノが日本に帰って来る日まで忘れないでくださいね。もっとワガママを言えば、ずっとお友達でいてくれたら嬉うれしいです♪」

『いつまでもズッ友やん！』『ＢＩＧになって帰ってこい！』『俺たちが忘れるわけない！』『頑張って！』『サヨナラは言わないよ！』『いってらっしゃい！』

　今度は声せい援えんのコメントでモニターが覆いつくされる。

　後押されたサリュが、「はいですっ♪」と返事をすると、

「明日の放送で一時休止になりますが、今までの頑張りを皆さんに見てもらうためにも文化祭リポート頑張るですっ！　それでは皆さん、おやすみなさいです♪」

　放送が終了しているのに、サリュはいつまでも手を振り続ける。

「頑張ったな」

　横から労ねぎらいの言葉を掛けると手を振るのを止め、身を委ゆだねるようにゆっくりとサリュが傾かたむいてくる。床を拭ふくはずのタオルだったが、流れる涙を見てしまえば拭かずにはいられない。

「いい子いい子してほしいです……」

　いつまでも甘あまえん坊ぼうなのは変わらなそうだ。ウィッグを外して何度も何度もサリュの頭を撫で続ければ、「♪」とサリュは気持ちよさげに、満足げに行こう為いを甘んじて受け入れ続けてくれる。

　もはやサリュのためではなく、自分のために撫でているかもしれない。もうすぐサリュの温ぬくもりを感じることができなくなってしまうのだから。

　いつまでも柔やわらかくサラサラな髪かみに触ふれていたいが、直すぐに日を跨またいでしまう。

「明日は大事な日だからもう寝ねようぜ」

「そうですね、おやすみなさいしましょうか。……あの、ですね……？」

「ん？　どうした？」

　落ち着きを取り戻もどしたサリュが、モジモジと肩かたを揺らしつつ俺を見上げ、

「一緒に寝てもいいですかぁ……？」

　ここへ来てさらに甘えてきやがる。

「お化け出るかもしれないですし……、後生のお願いですよう」

　ホラー映画を言い訳に使っているのか、本気で怖いのか。どちらかは分からない。

「……。今日だけだからな……」

「♪　はいですっ♪」

　お化けを言い訳に使ったのは俺かもしれない。それでも、最後くらいいいじゃないかと、誰だれに言い聞かせるか分からずに納なつ得とくしてしまう。




　就しゆう寝しん前。一緒に歯は磨みがきへ行かされたことから、本当にお化けが怖いのもあったようだ。

　明かりを消した俺の部屋で、一緒に寝ようとしているベッドの中。

　何もする気は向こうには無いし、俺からする気も無い。

　けれど、

「えへへ……♪　タロ様抱だき枕まくらだぁ……♪」

「ち、近すぎだろっ！」

「シングルベッドだから仕方ないですよう」

　こうも抱き枕代わりに正面から抱きつかれれば、脳や心臓は活性化するばかり。柔やわ肌はだを押し付けるように密着され、サリュの身体からだや髪からは甘い香かおりが漂ただよい、耳元には嬉しさを表すくすぐったい陽気な鼻歌。何より、前まえ髪がみをヘアバンドでアップさせた素す顔がお丸出しのサリュが近くにいるだけでドキドキが止まらなくなる。たとえ真っ暗で顔が見えなくともだ。

　俺は寝れるのだろうか……。

　でもまぁ、俺のコンディションがどうなろうと関係ないか。サリュのコンディションさえベストになればそれで良い。

「明日の文化祭、頑張ろうな」

「はいです。タロ様、おやすみなさい」

「おう」

　その後のサリュは何も喋しやべらない。けれど、寝ね息いきを立てずに鼻をすする音がまたしても聞こえてくる。

　俺も何も喋りはしない。大だい丈じよう夫ぶだからと頭を撫でて安心させようとするだけ。

　10分、それ以上経過しただろうか。サリュの寝息が聞こえてくる。

　深い眠ねむりに入ったのを確かく認にんし、俺も目を瞑つぶる。

　明日はサリュのために最高の思い出を作ってみせる。

　優勝させてあげたい。学園のヒロインにしてあげたい。

　何よりも、サリュを喜ばせてあげたい。

　既すでに決心は固まっている。




　明日の文化祭終わり、サリュに告白しよう。




　　　　※　※　※




　待ちに待った文化祭当日。

　おさらいすると、文化祭の最さい優ゆう秀しゆう賞は生徒や来場者による投票で決まる。

　故ゆえにオルタナティ部の出し物、『ミラノちゃんをリポーターにしてみた』を優勝に導くためには、色々な出し物やイベントを巡めぐり、動き続けてアピールするしかない。

　俺たちの作戦は『ガンガン、ブースを回ろうぜ』。ガンガン回って、サリュの頑張りを見せびらかしてやるのだ。

　サリュに最優秀賞を取らせてあげたい。最高の思い出にすることができるし、何より学園ヒロインの素質が既に備わっているということをサリュに気付いてほしい。

　あとは、サリュの気持ち次し第だいでヒロインになれるかどうかは決まるだろう。




　開始10分前。万ばん全ぜんの準備を整えた、俺、サリュ、キンタの３人はオルタナティ部にて円えん陣じんを組む。

「よし！　今日はサリュの晴れ舞ぶ台たいだ！　今までの集大成、皆みんなに見せつけてやろうぜ！」

「はいですっ！」

「目標は最優秀賞や！　サリュちゃん！　レインダンスなんぞシバき倒たおしたれ！」

「シバき倒すですっ！」

　俺とキンタが「最後の意気込みは頼たのんだ」とサリュへとアイコンタクトを送る。意図を汲くみ取ったサリュは大きく頷うなずき、

「え、えっと……、今日はタロ様とキンタさん、皆さんと沢たく山さん楽しみたいですっ！」

　サリュが酸素を大きく吸い込んでいき、俺たちも最後の掛かけ声に備える。

「オルタナティびゅ、オ、オルタナティ部ファイオーですっ！」

「「……。お、おぉぉぉ────！」」

　大事なところで嚙かみやがったが、ヤル気は充じゆう塡てん完かん了りよう。

　いっちょやってやるさ。

　サリュを学園のヒロインにすべく、最難易度の戦いが始まる。




　多くの出店やイベント会場が校内や校舎周りにまで設営され、さすがは青春の一大イベント。生徒などの学園関係者はもちろん、招待券をもらった家族や他校生などを含ふくめると、平日の学校とは比べ物にならない人の多さだ。どこもかしこも非常に活気づいている。

　特に盛り上がりを見せているのは、ロボット研究部の部室。

　自立歩行型ロボをワイヤレスコントローラ─で操作して、相手のロボを転てん倒とうさせるかリングから落とせば勝利というトーナメント大会を実じつ施し中。

　もとから面おも白しろそうな大会ではあるが、人気があるのはそれだけではない。我らがミラノたそがプレイ中なのだ。

「あ、あれ？　そっちじゃないですよ!?」

「ミラノ！　コントローラー逆に持ってる！」

「な、なるほどっ！　……あ、あれ？　今度はボタンが無くなったですよ!?」

「それ裏表逆！　落ち着け！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　対戦相手が何もしないまま、サリュのマシンがリングから身を投げる。

『操作下手すぎぃ！』『舐なめプ？』『操縦を代われ！　僕が一番ガンダムをうまく使えるんだ！』『舐めプ　ワロタｗｗｗ』
















　最後の放送を楽しむべく、ニコ生の視し聴ちよう者しやもかなりの数に上っている。

　ちなみに、俺らクラスのメイド喫きつ茶さは勿もち論ろん、許可を貰もらったクラスのテレビには、リアルタイムで『ミラノちゃんをリポーターにしてみた』が放送されている。できるだけ多くの生徒や入場客にミラノの活動を知ってもらうためだ。

　対戦相手である遊びに来ていた妹、詩し音おんは大だい爆ばく笑しよう。

「なははははは！　ネーチャン弱すぎ！　脇わき腹ばら痛いわ！」

「片腹痛いだろ」

　脇腹が痛いなら保健室行ってこい。ちなみに詩音は馬ば鹿かだから、メイド服にウィッグ姿のサリュに気づくわけもない。

　１Ｒをボロ負けし、精神ダメージを請うけ負うサリュだが、

「ハ、ハンデですよ……？　２らうんどから本気出すですっ！」

「何おう！　来いクソ雑魚ざこ！」

　低レベルな争いにも、視聴者や周りのギャラリーは白熱。

　ミラノファンは、

「「「「「ミラノたそ！　ミラノたそ！　ミラノたそ！」」」」」

　居合わせたロリコンは、

「「「「「ジークシオン！　ジークシオン！　ジークシオン！」」」」」

　歓かん喜きに包まれつつ２Ｒ開始。すると、サリュはリポートするのを思い出したのか、

「うぃーん！　がっしゃん！　がっしゃん！」

　何故なぜにロボットの気持ちで実じつ況きようをするのか。謎なぞのロボット語を駆く使しし始める。

　触しよく発はつされた残念な妹も、「ウィーン！　ガッシャン！　ガッシャン！」と張り合い始め、

「がががが！　ばんっばんっ！　ぴゅーん！」

「ビューン！　ボッカーン！　ダダダダダ！」

「ずばばばばばば！」

「ドゥルルルルル！」

「操作しろよ！」

　アホ２人が操作するのを思い出す。

　戦いは一いつ瞬しゆん。

「進軍ヲ開始デスッ！　進軍ヲ開始デスッ！　人間ハタダチニ──、あう……！」

　前進するサリュにボタンをガチャ押ししていた詩音のパンチが入り、そのままサリュマシン転倒。

　弱……。

　ロボット研究部の部長が試合終しゆう了りようのコール。

「無力です……」

　詩音の高笑いを背に、肩を落としたサリュがキンタの持つカメラへと戻り、

「善戦虚むなしく１回戦敗退してしまいました……。勝負の世界は厳しいです……」

　世紀の大だい凡ぼん戦せんじゃねーか。

　とはいうものの、周りの観客からしたらベストバウトのように拍はく手しゆ喝かつ采さい。

「お疲つかれ！」「ミラノちゃん！　俺が仇かたきを取ってやるからな！」「リポート頑がん張ばって！」などと声を掛けてくれ、サリュも「あ、ありがとうございます」と恥はずかしさや照れを混ぜつつ感謝を告げる。

　うんうん。滑すべり込みは上々だ。

　詩音、ついでに一いつ緒しよに来ていた親父おやじと別れ、次に向かったのは落語研究部の大喜利大会。ミラノを含めた６名の参加者が、座ざ布ぶ団とんをゲットすべく出されたお題に答えていく。

　天然のサリュ本領発揮。

「お題！　この人、本当は鳥なのかも？　なぜそう思った？」

「え、えっと……、カーネルさんを生理的に嫌きらっている……？」

　サリュ、座布団１枚ゲット。

「お題！　この問題、進○ゼミでやったことがある！　どんな問題？」

「う、うーん……。進○ゼミ、夏休み復習号？」

　サリュ、座布団２枚ゲット。

「お題！　カップルで過ごす最高なクリスマスデートとは？」

　考える間もなくサリュ即そく答とう。

「好きな人がいてくれたら、それ以上は望まないですよう」

「座布団ありったけ！　ミラノちゃん優勝！」

　司会だけでなく、観客や視聴者が胸キュン。座布団タワーで必死にバランスを取り続けるサリュに、視聴者も観客も「ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！　ミ・ラ・ノ！」と大コール。

　俺とキンタが、ぐらつく座布団タワーからサリュを下ろしつつ、

「よっしゃ、その調子や！」

「ミラノ！　次行くぞ次！」

「了りよう解かいですっ！」




　　　　※　※　※




　昼を迎むかえた頃ころ。俺たちは体育館で行われているステージを観覧していた。

　今は２人の男子生徒たちが漫まん才ざい中。ガッチガチに緊きん張ちようしたカミカミの漫才。そのクオリティの酷ひどさが逆に面白かったり、文化祭の雰ふん囲い気きにあてられた観客は大爆笑。

　サリュは視聴者と一緒に楽しみを共有すべく、次の出演者と入れ替かわる僅わずかな時間もリポートを忘れない。

「親近感の湧わく漫まん才ざい師しさんでしたっ！」

「湧かんでいいわ」

　出場する生徒たちのクオリティは大体同じ。中ちゆう途と半はん端ぱな完成度でズレズレなブレイクダンスであったり、10回に１回は失敗するジャグリングであったり。

　ちゃんと練習しろよお前ら……。

　公演が終わりに近づけば近づくほど、体育館の中が騒さわがしくなり客数も増えていく。半分以上空いていた席も、詰つめなければ座れなくなっていく。

　最後の公演直前には、立ち見しかできないほどに満員御おん礼れい。

「い、いよいよですっ！」

　横断幕内側からギターやドラムのチューニングする音、マイクテストをする声が聞こえてくる。

　聞こえただけなのに、今までが余興だったのかと感じるくらい、酔よいが醒さめたかのように比にならない歓声が沸き上がる。

「「「さっくらたん！　さっくらたん！　さっくらたん！」」」

「「「ルッナルナ！　ルッナルナ！　ルッナルナ！」」」

「「「オーカ様っ！　オーカ様っ！　オーカ様っ！」」」

　横断幕が徐じよ々じよに上がっていき、歓声に負けじとステージ横の進行役も声を張り上げる。

「最後のトリを飾かざるのは、勿論この３人！　去年ぶっちぎりで優勝をかっさらったガールズバンド、レインダンスだぁぁぁ───！」

　ついに俺らのライバル、学園最強のアイドルたちが姿を現す。

　オリジナルバンドＴと制服スカートに身を包む、桜、ルナ先せん輩ぱい、朝あさ霧ぎりさんたちだ。

「やっほー♪」と、割れんばかりの声せい援えんに手を振ふっていたルナ先輩の背後、朝霧さんがドラムスティックを鳴らせば、桜のギターが観客を煽あおるかのように[image: ]ほとばしる。

　３人の演奏が始まり、俺は観客の１人になり歓声を上げてしまう。

　今日はライバルだから我が慢まんしようと思ったが、できそうにない。今まで欠かすことなく応おう援えんし続けてきたのだから、身体からだが勝手に動いてしまう。

　聞き覚えのありすぎる曲は、俺と桜が初めて割り勘かんで買ったアルバムに収録されていた、非常に思い入れのある一曲だった。

「桜────！　カッコいいぞ───！」

　最前列の席で大きく手を振っていると、気づいた桜が一瞬だけ弾はじけるような笑えみを見せてくれる。

　サリュも俺に負けじと、ルナ先輩や朝霧さんに手を振り続ければ、２人も応こたえるかのようにサリュへとアピールで返す。

　体育館が武道館のように見えるほど。観客のボルテージを最大限にキープし続け、あっという間に10分弱の演奏が終了してしまう。

　一曲一曲に全すべてを込こめ、汗あせだくになった３人に「アンコール！　アンコール！」の声が絶え間なく響ひびき続ける。

　新曲を詰め込んだせいでパンクするかもと心配していたが、やはり杞き憂ゆうだった。

「いっくよー♪」とルナ先輩が高々と跳ちよう躍やくし、着地とともに演奏を再開。新たな曲が始まり、自然とリズムを刻んでしまう。

　左右に揺ゆれるサリュが呟つぶやく。

「やっぱり桜さんたちは凄すごいなぁ……」

　心から漏もれたであろう声。その発言に恐おそれや諦あきらめの意味が入っていないのは、一点の曇くもりもない瞳ひとみを観みれば分かる。

「今日はミラノも頑張るですっ」

　胸の前で拳こぶしを握にぎり締しめ、自分に言い聞かせるようにサリュは大きく頷うなずく。




　帯を締め直した俺たちは、優勝に向けてリポートを再開。

　怒ど濤とうのリポート行脚あんぎやだ。

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～]ん！　追いかけてくるよう！」

「とにかく逃にげろ───！」

　グラウンドにて。アンパンを口に咥くわえたサリュが全力疾しつ走そうし、同行カメラマンの俺とキンタも食パンとフランスパンを握り締めて並走。その背後には、スーツに黒サングラスを着用した陸上部が猛もう追ついしてくる。

　陸上部の出し物。ハンターと化した部員に捕つかまるまでに、パンを食べきればクリアというイベント、その名も食くい逃にげ中。

『絵え面づらが酷いｗｗｗ』『頑張れ！』『はよ食え！』『フランスｗｗｗパンｗｗｗ』

　かなりシュールな映像に、ニコ生視し聴ちよう者しやや見守る観客たちは大盛り上がり。

　捕ほ獲かくされてしまうが結果オーライ。

　その後もマジックショー、ボルダリング、人じん狼ろうゲーム大会などなど。各所のブースを回れば回るほどにサリュの知名度は上じよう昇しようしていく。

　歩いているだけで、

「ミラノちゃんだ！」「誰だれだ、あの可愛かわいい子!?」「噂うわさのメイド美少女がいるぞ！」「可愛い……」

　東京ネズミ王国のネズミでも見つけたように、サリュを見つけた人々は大はしゃぎ。俺たちと一緒に回る奴やつもいるくらいで、ちょっとした小隊まで完成している。

　さらには、

「♪　クリームたっぷりで美味おいしいです♪」

　サリュがクレープを頰ほお張ばれば、周りのギャラリーたちも小銭を握り締め、

「クレープ１つ！」「私も！」「全種類くれ！」

　原宿の有名パンケーキ屋の如ごとくクレープが飛ぶように売れる。

「ミ、ミラノの婚こん期きは今月くらいに来ませんかっ!?　……来ませんか」

　占うらないの館やかたで手相を見てもらえば、ザギンの母の如く館に客が押し寄せる。

　映画研究部の部室は、自分たちの展示物そっちのけ。俺たちのニコ生放送を映研部が誇ほこる超ちよう高画質40インチテレビで大々的に放送してくれ、ミラノファンたちの交流スポットと化している。

　サリュが文化祭の経済を潤うるおしてるんじゃね？　と思えてしまうほどに、サリュが訪おとずれるブースはどこもかしこもが大繁はん盛じよう。

　最も影えい響きよう力のあったのは、サリュクラスの映画上映会だろうか。

　スクリーンをジッ、と見つめるサリュの表情は絶えず忙せわしなく、自分が登場するたびに恥ずかしがったり、ミラノの正体が自分だとバレていないかとハラハラしていたり、撮さつ影えいに紆う余よ曲きよく折せつあったことを思い出して瞳を潤うるましていたり。

　サリュの表情しか見れないニコ生視聴者は、一体どんな素す晴ばらしい映画をミラノちゃんは観ているのだろうと、サリュクラスへ押し寄せるほどだ。

　思い込みが激しいのか、信者が恐ろしいのか。あれだけのＦ級映画だろうと、面おも白しろかった！　と絶賛するのは、なんでやねん、とツッコミたいところである。

　というか、以前にも同じようなことがあったな……。

　内容の評価には納なつ得とくいかないが、

「やっぱりサリュちゃん可愛かったな！」「小学生キャラ、ハマり過ぎ！」「大根芝しば居いなのが逆に最高！」

　などという意見は、激しく同意したい。

　それらの言葉を聞いて、人知れず照れているサリュも実に可愛らしい。もはやミラノモードだけでなく、コミュ難モードのサリュも愛されていることを実感して欲しい。




　文化祭も終しゆう盤ばんに差し掛かかった15時過ぎ。投票期間は既すでに終しゆう了りようし、最さい優ゆう秀しゆう賞の結果は神のみぞ知る状態。

　休きゆう憩けいに入っても良かったが、そうはミラノが卸おろさない。もっと頑がん張ばりたいというサリュの熱望から、リポート実じつ況きようを継けい続ぞくすることに。

　現在は、体育館に隣りん接せつした剣けん道どう場で座ざ禅ぜんを体験中。和尚おしようを模したスポーツ刈がりの剣道部員が、精神統一している客たちが少しでも動いたらハリセンでシバくという、ありがたみもくそもないイベントである。

　サリュとギャラリー、何故なぜか俺まで横一列にあぐらを組み、姿勢を正して精神統一。キンタは立たて膝ひざ付いてサリュを撮影している。

　こういうのって、集中しようとするほど周りの音が気になるもので、

「目を瞑つぶってるミラノちゃんも可愛いよなぁ……」「動かなかったらお人形さんみたいだよね」「あんなメイドさんが家に欲ほしい……」

　座禅待ちの客の小声が嫌いやでも耳に入ってしまう。サリュの存在に誰もが目を奪うばわれ続けているのは見なくとも分かるほど。

　これだけ注目されれば、以前のサリュなら自分の舌を嚙かみ切ろうとしていた。しかし、今のサリュは緊張を隠かくせてはいないが、自分のできる精せい一いつ杯ぱいの対応を見せ続けている。

　リポート中だけでなく移動中までも、ギャラリーに小さく手を振ったり会え釈しやくを繰くり返したり。１日中駆かけ回って疲ひ労ろう困こん憊ぱいにも拘かかわらず、辛つらさを見せずに好意を振る舞まい続けた。

　本当に今日は頑張ったと思う。まるで数ヶ月の集大成を見せるかのように、誰にでも人ひと懐なつっこい幼少期のサリュへ戻もどるかのように。

　嬉うれしさは当たり前に感じている。けれど、寂さびしさも滲にじみ出てきてしまう。

　もうすぐイタリアに帰ってしまうんだよな、と。

　サリュはいつ帰ってくるのだろうか。１年後？　卒業後？　まだまだ先？　帰ってこない……？

　そもそも、サリュのいない生活に俺は耐たえられるのだろうか。

　笑ってしまう。これじゃあ、まるで俺がサリュみたいじゃないか。

「！　……」

　チクショウ。和尚もどきに雑念だらけなのがバレて、肩かたに触ふれられてしまう。

　そのままハリセンで後頭部をフルスイング。

「イッ……！　肩じゃねーのかよっ！」

　和尚もどきにお辞じ儀ぎをして再度目を瞑る。殺意が芽生えるものの、気持ちを引き締められたし結果オーライかもしれない。今は俺の私情など後回しでいいのだから。

「ひっ……」

　真横から小さな悲鳴。思わず薄うす目めで確かく認にんしてみれば、俺同様にサリュがアウトの宣告を受けていた。

　プルプルとサリュが身を震ふるわせていると、ちょこんとハリセンが頭に載のったのみ。

　贔屓ひいきすんなエロ坊ぼう主ず。

　10分程ほどの座禅が終了し、自然と伸のびをしてしまう。

「さてミラノ。残り時間はメイド喫きつ茶さで茶でもシバこーぜ」

「シバくです♪」と、俺につられるようにサリュが立ち上がろうとしたときだった。

「わわっ……！」

「ミラノ!?」「ミラノちゃん!?」

　ギャラリーがざわつくほど。疲ひ労ろうが溜たまっているからか、バランスを崩くずしたサリュが盛大にズッコけそうに。

　咄とつ嗟さにサリュの肩をがっちりキャッチ！　すんでのところで救出に成功。

「セーフ……」

「す、すいません。足が痺しびれちゃっていたので……、あ、あれ……？」

　サリュが何やら不ふ穏おんそうな声を上げる。

「どうした？　……ん？」

　抱だきかかえていたサリュを起き上がらせようとするが、サリュの足元に注目してしまう。

　黒い塊かたまりの『先っぽ』をサリュが踏ふみつけていた。

　黒くろ猫ねこの尻尾しつぽ？　いいや違ちがう。猫ねこの尻尾は１本のはず、この物体には２本生えている。

　じっくりと見つめる。すると、その物体は果てしなく見覚えがあるものだった。

　……ツインテールのウィッグ？

　ぶわっ、と嫌な汗が全身から噴ふき出し、咄嗟に顔を上げる。

　目の前で固まる少女の髪かみ色は、黒ではなく煌きらびやかな金。チャームポイントのオッドアイは長ったるい前髪でシャットダウン。

　ミラノモードではない、コミュ難モードのサリュが目の前に……。

　ヤ、ヤバい！

　即そく座ざにサリュの頭へウィッグを被かぶせるが、

「……やってもうたかも」

　キンタも咄嗟の判断でカメラを下に向けてくれたようだが、確証が持てず声こわ音ねが弱い。

　受け取ったスマホを恐る恐る覗のぞいてしまう。

『サリュちゃん……、だよな？』『似てるって思ってたけど……マジ？』『ミラノたそ[image: →]サリュちゃん……？』

　完全にバレてしまった……。

　そもそも、ニコ生でバレていようがなかろうが、居合わせた周囲の視線を隠せていない。

　パシャ……、とシャッター音が響ひびく。

　音のした方向を見れば、ギャラリーの１人がスマホをサリュへ向けていた。

　シャッター音を皮切りに、ザワつきが響どよめきへと変わってしまう。

　とてもじゃないが、場を収拾できる状じよう況きようではないほどに。

　なによりも、このままじゃ……！

「ここは俺に任せい！」

「うお!?　キ、キンタ!?」

　頼たのもしい言葉と共に、俺とサリュの背中が力強くも扉とびら外へと押し出される。キンタが無理な笑えみを見せつつ扉を閉とざしたと同時、ギャラリーのザワつきが最高潮。内側から迫せまり来る大量の足音と、キンタの叫さけび声がこだまする。

「おらぁぁぁぁ───！　ここを通りたくば俺を倒たおしてから行かんかい────！」

　まるでシェルターを守る番人の如し。キンタが強がっているのは明白であり、引き扉が幾いく度どとなくガタガタと揺ゆれ続ける。いつこじ開けられてもおかしくないくらい。

　キンタの犠ぎ牲せいを無む駄だにするわけにはいかん！

「部室まで走るぞサリュ！」

「……」

「サリュ？　おい、しっかりしろ！」

「！　あ、あう……、は、はいです……！」

　一気に疲労と緊きん張ちようが押し寄せたのか、サリュは言葉を紡つむぐので精一杯で顔色は真っ青。

　震える小さなサリュの手を握にぎり締しめ、剣道場を逃にげるように飛び出す。とにかくサリュの身の安全を確保するのが最優先だ。

　文化祭終わりとあって人ひと数かずはだいぶ減ってはいるが、ここにきてメイド服が酷ひどく目立ってしまう。サリュを発見して反応を示す生徒たちは、まだ伝でん搬ぱんしていないから好意のほうが多い。けれど、ミラノの正体がサリュだったのだと、驚おどろきの反応を示す輩やからも少数いる。

　歩を進めば進めるほど、驚きよう愕がくの反応が多くを占しめていく。

　全校生徒にバレるのも時間の問題か……。

　きっと周りの奴やつらに、身バレに対する悪意や嫌けん悪お感はない。けれど、タイミングが悪すぎる。サリュの気持ちに整理がついていないのだから。

　旧きゆう棟とうが見えてきた。

「もう少しだから頑張れ！　……サリュ？」

　引っ張り続けてきたサリュの足取りが急激に重くなる。足に限界が来てしまったのか？　足だけじゃない。握り続けてきたサリュの手が離はなれてしまう。

　違う。離されてしまう。

　俺まで逃げることを忘れてしまい、身体からだごとサリュへと向ければ、

「お、おい……」

　ガラス玉のような瞳ひとみが見開いたまま、唇くちびるは固く一文字に結ばれている。あまりにも痛々しいサリュの表情がそこにはあった。

　感情を抑おさえようと、必死に両拳こぶしを握り続けているが抑えることができない。ついには、瞬またたきの代わりに一筋の涙なみだが溢あふれてしまう。

　サリュの涙が止まらなくなってしまう。

「ひぐっ……！　[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ……！」

「大だい丈じよう夫ぶだって！　絶対俺が何とかしてやるから！　な？」

　泣く必要なんかないからと、サリュの手を握り直す。

「サリュ……？」

　拒こばむかのようにサリュに手を離されてしまう。

　それでもサリュを助けたい、落ち着かせたいと、無意識に頭を撫なでようと手を伸ばす。

「[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　サリュは大きく首を横に振ふり続け、１番大好きであろうスキンシップさえ拒む。

　これ以上関かかわらないでと言われているようだった。

　そして、

「ごめんなさい……っ」

　振り絞しぼった声を出したサリュが、俺を追い抜ぬいて旧校舎内へと１人で駆けて行く。

　俺を避さけるかのような行こう為いに不安や混乱が頭をかき乱し、地面に残された涙の染しみがどうしようもなく憎にくらしい。悲しみから救ってあげられない自分に死ぬほど腹が立つ。

　サリュがいなくなれば様子を窺うかがう必要などないと、十数人のギャラリーに囲い込まれてしまう。

「桃山！　説明してくれ！」

「本当にミラノちゃんはサリュちゃんなのかよ!?」

「泣いてたのはバレちゃったからなのか？」

「うるせー！　聖徳太子じゃねーから何言ってんか分かんねーよ！　どいてくれ！」

　人に答えを教えている場合ではない、俺のほうが教えてほしいくらいだ。

　揉もみくちゃにされようと無視して突つっ切ろうとするが、身動きが取れない。

「頼むから後にしてくれ！」

　時間が経過すればするほど、纏まとわりつくように野次馬が増え続ける。

　俺の叫びが誰だれにも届かない。それでも叫ばずにはいられない。

「どけ───「どきなさ───い！」」

「!?」

　俺の叫びを打ち消すかのように、聞き覚えのある怒ど声せいが響き渡わたる。

　誰もが何事かと口を閉ざし、一いつ斉せいに声のする方を振り向く。人ひと込ごみから顔を出せば、

「さ、桜……？」

　手伝い中だからだろう。メイド服に身を包み、右手には『２‐Ａでご奉ほう仕し中♥』のプラカード、左手は腰こしに手を当てた桜が直立不動で佇たたずんでいた。

　それだけではない。桜の両サイドには、ルナ先せん輩ぱいと朝霧さんまでいるではないか。

「やっほー♪」と手を振るルナ先輩と、クス……、と微び笑しようを浮うかべる朝霧さんが、

「ほらほらー♪　ルナたちと文化祭の記念写真撮ろ？」

「今なら桜がご奉仕してくれるかもしれないわね」

　２人の甘い誘ゆう惑わくに野次馬たちが「おお……」と声を上げ、俺さえ桜のメイド服姿が新しん鮮せんすぎて目が点になってしまう。それはそれは恥はずかしげな桜だったが、一いつ喝かつするようにプラカードの柄え部分を地面に殴おう打だ。

「太た郎ろう！　アンタはジロジロ見てないで、サリュちゃんのところへ行ってあげなよ！」

　桜は忙せわしく、「ア、アンタらもジロジロ見ていいわけないじゃん！」とツンデレ発動。効果は絶大で、一同の視線を釘くぎ付づけにし続ける。

「早く！」

「ありがとう！」

　人込みから抜け出し感謝を告げれば、桜が「ん」と短く返事してくれ、ルナ先輩と朝霧さんも「いってらっしゃーい♪」「いってらっしゃい」と送ってくれる。

　さすがはレインダンスの３人。改めて最強の学園アイドルだと認にん識しきしてしまう。

　桜たちとキンタには、ウチの店のラーメンセットくらい奢おごらないとな。




　全力で階段を駆かけ上がり、全力で廊ろう下かを直進していく。床ゆかにはところどころ涙が落ちており、俺たちの部室前まで続いていた。

　息を乱しつつ部室の扉を開けると、

「サリュ……」

　部屋の隅すみっこ。電気も点つけずに、泣きじゃくる小さくなった少女が視界に入ってしまう。

「タロ様……。っ……！」

　靴くつを乱雑に脱ぬぎ棄すててサリュのもとへ近づくと、なだめる間もなく、

「ごめんなさい……。逃げちゃって、ごめんなさいですよう……！」

「そんなこと気にしてねーって」

　内心は結構ショックだった。けれど、言える雰ふん囲い気きでもなければ、サリュが何の気なしに俺を避けるわけがないことを知っている。

「俺以外誰もいないし、怖こわがらないでも大丈夫だか──「違いますよう……！」」

「……え？」

　サリュの否定する言葉に、思わず固まってしまう。

　悲しむ理由は身バレが原因じゃない……？

「何で俺から離れたか教えてくれるか？」

「……甘えようとしちゃったから……」

「甘える？　俺にか……？」

　サリュは嗚お咽えつを漏もらしつつ頷うなずく。別にいいじゃないかと言おうとするが、予期するかのように、途と切ぎれ途切れながらに言葉を紡いでいく。

「……これからしばらく１人で頑がん張ばらないといけないのに……。今日だけは迷めい惑わくをかけちゃダメなのに……、一生懸けん命めい頑がん張ばって、向こうでも大丈夫だなって、タロ様たちを安心させようって決めてたのに……。なのに……、なのになのに！　うぐっ……！　何もできずに固まっちゃったよう……！」

　何だよ、そんなこと考えてたのかよ。

「分かったから一度深呼吸しろ、な？」

　悔くやしいのが痛いほど分かってしまう。だからこそ、サリュは言うことを聞いてくれない。

「何もできなくて……、うぅ……！　サリュがミラノだって知られたら、動けなかったですっ……！　うううっ……[image: ～][image: ～][image: ～]！　心の中でタロ様に助けを求めちゃったよう！　引っ張られているときも安心しちゃったよう！」

　まだ伝えたいことの半分も言えてないと言葉が止まらない。

　もう十二分伝わっている。

「それじゃあタロ様たちを安心させれないのに！　今だって泣いてる場合じゃないのに！　なのに、なのに……！」

　サリュの涙るい腺せんのダムはとっくのとうに決けつ壊かいし、涙で顔はぐちゃぐちゃ。あどけなく可愛かわいい顔が目も当てられず、ウィッグの前まえ髪がみが毟むしれるのではないかと思うくらい力強く握り締しめ、唇も強く嚙かみ締めている。こんなに苦しそうな姿のサリュを見たことがなかった。

　ついには声にならない声で泣き喚わめいてしまう。

　これだけ、他人のことを想おもって苦しめる奴を俺は知らない。

　そんな奴だからこそ、苦しまず、ずっと笑っていてほしい。

　幼おさな馴な染じみだからじゃない。好きな女の子だから。

「他た人にん行ぎよう儀ぎなこと言うなよ！　今まで一いつ緒しよに頑張ってきただろ！」

　サリュを力いっぱい抱だき締めてしまう。

「タロ、様……？」

　現状を把は握あくできず驚いているのか。サリュの身体は固く硬こう直ちよくしている。

　羞しゆう恥ちを感じる暇ひまなど脳に与あたえない。

「サリュのためだけじゃない、俺自身がサリュを助けたいと思ってんだよ！　お前の頑張りを１番知ってんのに、何もしないなんて絶対嫌いやだ！　俺の嫁よめなら俺の考えくらい分かれよな！」

「！」

　密着させたサリュに気持ちが届いたのか。サリュの身体が僅わずかに跳はねる。

　そして、か細い声で、

「駄だ目めですよう……、これ以上、サリュを甘やかさないでくださいよう……」

「断る。俺はお前を甘やかす」

　いまさらイージーモードからハードモードになんか変えられない。そもそも変え方なんか知らない。

「約束しただろ？　お前を学園のヒロインにしてみせるって」

　サリュから身体を離し、重要なことだからもう一度言ってやるのだ。

　安心できるように、目いっぱい笑いつつ。

「大切な約束だから破らねーよ」

「……あ」と小さく声を上げたサリュは、思い出してくれたのだろう。８年前、別れ際ぎわの空港で俺が言ったセリフを。

　何年経たとうと、あのときのセリフに噓うそ偽いつわりはない。

　今度こそはとサリュの頭を撫でようと手を伸のばす。

　サリュは何も抵てい抗こうしてこない。いつものように俺を受け入れてくれ、

「はいです……♪」

　涙を流しつつ目を細め笑ってくれる。

　微笑ほほえみ混じりに流れる涙はとても綺き麗れいなモノに見えた。

　俺もサリュには沢たく山さんのものを貰もらい続けてきた。だからこそ、サリュには甘え続けてほしい。これからもずっと。

　落ち着きを取り戻もどしていくサリュの顔をハンカチで拭ぬぐっていると、

「皆みなさんは受け入れてくれるでしょうか……？」

「ルナ先輩も言ってただろ？　今のお前を嫌きらう奴やつなんて聞いたことないって」

　やはり確証が持てないのか、ただただ顔を差し出すだけのサリュ。

　けれど、そんなもの無用な心配事に決まってる。

「そこまで心配なら聞いてみろよ」

「？」

　ポケットからスマホを取り出し、サリュへと手て渡わたす。

「……あ──」

　インカメラ状態の画面には、点つけっぱなしにしていたニコ生が放送され続けている。

　サリュの驚おどろく顔が映り込んだ瞬しゆん間かん、

『やっと映った！』『俺はミラノちゃんもサリュちゃんも大好きだ！』『受け入れる以外に選せん択たく肢しはないから！』『ミラノちゃんキタ───！』『イタリアに行っても配信してよ！』『健けな気げすぎて泣きそう……』『リア充じゆう昇しよう格かくおめ！』『心配しすぎぃ！』『騒さわいでゴメンね』『受け入れるに10億ペリカ』『俺も受け入れるに魂たましいを賭かけよう』『泣きすぎｗ　俺もだけど（泣）』

　大量のコメントがスマホ画面へと流れ続ける。

　目で追いきれないコメントを必死に追い続けるサリュの横に俺も映り込む。

　そのまま聞いてしまう。

「皆みんな！　サリュがミラノだろうが、ミラノがサリュだろうが関係ないよな!?」

『関係ない！』『もち』『聞くだけ無む駄だぁ！』『どっちも大好き！』

「オッドアイ超ちよう絶ぜつカッコいいよな!?　自じ慢まんしていいよな!?」

『当たり前！』『カッコいいぜ！』『美少女のマストアイテム！』『見せつけろ！』

「馬ば鹿かにする奴がいたら、ぶっ倒たおすの協力してくれるよな!?」

『おうよ！』『一緒に炎えん上じようさせてやんよ！』『俺らの住所特定力の見せどころ』『無論！』

　誰だれも否定的なコメントなんていない。俺と同意見の馬鹿な奴ばかり。

　当たり前だ、俺と同じでサリュのことを大好きな奴しかいないのだから。

「ありがとうございますっ……！　ううっ……！」

　映り込むサリュがまたしてもボタボタと涙なみだを零こぼし始めてしまう。

「皆さん大好きですよぅ……！」

　サリュの心からの感謝に、視し聴ちよう者しやの誰もがご褒ほう美びコメントだと沸わき立ってしまう。

　そんな奴らに感化され、サリュに笑顔が戻っていく。

　温かいコメントがエンドロールのように流れ続けていると、文化祭終しゆう了りようを告げるチャイムが鳴り響ひびく。

　静かになった頃ころ合あい。落ち着きを取り戻したサリュが袖そでを摑つかんでくる。

「ねぇねぇタロ様……？」

「ん？　どうした？」

　照れているのだろうか？　「あ、あのぅ……」と、モジモジとはにかむサリュ。

「俺の嫁と仰おつしやっていましたが、それは……、そういうことと捉とらえちゃってもよろしいのでしょうか……？」

「！」

　頰ほおを染めるサリュよりも今の俺のが赤い自信がある。

　感極きわまったとはいえ、とんでもなく恥はずかしいことを言っちまったな……。

「そ、それはだな……」

「それは……？」

　前のめりになるサリュの顔が近い。僅かに覗のぞく色いろ違ちがいの瞳ひとみに吸い込まれそうになってしまう。

　……今が告白する頃合いなのか？

　というわけではないらしい。

　扉とびらをノックする音が聞こえてきたから。

「「？」」

　俺とサリュは目を合わせたまま、首を傾かしげてしまう。




　　　　※　※　※




　夕日はとっくに沈しずんだにも拘かかわらず、体育館に集まった生徒たちは、疲つかれ知らずに後夜祭を全力でエンジョイしていた。

「「「さっくらたん！　さっくらたん！　さっくらたん！」」」

「「「ルッナルナ！　ルッナルナ！　ルッナルナ！」」」

「「「オーカ様っ！　オーカ様っ！　オーカ様っ！」」」

　文化祭を優勝したレインダンスが、本日２度目のステージで演奏中。観客のリクエストに応こたえ、レインダンスの定番曲がメドレーのように流れ続けている。

　ルナ先せん輩ぱいの過か剰じようサービスなベースソロ中。桜と目が合うと、指を２本出してくる。

　ピースサインではない。その証しよう拠こに口パクで、「に・れ・ん・ぱ」と悪戯いたずらげに口元を緩ゆるませてきやがる。お馴な染じみの威い嚇かくも添そえて。

「クソー……。投票の締しめ時間がもうちょい長かったら、イケた思うんやけどなー」

　俺の横には、悔くやし気に歯をギリつかせるキンタ。凄せい惨さんな戦いを生き残った勲くん章しようとして、シャツやズボンがシワだらけだったり、生傷があったり。本当によく頑張ってくれた。

　キンタの言う通り、投票の締め切りがもう少し長ければ、優勝できていたかもしれない。

　けれど、

「もし長かったら同情票まみれになってただろ。だったら、頑がん張ばりが分かるから俺はコレで良かったと思う」

　それに、公平に審しん査さするとやっぱりレインダンスが優勝だったと認めざるをえない。

　誰も不平不満を言わずライブに熱中しているのが良い例だ。

　デカい借りも作っちゃったしな。

「成なる程ほどなー。そう考えたら、確かに良かったかもしれんな。いやはや流石さすがやわぁ」

　ニタニタしながらキンタが俺を見てくる。

「なんだよ？」

「いやぁ～。さすが、ニコ生中に嫁宣言する奴は言うことがちゃ────！　怪け我が人にんを殴なぐらんといて!?」

　怪我人なら大人しくしとけよ。

　クソ……。俺も迂う闊かつだった……！　あんな恥ずかしいセリフが、全校生徒だけでなく全世界発信していたなんて……。

　恥ずかしい！　黒歴史確定だよチクショウ！

　アンコールを含ふくめ、演奏を終えた桜たちがステージから捌はけていくと、性しよう懲こりもなく俺の肩かたをキンタが馴なれ馴れしく叩たたいてくる。

「ほらサリュちゃん頑張ってるで」

「毎回言わなくても分かるっての」

　俺らの視線の先、ステージの袖にはミラノモードのサリュ。

　何をしているかと言えば、後夜祭の進行役である。

　マイク片手、カンペを片手にサリュは、

「レ、レインダンスの皆さん、ありがとうございましたっ！　え、えっと……、次は、毎年恒こう例れい、岩いわ田た先生たちによる新秋シャショショ──、あれ？　新秋シャン町長……。新秋チャンドンゴン？　？？？」

　相変わらずに早口言葉系が苦手なのな……。

　焦あせるサリュに、観客席の女子たちが「「「ミラノちゃん頑張れー！」」」と声せい援えん。

　サリュは大きく頷うなずき、

「が、頑張るですっ……。えっと……、先生たちによる新秋、シャン、ソン、ショウですっ。♪　言えましたぁ♪」

　言えたことが嬉うれしすぎて、飛とび跳ねて、はしゃぐサリュ。

　が、直すぐに自分が進行役なのを思い出し、

「あ……！　ど、どうぞですっ！」

　急いで横断幕へ逃にげ込むサリュに、誰もが癒いやされて頰が緩んでしまう。

　まさに適任。文化祭実行委員長はお目が高い。

　文化祭終わり。オルタナティ部の部室にやって来た委員長が、「是ぜ非ひ、ミラノちゃんに後夜祭の進行役をやってほしい」と依い頼らいしてくれたのだ。

　優勝はできなかったが、文化祭でのサリュの頑張りが認められた瞬間であり、「皆さんに楽しんでいただけるなら、喜んで引き受けます」とサリュは快く引き受けた。




　大勢の期待を背負い、精せい一いつ杯ぱいに励はげむサリュ。そして、誰もがサリュの励みに癒されて笑え顔がおになる。

　誰がどう見ても学園のヒロインだ。




　　　　※　※　※




　夜も更ふけそうな21時過ぎ。さすがに打ち上げを始めるには遅おそいことから、後日にサリュの送そう別べつ会も含めてすることになった。

　サリュと２人きりの帰路。もうすぐ家に着くのだが、まだ帰るわけにはいかない。

「なぁサリュ。寄り道しないか？」

「はいです♪」

　俺の不自然な提案にも、サリュは気にする素そ振ぶりなど一いつ切さい見せず。１日中動き回り、沢たく山さんの感情を出し続け疲れているはずなのに、サリュは頷いてくれる。当たり前に申し訳ないとは思う。

　けれど、イタリアに帰る前にどうしても伝えないといけない。

　俺たちの思い出の場所である公園の敷しき地ちへ足を踏ふみ入れ、１本の街灯に照らされたベンチへと２人腰こしを下ろす。

　自じ販はん機きで買っておいた缶かんジュースを２本分取り出し、１本をサリュへと手渡す。

　缶同士を合わせて乾かん杯ぱい。

「今日はお疲れ」「お疲れ様でした♪」

　２人だけの小さな祝賀会。そう言ってしまえば寂さびしい響きだが、今の俺としては贅ぜい沢たくでかけがえのない時間だ。

　ジュースを一口飲んだサリュが頭を下げる。

「今日はありがとうございました」

「優勝させてあげれたら、１番良かったんだけどな。力不足でゴメンな」

「サリュの力不足が原因ですよう。むしろ申し訳ないです」

「そんなことねーよ。お前はすげー頑張ってたって」

「タロ様たちのほうが頑張ってくれてたですよう」

「いやいや！」「いえいえ」

　２人揃そろって謙けん遜そんし合えば、

「ははっ……！」「ふふっ……♪」

　優勝したかったのは本音だけど、それ以上に得れたモノの大きさを俺たちは分かっている。だからこそ、笑い合ってしまう。

「文化祭は楽しかったか？」

「もちろんですっ。素す敵てきな思い出がまた１つできました」

　サリュは愛あい嬌きようたっぷりの笑顔で応えてくれ、そのまま俺へと身を寄せてくる。

　少し肌はだ寒ざむくなってきた季節に、サリュの温かい身体からだがじんわりと心地ここちよく、もっとサリュの体温を感じようと俺までもサリュへと傾かたむいてしまう。

　寄り添うばかりで、されたことがなかったからか。サリュは少し驚おどろいたように俺を見上げるが、すぐに受け入れてくれる。

「サリュが日本に戻もどってきてから、もう５ヶ月経たったなんて驚きだよな」

「そうですね。サリュもあっという間に感じるです」

　本当にあっという間だった。

　あっという間なのに、簡単に色々なことを思い出せてしまう。

「サリュがいきなり日本に帰ってきてさ。今日から俺ん家にホームステイしに来たって言われて、すげービックリした」

「ふふっ♪　サプライズしたかったんですよう」

「お前がとんでもない人見知りになってたことの方がサプライズだったけどな」

「うぅ……、何も言えないです……」

　学校に行く直前、学校には行かないとか言い始めたから度ど肝ぎもを抜ぬかれたものだ。

　しゅんとするサリュも見ていて飽あきないが、今見たい表情ではない。

「でもさ」

「……でもでも？」

「１番驚いたのは、８年ぶりに会ったのに久しぶりって思わなかったことかな」

　サリュはしょんぼり一変、ふにゃっ、と頰を緩ませる。

「……えへへ……♪　それはサリュもですよう」

　思い出し笑いではなく、思い出し喜びといったところだろうか。そんな表情が今は堪たまらなく可愛かわいく見えてしまう。

「８年も顔を見せていなかったのに、すぐにサリュの名前を呼んでくれて凄すごい嬉しかったんですよ？」

「ずっと電話してきて、性格が変わったって思ったことが無かったからな。会うまでは想像しかできなかったけど、いざ会ったときに、『８年後のサリュっぽい』って思ったんだよ」

「……サリュっぽくて、良かったですか……？」

「正直言うと、想像よりも可愛くてビビった」

「！　そ、そうなの、ですか……？　こ、光栄です……」

　心配から一変。不意打ちを食らったサリュは、照れの表情で顔を伏ふせる。

　俺だって恥はずかしい。それでも文化祭終わりで高こう揚ようして言ってしまったわけではない。

　だからこそ、

「なぁ、サリュ」

「？　どうしましたか？」

　深呼吸はしない。当たり前に告げてしまう。

　当たり前のことだから。

「俺、サリュのことが好きだ」

　寄り添そうサリュの肩が僅わずかに跳はねると、しばしサリュの時が止まってしまう。

　ようやく口を開く。

「タロ様、それって……」

　前まえ髪がみから僅かに覗のぞく瞳ひとみが見開き、俺をじっと見み据すえていた。

　まるで夢ゆめ心地ごこちのように、未いまだ思考が追い付かないかのように、

「それは、幼おさな馴な染じみとしてですか……？　女の子としてですか……？」

「どっちもだよ」

　本日何度目だろうか。サリュは泣きそうになり、瞳を濡ぬらし始めている。

　サリュの代わりに俺は笑う。そして、もう一度言ってやるのだ。

「危なっかしくて目を離はなせないサリュだけど、どんなことにも一生懸けん命めい頑がん張ばってくれるサリュが俺は大好きだ」

「サリュもタロ様が大好きに決まってますよう！」

　感極きわまったサリュが飛びついてくる。胸むな元もとで涙なみだを流し、俺の背中に回した腕うでで震ふるえる身体を必死に抑おさえようとしていた。

「お前がイタリアに帰るって言った日に、ようやく自分の気持ちがハッキリしたんだ。ごめんな、気づくのが遅くて」

「ほんとですよう……！　タロ様はおバカさんですっ……！　そんな嬉しいお言葉はもっと前々から聞かせてくださいよう！」

　夜の誰だれもいない公園で、サリュのむせび泣く声だけが静かに響ひびく。そんな儚はかなくて壊こわれそうなサリュを守りたいと、小さな身体を包み込むように俺はサリュを抱だき寄せてしまう。




　未だベンチに腰こし掛かけ、俺たちは空に浮うかぶ月をただただ眺ながめていた。

　ようやく落ち着きを取り戻したサリュへ、おもむろに呟つぶやいてしまう。
















「少し前まではさ。そのままの、幼馴染の関係を続けようと思ってたんだ」

「……どうして、ですか？」

「サリュが帰ってきただけで十分満足してたんだよ。サリュが目の前にいて、昔みたいに一いつ緒しよに生活できるだけで俺は嬉しかった。だからさ、今の関係が崩くずれるかもしれないなら、それ以上でもそれ以下でもない今を大事にしようって思ったんだ」

　サリュが俺の手を握にぎってくる。もう過去の話なのに心配性な奴やつだ。

　というよりも、そんな目で見られたら、軽く言うつもりだった言葉が途と端たんに恥ずかしくなってくる。

「あー……、」と言葉を詰つまらせていると、

「どうして満足できなくなっちゃったんですか……？」

　言わざるを得ないよなぁ……。

「その……、す、少しずつ物足りなくなったっていうか、なんていうか……、まぁ、あれだ。誤ご魔ま化かそうとしてたけど、やっぱり……サ、サリュを異性として可愛いって思うことも多くなってきちゃったんだよ……」

　超ちようハズい……。さっきまでの勢いが名残なごり惜おしい……！

　不安がっていたサリュには十分すぎる言葉だった様子。不安は吐はき出され、代わりに嬉うれしさで胸を満たす。オッドアイの瞳は爛らん々らんで、いつもどおり二の腕にベッタリだ。

「えへへ……♪　サリュのことを可愛く思ってくれてたんですね？」

「……まぁ、そういうことだな……」

「しかも度たび々たびも♪」

「……お、おう……」

「頻ひん度どでいうとどれくらい──、「調子乗んな」」

　ぐいぐい近づいてくるサリュにデコピンすれば、「あうっ」と声を上げて両手で額を押さえる。お仕置きしたにも拘かかわらず、サリュの顔から笑みが崩れない。

「でもでも」

「？」

「そのお言葉を、イタリアに帰る前に聞けて嬉しいです」

「……っ」

　ああ……、やっぱりサリュにイタリアに帰って欲しくないって思ってしまう。

　俺が顔に出してしまったからか、それとも言葉にすることで自覚してしまったのか。サリュの表情も徐じよ々じよに曇くもってしまう。

『行ってほしくない』

　本心を口にしてしまえば、サリュは考えを改めてくれるかもしれない。けれど、サリュが決心したことを俺が揺ゆらがせてどうする。

　俺の後ろじゃなくて、横を歩きたいと言ってくれたんだ。

　俺ができることなんか１つしかない。

　サリュよりも精せい一いつ杯ぱいの作り笑顔を浮かべ、

「サリュがイタリアに帰っても、また電話しような！」

「タロ様……。はい♪」

　サリュの気持ちを少しでも軽くすることができただろうか。

　これ以上の演技はできそうにない。もう泣きそうだ。

「もう遅おそいし、そろそろ帰ろうぜ」

　スマホで時刻を確かく認にんするフリをしてから立ち上がり、ゆっくりと歩き出す。

　一緒に立ち上がったサリュの影かげが動かない。

　思わず振ふり向いてしまう。すると、街灯の真下にサリュは立っていた。

「サリュ？」

　月明りや街灯が周囲を照らしているはずなのに、サリュの煌きらびやかな髪かみや真っ白な肌はだが、幻げん想そう的に周囲を照らしているかのような錯さつ覚かくを与あたえる。

　天使のようだと思った。

　ポケットからヘアピンを取り出したサリュが、そのままピンで前髪を留める。

　あどけない顔立ちから、碧へき眼がんと金眼が露あらわになり、その澄すんだ瞳たちが優やさしく俺を見つめている。いくら成長したとはいえ、少しの恥じらいをサリュは感じているようだ。

　それでもサリュは前髪を隠かくそうとはせず、両手を広げた。

「タロ様。もう一度、ぎゅっ、してくれませんか……？」

　泣き顔を見られるくらいならと、気づけばサリュのもとへ駆かけ出していた。

　力強く抱きしめてしまう。サリュの全すべてを抱き寄せ、サリュも全てを委ゆだねてくれる。互たがいの気持ちや想おもいが混ざり合っているようで、とても温かい。

「向こうに行っても頑がん張ばれよ？」

「……はいっ」

「嫌いやなことがあったりされたら、イタリアまで行ってやるから。そのときは、ちゃんと言うんだぞ？」

「……はいっ」

　サリュも我が慢まんできなくなったのか、すすり泣く声が聞こえてくる。

「毎週じゃなくて、毎日お電話していいですか……？」

「おう」

「ビデオ通話でもいいですかぁ……？」

「おう」

「１時間じゃなくて沢たく山さん──「なんでも大だい丈じよう夫ぶだよ」」

　俺はサリュへ甘々なのだ。なんでも聞いてやるに決まってる。

「……ありがとうございます……」

　いつまでもサリュを抱きしめていたいが、そうもいかない。

　名残惜しみつつ、ゆっくりと俺たちは離れ、互いに見えなかった表情を確認してしまう。

　必死に笑顔を保とうとするサリュの表情。涙を流してはいけないと瞬まばたきをせず、悲しくない、嬉しいのだと、俺を見つめ続けてくれる健けな気げさは余計に込み上げてくるものがある。

　どうしようもなく愛しく見えてしまい、サリュと唇くちびるを重ねようと顔を寄せてしまう。

　俺がしようとする行こう為いに気づいたサリュが、咄とつ嗟さに胸元へと顔をうずめてしまう。

「それは、ダメですよう……」

「ご、ごめん……」

「帰りたくなくなっちゃいますよう……」

　そんなことを言われれば、心臓の鼓こ動どうがまた１段階も２段階も上じよう昇しようしてしまう。同時に、このやるせなく、膨ふくらんでいく気持ちをどう発散させればいいか思考を巡めぐらせてしまう。

　すると、

「……ですから、サリュからで我慢してください」

「！」

　サリュの柔やわらかい唇の感かん触しよくが、俺の唇ではなく、唇から僅かに逸それた箇か所しよへと押し付けられる。

　つま先立っていたサリュの顔が離れ、俺に微笑ほほえみかけてくれる。

　サリュからのお預けを、少しだけなら我慢できるようになった。けど、少しだけだ。

「早く帰ってこいよな」

「はい♪」

　まるで来月にでも帰ってきてくれるような力強い返事をサリュはしてくれ、

「頑張って来月くらいには帰って来るですっ！」

「おう。……え？」

「はい？」

　……。気のせい、だよな……？

「サリュ、今なんつった……？」

「サリュからで我慢してください、ですか？　……もう一度します、か……？」

　か、可愛かわいい提案してきやがって……！

　いかんいかん！　今は誘ゆう惑わくに負けてる場合じゃない！

「違ちがうって！　その後の言葉だよ！」

「？　えっと……、頑張って来月には帰ってくる、ですか？」

「ら、来月って？」

「うーん……、サリュが帰るのが10月の20日だから、11月20日くらいです？」

「？？？」

「？？？」

　なんでお前が理解できてない感じ……？

　途端に頭が痛くなり、額に手を置いてしまう。

「待ってくれ……。だってお前、１年とか２年とか、下手すりゃもっと後にしか帰らない感じ醸かもし出してたじゃん……」

　サリュ反論。

「タロ様から１ヶ月離はなれるのは死活問題ですよう。うぅ……！　１週間も我慢できるかどうか……」

　それくらいは我慢しろよっ。

「で、でもさ！　だとしたら、何でサリュは帰るんだよ!?」

「留学から転学に変える手続きをしに行くためですよう。前々から考えてはいたんですが、やっぱりタロ様と離れ離れになるのが辛つらかったので……。断腸の思いですっ」

「……」

　あ、開いた口が塞ふさがらん……。

　河か川せん敷しきでサリュとサリュ母が電話で話してた内容って、このこと？

　吉澤さんの言ってたサリュがギリギリまで悩なやんでた内容って、このこと？

　今のままじゃダメってニコ生で言ってたのは、このこと？

　え────……。

　確かに深く聞かなかった俺も悪い。けど、誰だれがそんなことを予想できんだよ……。

　シャットダウンどころじゃない。電源ＯＦＦになってしまう。

「タロ様？」

　思考停止していると、しれっと頰ほっぺにキスしてくるサリュ。

　電源ＯＮ。

「ま……」

「ま？」

「紛まぎらわしいんじゃ───！」

「ひ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]ん！」

　俺の叫さけび声、サリュの悲鳴と共に、長い１日が終わりを告げる。








エピローグ






　サリュがイタリアに帰ってしまってから、１ヶ月と少し経過した12月末。

　２学期も終しゆう了りようし、既すでに冬休みに突とつ入にゆう。にも拘かかわらず、俺とキンタは部室に足を運んでゴロゴロする毎日を送っていた。

　つま先から肩かた近くまで豪ごう快かいにコタツへと身体からだを突つっ込み、俺は漫まん画がを読み漁あさり、キンタはチクチクと嫁よめフィギュアの洋服を見み繕つくろう。やることは多少変わりはするが、大きく変動することはない。これが日常風景である。

「サリュちゃんは元気にしてるやろか。ちゃんとご飯は食べてるやろか」

「オカンかお前は。っていうか、ちょいちょいグループ通話してるから知ってんだろ」

　まぁ、心配になるのも分かるけど。

　サリュは未いまだ日本へ帰って来ていない。

　転学の申しん請せいをして、すぐに認可が下りるわけではないらしく、３学期始めくらいまで掛かかってしまうと言っていた。

　寂さびしくないと言えば噓うそになる。けれど、日課である電話での雑談があるからこそ、寂しさはだいぶ緩かん和わできている。

　以前までの通話とは異なる点がいくつかできた。電話する頻ひん度どや時間、ビデオ通話になったことなど。どれも嬉うれしいことなのだが、１番嬉しいのは俺の学園生活ばかり聞いてきたサリュが、自分の学園生活の話をするようになったことだ。

　向こうでやっていけるかどうか心配していただけに大朗報である。

　人見知りＭＡＸだったサリュの変化に、イタリアのクラスメイトたちは興味津しん々しん。一体、日本でどんな経験をしたんだと、しばらくは色々と質問攻ぜめされたらしい。嬉しそうに語っていたということは、そういうことなのだろう。

　モテモテになっていないか心配してしまうのは、俺がサリュ馬ば鹿かだからだろうか。

　キンタがぼそり。

「向こうでイタリアンボーイの恋こい人びとができたか──、どわぁぁぁぁ！　抱だき枕まくらに針刺さそうとせんといて！」

　全く。騒さわがしい２次元愛好家だ。

　時間を確かく認にんすれば、14時前。

「キンタ、そろそろ時間だし行こうぜ」

「あいよ」と返事するキンタも重い腰こしを上げる。特にすることがない毎日にも例外はある。

　今日は珍めずらしく、一仕事入っているのだ。




　場所は変わって体育館。今日この時間帯は、どこの部活動も使用しないのはリサーチ済み。軽音楽部から各資材を運び終えた俺たちは、次いで、ステージで演奏しているレインダンスを撮さつ影えいしていた。

　そう。本日の一仕事とは、レインダンスの演奏を収録することである。

　隠かくし撮どりではない。レコード会社へ送る音源データやＰＶの収録を手伝って欲しいと桜に頼たのまれているのだ。

「あはっ☆」

　１番と２番の間奏に入り、ルナ先せん輩ぱい本領発揮。ステージ下にいる俺が持つカメラへと限界まで近づきウインクしたり、ベースに抱きついて決めポーズしたり。もちろんルナ先輩しかフレームに収まっておらず。

「ちょっと先輩！　ＰＶなんだから真ま面じ目めにやってよ！」

　我が慢まんの限界だと、演奏をストップさせた桜がルナ先輩へ食ってかかるが、ルナ先輩が反省するわけがない。

「え───。少しでも可愛さをアピールしたほうが、ウケいいと思うけどなー。審しん査さする人がムッツリだったら儲もうけものだよー？」

「色目使うな！　私たちは音楽で勝負するの！　王おう華かからも言ってやってよ！」

「そうね。水着で演奏すれば摑つかみはバッチリかもしれないわ」

「王華─────！」

「ちゃんとやってくれません!?」

　コミックバンドかお前らは。

　メモリが勿もつ体たいないと今のデータを消そうとするが、ゴミ箱マークから手を離す。応おう募ぼとは別に、このバカげたやり取りも良い思い出にはなるだろう。

　同じようなことをルナ先輩も考えていたらしい。スマホを取り出すと、怒おこる桜、フフッ！　と笑いを堪こらえる朝あさ霧ぎりさんをカメラのフレーム内へ。もちろん自分も決めポーズしつつ、「いえーい♪」とパシャリ。

「そーうしん♪」

　インスタにアップもするだろうが、それよりも先にＬＩ〇Ｅのグループチャットに撮とったばかりの写真がアップされる。時差を考えるとイタリアのミラノは朝。サリュが気づいて喜ぶのも時間の問題かな。

「ほら３人とも。撮り直すぞ」

　話しかければ、３人が一様な返事をしつつ定位置へと戻もどっていく。

　しかし、

「敵てき陣じん襲しゆう来らい────────！」

　扉とびら外の見張り兵、キンタが声高々に緊きん急きゆうを知らせる。

　直後、

「コラ─────！　誰に許可を得て体育館を使っとるんだバッカモ──────ン！」

　パターン青。岩いわ田た先生襲来。

　桜は動転。

「ちょっと太た郎ろう!?　体育館使えるように言ってくれたんじゃないの!?」

「言ったさ」

「じゃあなんで先生、怒ってんのよ？」

「末まつ端たんの俺たちが相手されるわけないだろ？　だから無断使用してみた」

「ニコ生みたいに言うな！」

　吞気のんきに怒っている場合じゃないぞと、足あし踏ぶみ。

「怒ってる暇ひまあったら逃にげるぞ！　朝霧さんを見習え！」

　桜は朝霧さんが座っていたドラムベンチを見るが、そこに朝霧さんの姿はない。既に裏口から逃とう走そう済みである。

　キンタも別口から逃走し、ルナ先輩も岩田先生をパシャってから裏口へと逃走。

　桜もようやく怒っている場合ではないとステージ袖そでへと移動を開始し、俺も裏口から逃げるべくステージへと上がろうとする。

　が、ステージに足を掛けたのに片足が上がらない。襟えり首くびを中心に凄すごい力で引っ張られてる……？

　耳元で低域オジサンボイス。オジボで囁ささやかれてしまう。

「お前は逃がさんぞ？」

　ＯＨ……。岩田先生ぃ……。

　捕つかまっちった直後、僅わずかに視界に入る桜が振ふり向く。

　ワンチャン。つぶらな瞳ひとみで「助けて？」とお願い。すると、ざまぁ見ろと言わんばかりに「いー！」と威い嚇かくして姿を消しやがった。

　ですよねー。




「くそ……なんて薄はく情じような奴やつらだ……」

　あのあと、固くて寒い真冬の体育館で１人正座させられ、しこたま説教をくらった。

　おまけに体育館の隅すみから隅まで裸足はだしで雑ぞう巾きんがけさせられたし……。

　膝ひざ小こ僧ぞうが正座しすぎて痛い。足の裏が寒すぎて痛い。モモやスネが走りすぎて痛い。三重苦だよチクショウ。

　フラフラになりつつ家に到とう着ちやく。時刻は18時前。

「兄ちゃ─ん！」

　玄げん関かんの扉を開けば、いつもどおり我が妹が元気いっぱいに迎むかえに来てくれる。

　詩し音おんはニュース番組でも見ていたのか、

「兄ちゃん、都民ファーストって何？」

「お前には一生縁えんのない言葉だ」

「分かったー」

　物分かりが良すぎて妹の将来が心配。けれど、疲つかれた身としては、ありがたい。

「兄ちゃん」

「？　どうした？」

「なんか伝えなきゃ駄だ目めなこと忘れたー」

「……おう」

　何か結構前にも同じようなことを言っていたような気がする。まぁ、詩音が忘れることなど日常茶さ飯はん事じだし、何より今の俺は疲れている。

「思い出したら教えてくれ」

「あーい」と返事した詩音がリビングへと全力疾しつ走そうで帰き還かん。きっと思い出すことは一生無いんだろうなぁ。

　フラフラになりつつ、ベッドで疲れを癒いやそうと２階の自室へ。

　そして、自室のドアを開ける。

　思わず立ち止まってしまう。

「コレって……」

　目に入らないほうがおかしいほどの大きさ、１立方メートル弱ほどの段ボール箱が部屋のど真ん中に鎮ちん座ざ。

　サイズが大きすぎて、どうやって部屋に入れたのか分からないレベルの箱は、とてつもなく見覚えのあるモノだった。詩音のボケも入れて見事に再現されている？

　箱に近づき、貼はられた宛あて名なシールから品名を読み上げてしまう。

「『嫁よめ　コワレモノ注意』……？」

　開けゴマの如ごとく。

「ひゃい!?」

　勢い良くも箱がオープン!?

　そして、中からは……、

「じゃ────んですっ♪」

「サ、サリュ!?」

　大きな箱からは、クリスマスが近いからか。真っ赤なミニスカのサンタコスに身を包んだサリュが出現!?

　驚おどろきの連続で、サリュはそのまま飛びついてくる。

「うおっ!?」

　怪け我がさせるわけにはいかず、箱から出てきたサリュを俺まで抱だきしめてしまう。

「お会いたかったですよう……！　ああ……、久しぶりのタロ様ですぅ……♪」

　冬だからか、懐なつかしいからか、サリュの体温がとても温かく心地ここち良よさが尋じん常じようじゃない。

　けれど、今は堪たん能のうしている場合じゃない。

「お、お前……！　帰って来るのは来年になるって……」

「……えへへ♪　サプライズで早く来ちゃいましたぁ。何度も言いそうになったのを我慢してたんですよ？」

「そ、そうだったのか……。!?　お、おい……」

　抱きついていたサリュが顔を上げたので、久々に生のサリュをじっくり見ようとした。

　が、視線が別の部位に釘くぎ付づけになってしまう。

「……前まえ髪がみが無い……？」

　ヘアピンやバンドなどで止めているのではない。完全に無いのだ。

　昨日のビデオ通話したときにはあったはずの、サリュの長くうざったい前髪が無くなり、サリュ最大のチャームポイントの碧へき眼がんと金眼のオッドアイが、可愛かわいさをより一層際きわ立だたせているではないか。

　目の前のサリュは、美少女モードではない。

　真・美少女モードだ！

「いかがですかぁ……？」

　バレてしまったと言うように、サリュが自身の前髪をアセアセと触さわる。

　やはり恥はずかしいようだが、その恥ずかしがり方は舌を嚙かむようなレベルではない。

　それどころか、視線が怖こわいから身を縮めているのではなく、新たなヘアスタイルを見られて照れを感じているだけに思えてしまうほどだった。

　いかがですか？　そんなもん答えは１つしかない。

　サリュの肩かたをガッチリ摑んで、自信満々に言ってしまう。

「すげー似合ってるぞ！」

「！　あ、ありがとうございます……♪」

　余よ程ほど、心に響ひびいてくれたのか。サリュの人懐こくて、天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおが目の前に広がる。

　コンプレックスをチャームポイントに変えた１００点満点の笑顔だ。

　そして、

「！　……」

　思わず、生なま唾つばを飲み込んでしまう。

　密着したままのサリュが、ゆっくり目を閉じる。俺の背せ丈たけに少しでも合わせようと、精せい一いつ杯ぱい背せ伸のびをし始める。

　あの日、文化祭終わりの公園の光景が頭に浮うかぶ。

　躊躇ためらいは一いつ瞬しゆんだけ。

　気付けば唇くちびる同士は触ふれ合っていた。

　溶とけてしまうような不思議な感覚、不思議な気持ちになってしまう。

　何より、サリュが本当に帰ってきたんだと実感してしまう。

　唇同士が離はなれ、微笑ほほえんでくれるサリュが視界に入ってしまえば、どうしようもなく照れが襲おそい掛かかる。

　それでも照れ如きに負けるわけにはいかない。

　腹の底から湧わき上がる喜びを笑顔に変え、

「おかえり、サリュ！」

「はい♪　ただいまです、タロ様♪」

　別れ際の作り笑顔ではない。再会を祝う正しよう真しん正しよう銘めいの笑顔だ。

　サリュが箱へと戻る。すると、黒くろ髪かみツインテのウィッグを被かぶったミラノモードへと変身して再登場。

「視し聴ちよう者しやの皆みなさんに、活動再開のお知らせをしたいです♪」

「おう！　早さつ速そく、生放送の準備するから待ってろ！」

「はいです♪」




　記念すべき帰って来てから１回目の放送タイトルは、

『ミラノちゃんの前髪をオープンしてみた』








あとがき






　お久しぶりです、凪なぎ木きです。さすがに３巻から読む方はいないと思いますので、はじめましては割かつ愛あいの方向で。読んでる方がいましたら、さーせん。




　３巻を読んでいただけた方はお分かりだと思いますが、今作品『俺の青春を生いけ贄にえに、彼女の前まえ髪がみをオープン』は無事にハッピーエンドと呼べるべきところへ向かうことができました。最後までお付き合いいただき、本当に感謝の気持ちでいっぱいです。ありがとうございます！

　以降のあとがきは、今作品について僕なりに振ふり返っていきたいと思います。あんまりそういうのは好きじゃない方は、最後のページの謝礼コメントにのみ目を通していただければ幸いです。また、ネタバレも含ふくみますので本編を読んでいない方は、以降のページを読んじゃダメ。ゼッタイ。

　では、振り返りスタート。




　今作品において課題にしてきたポイントは、ヒロインであるサリュをいかに可愛かわいく魅みせるかでした。

　担当さんとの初回の打ち合わせから言われていたことで、その日から様々な可愛さを見せるために創意工く夫ふうの毎日、サリュに振り回される日々が続きます。

　あーでもないこーでもないと振り回され続けた結果、サリュにもう１つの顔が誕生しました。今まで読んでいただけた方はご存知だと思います。ミラノです。

「恥はずかしがり屋だったらニコ生で身バレは嫌いやだよなぁ」と、ミラノという女の子に変身することによって、多くの人々と戯たわむれるような二面性を持たせようとしました。

　受賞作の段階ではミラノモードがないどころか、太た郎ろうとサリュは幼おさな馴な染じみでもありませんでした。同い年でもなく１コ下の留学生で、ただひたすら太郎の背中に隠かくれていた、本作以上に困ったちゃんです。

　主体性の無かった困ったちゃんも、ミラノモードになることで本当の自分をさらけ出し、コミュニケーションを円えん滑かつにしていきました。ミラノモードが無ければ本作は完成しなかったと言っても過言ではありません。

　１～３巻で色々なモードのサリュが完成したのは自分でも予想外です。空回りした結果のギャルモードとか、我を忘れた結果の貞さだ子こモードとかとか。

　いきなりですが、ここで問題。『この２つのモードのサリュは、何巻の何ページで登場するでしょう？』

　ハイパー暇ひま、呼吸するくらいしかすることがない方は探してみてください。




　他ほかにも何か変わったところがないか１巻と受賞作を読み比べているのですが、結構なお直しを受けてますね（笑）。ストーリーはもちろんのこと、ニコ生を基幹とした設定に大おお幅はば変へん更こうしたり、太郎の妹や母親、岩いわ田た先生なんかのキャラが追加されていたり、熊くま田だ沙さ保お里りというガタイの良い無口の怪かい力りきドラマーが悪戯いたずら好きの王おう華かに代わっていたり。

「熊田沙保里ダメっすか？」「ダメです」の不毛なやり取り。




　１巻でサリュに振り回されたと発言しましたが、２巻ではルナに振り回され、３巻では桜さくらに振り回される日々でした。

　ルナは今作品の中で一番悩なやんだ、というか苦戦したキャラだと思います。書き始めの段階でもどう動かしていいかピンと来ず、何度もキーボードを打つ手が止まってしまいました。気づけば何度もマイクラ実じつ況きようを楽しんで見ていました。マイクラしたことねーのに。

　それでも、『苦戦した』という表現は途と中ちゆうまでで、書き終わった今では『手塩に掛かけた』という表現になっていると信じたいところです。信じるのは僕の勝手。信じさせて。

　物事を深く考えていないようで、実は結構考えていたり悩んだりしている系女子。人気者故ゆえの悩みを解決できたルナは、サリュに負けないくらい一ひと皮かわ剝むけ、良い先せん輩ぱいになってくれたとも信じたいです。

　超ちよう余談ですけど、ナイトプールにルナは行ってると思う。




　そして桜。あー桜。お────い桜。

　３巻のプロット段階で悩み散らかし、執しつ筆ぴつ段階でも悩み散らかし。

　太郎たちの気持ちになって考え、恋こい路じの行方ゆくえとしてどれがベストなのか考える毎日です。

　桜と太郎が付き合うとサリュはどうなるか？　桜なら？　２人ともと付き合わないエンド？　サリュがイタリアに勝手に帰ってバッドエンド？　などなど。

　結局、自分でもこのシーンを書くまで結果が分からないくらいの状態で書ききりました。

　なぜこのような結果になったかは、マイクを突つき付けられてもノーコメントです。

「こういう思いで書きました！」とかは作品で語るべきであって、あとがきで語るのは何か違ちがう気がするので。

　やだ、カッコいい……。

　噓うそです。あとがきで語るのが恥ずかしいだけです。

　とはいえ、ハッピーかどうかは別として、桜に花を持たせてあげたいとはプロット段階で考えていました。付き合うだけがゴールというわけでもないし、こういう結果も青春の１ページとしては甘あま酸ずっぱい思い出になるでしょうし。

　語ってんじゃねーか。




　一方そのころ太郎君。サリュ、桜、ルナと苦戦した分、太郎には楽をさせてもらった気がします。単純明快でアッサリした奴やつですから。

　受賞作品から書しよ籍せき化かにあたって変更したのは、一いち人にん称しようを『僕』から『俺』に変えたくらいで、性格は大きく変わりなし。だからこそ、太郎と向かい合った時間は他のキャラより長く、把は握あくしている分ぬるぬる動かせたのかもしれません。

　けれど、僕からしたら動かしやすかっただけで、太郎側からしたら中々に波は乱らん万ばん丈じような生活を強しいらせてしまった気がせんでもないです。

　ごめんね太郎。イチャコラしてたから我が慢まんして。

　そんなこんなで僕にとっての救世主は太郎だったかもしれません。サリュや桜にこの気持ち負けてないかも。噓です、ボロ負けです。

　ちなみに、キンタもかなり動かしやすかったです（笑）。




　ラストのラスト。物語を締しめるうえでの最終関門。

　サリュの前髪をチョッキンするか否いなか。

　担当さんと切るか切らないか、爆ばく弾だん処理班の気持ちで考え続けました。

　爆弾のコード（サリュの前髪）にハサミを入れた状態で、切るか……、切らないか……、切るか……、切らないか……。

　結果、チョッキンしました。

　爆ばく発はつしたかどうかは、あなた次し第だいです。

　サリュは太郎の望むこと、喜ぶことをする。だからこそのチョッキン。

　また語ってんじゃねーか。




　以上、今作品の振り返りでした。１、２巻のあとがきではウダウダ言っていましたが、今回はあっという間、とは言いませんが書き足りないくらいです。

　あと１ページちょっと残っているのに、どの口が言っているのでしょうか。




　安心してください、ここからの謝辞は感謝祭りです。

　担当さん。作品に関することから、しょうもない話にまで耳を傾かたむけ続けてくれて、いつもありがとうございます。時折、カウンセリングを受けているような錯さつ覚かくに陥おちいります。退院の目め処どは立っていないので、引き続きカウンセリング頑がん張ばってください。

　イラストレーターのすし＊さん。モチベーションを維い持じできたのも可愛いイラストのおかげです。イラストは一生モノとして大事に保存させていただきます。本当にありがとうございました！

　最後はもちろん読者様。皆みなさんのおかげでサリュたちが、それぞれのゴールに辿たどり着くことができました。重ねてとなりますが、御礼申し上げます。

　サリュのコミュ難が完全に治ったかは僕にも分かりません。ですが、太郎やキンタたちがきっと何とかしてくれるはずです。サリュも今まで以上に一生懸けん命めい頑張るはずです。間ま違ちがいなく成長することができましたから。




　それでは！　また会う日まで！
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●なぎきえこ



第29回ファンタジア大賞にて金賞を受賞。

ゆとり世代ド真中な関西人。

最近はネットショッピングばかりです。

先日、白Ｔシャツを購入して早速自宅で試着。乳首が若干スケスケだぜ。

さらに新しい白Ｔシャツを購入。またしてもスケスケだぜ。

くり返すこのチラリズム。

表記してください、この商品乳首透けますって。

スケル。ダメ。ゼッタイ。

たまには実店舗に買いに行こうと思います。


















カバー・口絵・本文イラスト／すし＊

デザイン／ＡＯ ＤＥＳＩＧＮ










俺おれの青せい春しゆんを生いけ贄にえに、彼かの女じよの前まえ髪がみをオープン３








凪なぎ木きエコ





[image: ]





平成29年10月20日　発行





(C)Eko Nagiki, Sushi＊ 2017





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

富士見ファンタジア文庫『俺の青春を生け贄に、彼女の前髪をオープン３』

平成29年10月20日　初版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ

〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3





ＫＡＤＯＫＡＷＡ　カスタマーサポート

［WEB］http://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）















item/image/p241.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/p119.jpg





item/image/p025.jpg





item/image/logo-fan.png





item/image/gaiji-cid739-m-v.png





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		ｃｏｎｔｅｎｔｓ



		プロローグ



		１章



		２章



		３章



		４章



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/gaiji-cid665-m-v.png





item/image/p171.jpg





item/image/kuchie-001.jpg





item/image/p095.jpg





item/image/p003.jpg





item/image/kuchie-004.jpg





item/image/kuchie-002.jpg





item/image/p203.jpg





item/image/kuchie-003.jpg
¥
1)
1 4
2/
oy
7 }]‘
=7
" |
D)
F
v

KEBOWRISS, E/\g I
Ay K7 A BRERDRIAS

TEDS LTHEEDIS 2 #






item/image/gaiji-cid15190-m-v.png





